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第

ONE

INTRODUCTION

1.1 はじめに

TPAは、Ansibleを使用して EDBの推奨事項に従って Postgresクラスターを展開するオーケストレーションツー
ルです。

TPAは、Postgresの展開とサポートに関する長年の苦労して得た経験に基づいて、EDBが追従するベストプラク
ティスを具体化しています。これらの推奨事項は、運用環境と同様に簡単なテストベッドのセットアップに適用さ
れます。

1.2 TPAでは何ができますか?

TPAは、トポロジから構成の最小の詳細まで Postgresクラスターを記述するために使用できる宣言的構成メカニ
ズムを中心に構築されています。

tpaexec configureを実行して、いくつかの高レベルの選択たとえば、インストールする Postgresのバージョ
ンなどに基づいて、初期クラスター構成を生成することから始めます。デフォルト構成はそのまま使用できます
が、ニーズに合わせて編集できます。生成される構成は単なるテキストファイル config.ymlです。

この構成を使用して、TPAは次のことを行うことができます。

1. サーバー AWS EC2インスタンスまたは Dockerコンテナなど、クラスターをホストするために必要なその
他のリソースをプロビジョニングしますまたは、接続の詳細を指定するだけで既存のサーバーまたは VM
に展開できます。

2. オペレーティングシステムを構成しますカーネル設定の調整、ユーザーと SSHキーの作成、パッケージの
インストール、systemdサービスの定義、ログローテーションの設定など。

3. Postgresおよび関連コンポーネントたとえば、PGD、Barman、pgbouncer、repmgr、およびさまざまな Postgres
拡張機能などをインストールおよび構成します。

4. 展開後にクラスターで自動テストを実行します。
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5. 構成に将来の変更を展開します Postgres設定の変更、パッケージのインストールとアップグレード、新し
いサーバーの追加など。

1.3 どのように使用すればよいですか？

TPAを使用するには、TPAをインストールし、tpaexec setupコマンドを実行する必要があります。ご使用
のプラットフォームの installation instructionsに従ってください。

TPAは 4つの異なるステージで動作して、Postgresクラスターを起動します。

• クラスターの生成クラスター構成

• クラスターをホストするデプロイメントのプロビジョニングサーバー VM、コンテナ

• プロビジョニングされたインスタンスへの A First Cluster Deployment ソフトウェア

• テストデプロイされたクラスター

# 1. Configuration: decide what kind of cluster you want

[tpa]$ tpaexec configure clustername --architecture M1 --platform aws \

--postgresql 14 \

--failover-manager repmgr

# 2. Provisioning: create the servers needed to host the cluster

[tpa]$ tpaexec provision clustername

# 3. Deployment: install and configure the necessary software

[tpa]$ tpaexec deploy clustername

# 4. Testing: make sure everything is working as expected

[tpa]$ tpaexec test clustername

TPAは、ラップトップ、EC2インスタンス、またはネットワーク経由でクラスターのサーバーに到達できるマシ
ンから実行できます。

これは list of capabilities and supported softwareです。

4 第 1 章 Introduction
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1.3.1 構成

tpaexec configure

コマンドは、選択したオプションに基づいて、クラスターを記述する単純な YAML構成ファイルを生成します。こ
の構成はすぐに使用できますが、ニーズに合わせて変更できます。構成ファイルの編集は、make any configuration
changes to your clusterの作成前と作成後の両方での通常の方法です。

この段階で、クラスターのアーキテクチャとプラットフォームを選択する必要があります。アーキテクチャは、特
定の目的に Postgres をセットアップするためのサーバーとソフトウェアの推奨レイアウトです。例には、「M1」
プライマリおよびストリーミングレプリカを備えた Postgres および「PGD-Always-ON」Always On 構成の EDB
Postgres分散 5が含まれます。プラットフォームは、AWS、Docker、ベアメタルサーバーなどのアーキテクチャを
展開するサーバーをホストする手段です。

1.3.2 プロビジョニング

tpaexec provision

コマンドは、クラスターに必要なインスタンスとその他のリソースを作成します。プロセスの詳細は、クラスター
の構成中に選択したアーキテクチャM1などとプラットフォーム AWSなどによって異なります。

たとえば、必要な特権で AWSアクセスが与えられると、TPAは EC2インスタンス、VPC、サブネット、ルーティ
ングテーブル、インターネットゲートウェイ、セキュリティグループ、EBSボリューム、Elastic IPなどをプロビ
ジョニングします。

「ベア」プラットフォームを選択し、接続の詳細を提供することにより、既存のサーバーを「プロビジョニング」す
ることもできます。これらはベアメタルサーバーであるか、クラウドプラットフォームで別途プロビジョニングさ
れたサーバーであるかにかかわらず、TPAによって作成されたかのように使用できます。

単一のプラットフォームに制限されません。必要に応じて、クラスターをいくつかの AWSインスタンスマルチプ
ルのリージョンと一部のオンプレミスサーバー、または他のデータセンターのサーバーに分散できます。

プロビジョニングステージの最後に、基本的なオペレーティングシステムがインストールされた必要な数のイン
スタンスができます。TPAは、SSH経由でルートに sudoを使用してアクセスできます。

1.3.3 導入

tpaexec deploy

コマンドは、プロビジョニングされたサーバーに Postgresおよびその他のソフトウェアをインストールおよび構
成します TPAによって作成された場合とされていない場合があります。ただし、SSHと sudoアクセスが利用でき
る限り誰が作成したかは関係ありません。これには、レプリケーション、バックアップなどの設定が含まれます。

展開段階の最後に、Postgresが起動して実行されます。

1.3. どのように使用すればよいですか？ 5
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1.3.4 テスト

tpaexec test コマンドは、展開されたクラスターに対してさまざまなアーキテクチャとプラットフォーム固有
のテストを実行して、予想通りに動作していることを確認します。

テスト段階の最後には、完全に機能するクラスターが完成します。

1.3.5 インクリメンタルな変更

TPAは、プロビジョニング、展開、およびテストがべき等であるように注意深く設計されています。それらを実
行し、config.ymlを変更し、プロセスを再度実行して変更を展開できます。構成またはインスタンスで何も変更さ
れない場合、プロセス全体を再実行しても何も変更されません。

1.3.6 クラスター管理

クラスターが起動して実行されると、TPAは、構成変更、スイッチオーバー、ゼロダウンタイムのマイナーバー
ジョンのアップグレードなどの便利なクラスター管理機能を提供します。これらの機能により、手動で変更を行う
よりもクラスターの管理が簡単かつ安全になります。

1.3.7 Ansibleを介して拡張可能

TPAは variety of configuration optionsをサポートしているため、config.ymlを編集し、プロビジョニング/展開/テ
ストを再実行するだけで、多くのことができます。TPAが既にサポートしているものを超える必要がある場合は、
次のように書くことができます

• TPA custom commands、クラスターで実行するプレイブックの作成を簡単にします。クラスターディレクト
リに commands/xyz.yml を作成し、tpaexec xyz /path/to/cluster を使用して呼び出すだけ
です。自動化する必要がある管理タスクまたはプロセスに最適です。

• TPA custom tests、環境とアプリケーションに固有の詳細な検証でビルトインテストを強化します。tpaexec
testを使用してすべてのテストを均一で反復可能な方法で実行すると、危機に対処するときも、日常的な
クラスター管理中にも、重要な要素を見逃すことがありません。

• Hook scripts 、展開のさまざまな段階で呼び出されます。たとえば、hooks/pre-deploy.ymlのタスク
は、メイン展開の前に実行されます。post-deployを含む他にも多くのフックがあります。これにより、
Ansibleの全機能を自由に利用できます。

6 第 1 章 Introduction
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1.4 それはただの Postgresです

TPAは、多くの機能が構成された複雑なクラスターを作成できますが、結果は単なる Postgresです。インストール
は、生活を簡素化するように設計されたいくつかの規則に従いますが、あなたとデータベースの間には、隠された
魔法も何も存在しません。他の Postgresインストールで実行できることはすべて TPAクラスターで実行できます。

1.5 TPAでのバージョニング

TPAは、以前にメジャーバージョンが年から派生する日付ベースのバージョン管理スキームを使用していました。
バージョン 23 から、セマンティックバージョニングの派生に移行しました。歴史的な理由から、私たちは 3 つ
の部分からなる完全なセマンティックバージョン番号を使用していません。代わりに、TPAは 2つの部分からな
る major.minor フォーマットを使用します。マイナーバージョンはリリースごとにインクリメントされ、メ
ジャーバージョンは、以下の下位互換性の原則に準拠するために必要な場合にのみインクリメントされます。

1.5.1 下位互換性

TPAの重要な開発原則は、下位互換性を維持することであるため、ユーザーが TPAの最新バージョン以外のもの
が必要になる理由はありません。下位互換性を次のように定義します。

• TPA X.aで作成された config.ymlは、TPA X.bで有効です。ここで、b>=a

• その config.ymlから作成されたクラスターは、TPA X.bで保守および再展開が可能です。

したがって、新しいメジャーバージョンは、下位互換性の中断を意味します。そのため、私たちはメジャーバー
ジョンのリリースを回避することを目指しており、例外的な状況でのみそうします。

1.6 はじめに

システムの TPA installation instructionsに従って、次に configure your first cluster に従います。

1.4. それはただの Postgresです 7
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2.1 Trusted Postgres Architect 23.25 release notes

リリース日 2023年 11月 14日

Trusted Postgres Architect 23.25の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement TPAは、PGD 3.7から PGD 5.3以上への自動アップグレードをサポートするよう
になりました。CAMOを使用したクラスターのアップグレードはまだサポートされ
ていないことに注意してください。

Enhancement TPAが EDB Advanced Server 16および EDB Extended Server 16をサポートするよ
うになりました。

Change PGD 4から PGD 5へのアップグレードで導入されたアップグレードプロセスのさ
まざまな改善が、BDR-Always-ONアップグレードにバックポートされました。

Change TPAは、SLESへの PEMのインストールをサポートするようになりました。
Change TPAは、一部のファイルシステムオブジェクトを作成するときにアクセス許可を

明示的に設定するようになりました。これは、将来のリリースではすべてのファイ
ルシステムオブジェクトに拡張される予定です。

Change TPA は v1 の pgd-cli 構成ファイルにシンボリックリンクを追加するため、̀ -f`ス
イッチを介してパスを指定せずに実行できるようになりました。

Change TPAは `alter_node_kind` PGDファンクションを呼び出して、BDRバージョン 4.3
以降を使用する BDR -Always-ONクラスターのノード種類が正しく設定されてい
ることを確認します。

Change 今後のデフォルトのクラスター構成は、SLES 15が要求されたときに SLES 15 SP5
を選択するようになりました以前の SP4。

Bug Fix tpaexec-deps ユーザーの `tpaexec setup`コマンド中にチェックサムエラーが発生す
る問題を修正しました。

Bug Fix pemworker が呼び出されたときに `pem_server_group`が正しく適用されず、サー
バーが PEMで予想通りにグループ化されなかった問題を修正しました。

Bug Fix `sar`が Barmanインスタンス以外のインスタンスで実行されるようにスケジュール
されていない sys / sysstatロールの問題を修正しました。

10 第 2 章 Trusted Postgres Architect release notes
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2.2 Trusted Postgres Architect 23.24 release notes

リリース日 2023年 10月 17日

2ndQuadrant Ansibleフォークの使用のサポートは、2024年 4月に TPAから削除され、GitHubリポジトリはアー
カイブされます。

Community Ansibleに切り替える必要があります。これがデフォルトになりました。大部分のユーザーにとって、
この変更は透過的です。

2ndQuadrant Ansibleで--skip-tagsを使用している場合、これは TPAおよびコミュニティ Ansibleではサポー
トされていないことに注意してください。2ndQuadrant Ansibleが削除される前に、Community Ansibleと互換性
のある--skip-tagsの代替を提供する予定です。

Type Description

Change tpaexec setup`は、2ndQuadrant Ansible ではなくコミュニティ Ansible を使用するこ
とがデフォルトになりました。オプション--use-2q-ansible`は、2ndQuadrant ansible
の使用を強制するために使用できます。これは現在非推奨であり、将来のリ
リースで削除されます。--skip-tags`を使用している場合、:ref:`Ansible Tower <TPA
installation>を参照してください。

Change config.yml の `edb_repositories`からリポジトリが削除されている場合、`tpaexec
deploy`はノードから削除するようになりました。

Change TPAは、harp-proxyと harp-managerが同じノードで実行されている場合を検出し、
harp-proxyに別の構成ファイルを使用します。

Change `upgrade`コマンドは、ターゲットインスタンスのローカルリポジトリを更新するよ
うになりました。

Bug Fix TPA が pg_basebackup 呼び出しの `postgres_wal_dir`を尊重しない問題を修正しま
した

Bug Fix TPAは、PGDクラスター内のサブスクライバー専用ノードのフェールオーバーマ
ネージャーとして repmgrを受け入れ、このようなノードの物理レプリケーション
を許可します。

Bug Fix TPA による Ubuntu 22.04 Docker イメージのビルドを妨げたタイプミスを修正し
ました。

Bug Fix TPA は、構成時に BDR-Always-ON アーキテクチャ、EDB Postgres Extended フ
レーバー、および PEMのサポートされていない組み合わせを拒否するようになり
ました。

2.2. Trusted Postgres Architect 23.24 release notes 11
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2.3 Trusted Postgres Architect 23.23 release notes

リリース日 2023年 9月 21日

Trusted Postgres Architect 23.23の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement TPAは PostgreSQL 16をサポートするようになりました。PostgreSQL 16パッケー
ジは、サポートされているすべてのリポジトリでまだ利用できないことに注意して
ください。したがって、これに該当するまで、すべての構成が機能するわけではあ
りません。

Change Postgres 16以降が選択されている場合、TPAはデフォルトで 2ndQuadrantリポジ
トリを追加しません。この場合、TPAは `tpa_2q_repositories: []`を明示的に設定し
ます。

Change EFMは、利用可能なプラットフォームでデフォルトで JDK 11を使用するように
構成されました。

Change EDB リポジトリが使用されていない場合、TPA は PGDG からパッケージを除外
しません。以前は Barmanと psycopg2が除外されていました。

Change SLESへのインストールをサポートするために etcdおよび Patroniのパッケージ名
を追加しました。

Bug Fix PEM サーバーの Apache HTTPD サービスがブート時に開始されない問題を修正
しました。

Bug Fix 不正な権限で pg_backup_apiテストが実行され、失敗する問題を修正しました。
Bug Fix pg_backup_api の Apache HTTPD サービスがブート時に開始されない問題を修正

しました。
Bug Fix `bdr.standby_slot_names`および `bdr.standby_slots_min_confirmed`チェックが bdr3

クラスターで誤ったスキーマを使用した問題を修正しました。
Bug Fix 拡張機能の構成キーが間違った形式でパトローニに渡され、「警告予期しないパラ

メーターの削除」が発生する問題を修正しました。
Bug Fix `docker_images`の中間ベースイメージオプションを使用した場合、結果のイメージ

名が正しくない問題を修正しました。
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2.4 Trusted Postgres Architect 23.22 release notes

リリース日 2023年 9月 6日

Trusted Postgres Architect 23.22の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Change TPA はオープンソースプロジェクトになりました。GitHub から GPLv3 ライセン
スに基づいてソースのクローンを作成できます。

2.5 Trusted Postgres Architect 23.21 release notes

リリース日 2023年 9月 5日

Trusted Postgres Architect 23.21の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Change デフォルトのM1構成は、EDBソフトウェアが選択されている場合は EDB Repos
2.0 を使用し、それ以外の場合は PGDG が使用されます。これは、新しいクラス
ターにのみ影響します。

Change M1アーキテクチャで `tpaexec configure`を実行する場合、フェールオーバーマネー
ジャーを明示的に選択する必要があります。

Bug fix TPAが誤って上流インスタンスではなくレプリカに'subscriber-only'を設定するこ
とを必要とした、PGDサブスクライバ専用ノードの作成に関する問題を修正しま
した。

Bug fix TPAは、'bare'プラットフォームオプションを使用している場合でも、コンテナに
展開するときに適用できないタスクをスキップするようになりました。以前は、こ
れらは'docker'が選択された場合にのみスキップされました。

Bug fix `/etc/edb`の権限に関する問題を修正しました。展開された PGD5 クラスターの
データノードに pgd-proxy ロールを追加すると、pgd-proxy-config.yml を開く権限
がないため pgd-proxyの起動に失敗します。

Bug fix 厳密な umaskが設定されている場合、`/var/log/postgres`が不適切な権限 0600にな
る可能性がある問題を修正しました

Bug fix PEM に正しく登録された Barman インスタンスで `tpaexec deploy`を繰り返すと、
PEMエージェントの Barman構成が失われる問題を修正しました。
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2.6 Trusted Postgres Architect 23.20 release notes

リリース日 2023年 8月 1日

Trusted Postgres Architect 23.20の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

New feature TPAは、新しいコマンド `tpaexec reconfigure`を実行して変更された config.ymlを
生成し、̀ tpaexec upgrade`を実行してアップグレードを実行することにより、PGD
4から PGD 5へのアップグレードをサポートするようになりました。

Enhancement TPAインストールでチェックサムを実行し、パッケージで配布されたものと一致
することを確認する新しいサブコマンド `tpaexec info validate`を追加しました。

Change `update-postgres`コマンドは、より一般的な `upgrade`コマンドに置き換えられま
した。

Change RHEL 8 または 9 に Failover Manager の OpenJDK をインストールするときに、
TPA は `tzdata-java`を明示的に追加するようになりました。これは this OpenJDK
bugの回避策です。

Change TPAは、AWSで利用可能な最新の Debian AMIこのリリースの時点で最新を使用
するようになりました。

Change config.ymlが変更された場合、TPAは `tpaexec deploy`または `tpaexec upgrade`の一
部として `tpaexec provision`を自動的に実行するようになりました。

Bug fix pgd-proxyノードで pgd-cliを実行しているときに TPAが存在しないユーザーを使
用しようとするバグを修正しました。

Bug fix `tpaexec relink`による変更が Gitリポジトリに正しくコミットされないバグを修正
しました。

2.7 Trusted Postgres Architect 23.19 release notes

リリース日 2023年 7月 12日

Trusted Postgres Architect 23.19の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

New feature TPAでは、サブスクライバ専用 PGDノードの物理レプリカを作成できるようにな
りました。

次のページに続く
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表 8 –前のページからの続き

Type Description

New feature TPAは、HTTP(S) HARPおよび PGDプロキシ正常性プローブの構成をサポート
するようになりました。

New feature TPA では、M1 アーキテクチャを使用したフェールオーバーマネージャーとして
Patroniを選択できるようになりました。このサポートは実験的なものであり、運
用環境での使用はまだ推奨されていません。

Enhancement TPA では、常に最新バージョンを使用するのではなく、edb-pgd-proxy および
edb-bdr-ユーティリティの特定のバージョンを設定できるようになりました。

Change Debianに似たシステムでは、パッケージ選択コードは、該当する場合、特定のパッ
ケージに-dbgsymではなく-dbgを使用するようになりました。

Change レプリケーションスロットを構成するときに、TPA は有効な文字のみが
primary_slot_name で使用されるようになりました。以前は、TPA はデフォル
トとして inventory_hostname を使用していましたが、これにはハイフンを含める
ことができます。これらはアンダースコアに置き換えられます。

Change デフォルトのフェールオーバーマネージャーのバージョンは 4.7になりました。
Bug fix TPA 23.18で PGD 3.7から 4へのアップグレードが失敗する問題を修正しました。
Bug fix PEM展開時に TPAが TLS証明書のコモンネームにアンダースコアを含める問題

を修正しました。これは無効であり、一部のプラットフォームでは障害が発生し
ます。

Bug fix 誤った etcdサービス名が Debian系プラットフォームで使用され、TPAが etcdを
起動できない問題を修正しました。

Bug fix TPAが RHEL 8に etcdパッケージをインストールできない問題を修正しました。
Bug fix configuration中にメッセージ `Failed to commit files to git: b''`が表示される問題を修

正しました。
Bug fix `generate_password: false`のときに TPAが Postgresユーザーパスワードを誤って生

成および上書きする問題を修正しました。
Bug fix AWSでのボリュームマップの作成がリージョンを考慮していないため、eu-west-1

以外のリージョンを使用すると障害が発生する問題を修正しました。

2.8 Trusted Postgres Architect 23.18 release notes

リリース日 2023年 5月 23日

Trusted Postgres Architect 23.18の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。
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Type Description

Enhancement TPAは、初期レプリカの作成に repmgrの代わりに pg_basebackupを使用するよう
になりました。

Enhancement TPAは、エアギャップ展開のためのローカルリポジトリの作成を除きて、SLES 15
をサポートするようになりました。

Enhancement TPAは、PGD5のマイナーバージョンのアップグレードをサポートするようにな
りました。

Enhancement TPAは、̀ tpaexec test`が実行されるときに改善されたテストを実行するようになり
ました。

Bug fix TPAがサポートされていないディストリビューションで古い 2ndQuadrantリポジ
トリを使用しようとした問題を修正しました。

Bug fix TPA が pg_receivewal が必要な Barman インスタンスに pg_receivewal をインス
トールしない問題を修正しました。

Bug fix TPA がプロビジョニング中に AWS ホストでデバイスをブロックするシンボリッ
クリンクの作成に断続的に失敗し、展開が失敗する問題を修正しました。

2.9 Trusted Postgres Architect 23.17 release notes

リリース日 2023年 5月 10日

Trusted Postgres Architect 23.17の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement 新しい `--pgd-proxy-routing`パラメーターを configureコマンドに追加しました。こ
れは、`global`または `local`に設定できます。ローカルルーティングは、すべての
PGD-プロキシを独自の場所内の書き込みリーダーにルートさせます。グローバル
ルーティングは、すべてのプロキシを単一の書き込みリーダーにルートさせます。
この書き込みリーダーは、すべての場所で使用可能なすべてのデータノードの間で
選択されます。

Change configureコマンドから `--active-locations`パラメーターを削除しました。
Enhancement TPAが Ubuntu 22.04をサポートするようになりました
Change RHEL 7および 8で使用される AWS AMIを更新しました。
Bug fix TPA が既存の Postgres ユーザーからグループを誤って削除する問題を修正しま

した。
Bug fix gitコミットが失敗したときに TPAが役に立たないエラーメッセージを出力する問

題を修正しました。

次のページに続く
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表 10 –前のページからの続き

Type Description

Bug fix グループ名が誤ってサニタイズされ、大文字が小文字ではなくアンダースコアに変
換される問題を修正しました。

Bug fix CAMO構成後に必要なときに Postgresが再起動されない問題を修正しました。
Bug fix etcdの変更に関する問題を修正し、べき等になったことを確認し、後続の展開での

etcdの不必要な再起動を回避します。

2.10 Trusted Postgres Architect 23.16 release notes

リリース日 2023年 3月 21日

Trusted Postgres Architect 23.16の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Change デフォルトの PGD-Always-ON クラスターは、2 つのデータノードと 1 つの監視
ノードを含む関連サブグループを持つ 1つの場所になりました。

Change TPA は、デフォルトですべてのデータノードに pgd-proxy を展開するようになり
ました。

Enhancement 別 の プ ロ キ シ イ ン ス タ ン ス を 作 成 す る 新 し い オ プ シ ョ ン
`--add-proxy-nodes-per-location N`を追加しました

Enhancement `--data_nodes_per_location`が偶数の場合、TPAは監視ノードを自動的に追加し、2
つの場所のみのクラスターを指定した場合に警告を出力するようになりました

Change ロケーションを追加するのではなく、既に名前付けられた `--location-names`で
の ロ ケ ー シ ョ ン を 監 視 専 用 と し て 指 定 す る た め、 パ ラ メ ー タ ー
--add-witness-only-locationの名前が `--witness-only-location`に変更されました。

Change `tpaexec configure`時に Postgres のフレーバーとバージョンを明示的に指定する必
要があります

Enhancement Postgres フレーバーとバージョンの新しい CLI 略語を追加しましたたとえば
--postgresql 14`または--edbpge 15`

Enhancement さまざまなサポートされている EDBソフトウェアリポジトリの処理とドキュメン
トの向上

Change TPAには、PGD-Always-ONクラスターのデフォルトで PGDGリポジトリが含ま
れません

Bug fix EDB Failover Manager がデフォルトで EPAS のフェールオーバーマネージャーと
して選択されない問題を修正しました

次のページに続く
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表 11 –前のページからの続き

Type Description

Bug fix pglogical が M1 アーキテクチャに不必要にインストールされる問題を修正しま
した

2.11 Trusted Postgres Architect 23.15 release notes

リリース日 2023年 3月 15日

Trusted Postgres Architect 23.15の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Minor change 依存関係マッピングの変更。

2.12 Trusted Postgres Architect 23.14 release notes

リリース日 2023年 2月 23日

Trusted Postgres Architect 23.14の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Bug fix PGD 3および 4構成のパッケージリストが正しく入力されなかったエラーを修正
します。TPA-365

Change HARPの config.yamlで複数行の BDR DCS構成を使用する TPA-360、RT90034

2.13 Trusted Postgres Architect 23.13 release notes

リリース日 2023年 2月 22日

Trusted Postgres Architect 23.13の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Bug fix PGD-Always-ONおよび `--epas`を使用して古い EDBリポジトリを有効にしないで
ください。

次のページに続く
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表 14 –前のページからの続き

Type Description

Bug fix PGD-Always-ONおよび `--postgres-version 15`のエラーを修正します。
NA

2.14 Trusted Postgres Architect 23.12 release notes

リリース日 2023年 2月 21日

Trusted Postgres Architect 23.12の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Feature コミットスコープに基づいた Commit At Most OnceCAMO 構成サポートを含む、
EDB Postgres Distributed 5の完全なサポートを導入します。

Feature EDB Postgres拡張リポジトリとパッケージのサポートを導入します。
Enhancement <p>マルチリージョン AWS クラスターの構成の予備サポート。</p><p>マルチ

リージョンクラスターには、VPCと VPCの手動セットアップが必要です。</p>
Enhancement `--active-locations`のプロキシルーティングおよびそのためサブグループ RAFT を

自動的に有効にします。configureオプションを削除して、サブグループ RAFTを
グローバルに有効にします。

Bug fix EDB_SUBSCRIPTION_TOKENがログに記録されていないことを確認します。
Bug fix ユーザーが tpa_2q_repositoriesへの products/default/releaseリポジトリの追加を抑

制できるようにします。
Bug fix <p>利用可能な場合、ノードが bdr_child_groupをサブスクライブしていることを

確認します。</p><p>複数のサブグループを持つクラスターでは、TPAはインス
タンスがトップグループとサブグループの両方のレプリケーションセットにサブ
スクライブされることを想定していなかったため、ノードのサブスクライブしたレ
プリケーションセットから後者を誤って削除します。</p>

Bug fix <p>Postgresが起動しない場合、有用なエラーで確実に失敗します。</p><p>Ansible
のバグが原因で、Postgresが一部のインスタンスで起動しないが、他のインスタン
スで起動した場合、デプロイメントは失敗しませんたとえば、構成の違いのため。
展開を続行すると、後で障害が発生したホストの cluster_factsにアクセスしようと
すると、エラーが発生しました。</p>

Bug fix <p> BDR 4.3以降の監視では `bdr.alter_node_replication_sets()`を呼び出さないでく
ださい。</p><p>これは、監視ノードがカスタムレプリケーションセット構成で処
理されない BDRバージョンの新しい制限に調整します。</p>

Bug fix ハードコードされた「barman」参照を置き換えて、barman_{user,group}設定を使用
して barmanユーザーとホームディレクトリをカスタマイズできるようにします。

次のページに続く
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表 15 –前のページからの続き

Type Description

Bug fix 必要に応じて、postgres_databases[*].extensions の下で記載されている拡張機能の
shared_preload_librariesエントリを追加します。

Bug fix `pgaudit`が shared_preload_libraries の `bdr`の前に表示されないことを確認します
既知のクラッシュを回避するため。

Bug fix pgd-cli構成ファイルの構文エラー DSN引用符を修正します。
Bug fix <p> pgd-proxy構成のエンドポイントを並べ替えて、ファイルの書き換えを回避し

ます。</p> <p>これには、次の展開で pgd-proxyの再起動が必要になる可能性があ
りますが、その後の展開での不要な将来の書き換え/再起動が回避されます。</p>

Bug fix RHシステムにローカルリポジトリから rsyncをインストール中のエラーを修正し
ます。

Bug fix Debian システムでの PEM 9 の Apache WSGI モジュール構成のエラーを修正し
ます。

Bug fix bdr拡張子が意図的に作成された場合、未使用であっても削除しないでください。
NA

2.15 Trusted Postgres Architect 23.1 to 23.11 release notes

2.15.1 TPA 23.11

リリース日 2023-01-31 ###重要な変更

• TPA-180 PGD-Always-ON アーキテクチャ今年後半にリリースの実験的なサポートを導入します。
PGD-Always-ON アーキテクチャは、次の BDR バージョン 5 を使用します。初期サポートは内部目的
に追加され、今後のリリースで改善されます。###マイナー変更

• TPA-349依存関係バージョンのバンプ暗号化バージョン 38.0.4から 39.0.0のバンプ jqバージョン 1.3.0か
ら 1.4.0のバンプ jqバージョン

• TPA-345ドキュメント内の TPAexec参照を TPAに変更します。製品を参照するときは、’ TPAexec’ の代
わりに’ TPA’ を使用するようにドキュメントを更新します。
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2.15.2 TPA 23.10

リリース日 2023-01-04 ###マイナー変更

• TPA-161 harp_manager_restart_on_failure設定を導入してデフォルト falseに

• TPA-281 AWSクラスターのプロビジョニングを解除するときに FMSセキュリティグループを削除する削
除されていない依存関係が原因でクラスターの VPCのプロビジョニング解除の失敗を修正します。

• TPA-305 Towerの事前生成されたシークレットに enterprisedb_passwordを追加します

• TPA-306 PEM_PYTHON_EXECUTABLEが存在する場合は、/usr/bin/python3に優先します PEM 9.0での
展開中の Pythonモジュールのインポートエラーを修正します。

• TPA-219 BDRインスタンスで pem-agentにデフォルトで bdr_databaseをモニタさせる

2.15.3 TPA 23.9

リリース日 2022-12-12 ###バグ修正

• TPA-301 Tower クラスターの cluster_dir の自動検出を修正 Tower プロジェクトディレクトリに基づいて
cluster_dirを設定する場合、デプロイ先のインスタンスではなく、コントローラ上のディレクトリの存在を
正しく確認するようになりました。

• TPA-283 psutilへの依存関係を追加します。Ansible Towerに必要。

• TPA-278 rsyslog構成から「umask 0」指示子を削除します。これにより、以前は rsyslogd.pidなどの誰でも
読み取り可能なファイルが作成されました。

• TPA-291 Postgresサーバーパッケージをインストールして Barmanインスタンスで pg_receivewalを取得す
るときは、postgres_package_version設定を尊重します。

2.15.4 TPA 23.8

リリース日 2022-11-30 ###重要な変更

• TPA-18のサポート Ansible Tower 3.8このリリースでは、Ansible Tower 3.8を介して bareクラスターつ
まり既存のサーバーでの deploy.ymlのみの実行をサポートしています。Towerサーバーに TPAexecを
インストールし、tpaexec setupを実行して、Towerテンプレートで使用して TPAexecプレイブックを
実行できる仮想環境を作成します。--use-ansible-tower および--tower-git-repository 構
成オプションを使用して、Tower互換のクラスター構成を生成します。詳細については、Ansible Towerを
参照してください。###マイナー変更

• TPA-238クラスターディレクトリを gitリポジトリとして初期化する TPAexecを実行するシステムで gitが
利用可能な場合、tpaexec configureはデフォルトでクラスターディレクトリ内の gitリポジトリを初
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期化します。gitが利用できない場合、以前と同様に続行されます。リポジトリの作成を回避するにはたと
えば、既存のリポジトリ内にクラスタディレクトリを保存する場合、--no-gitオプションを使用します。

2.15.5 TPA 23.7

リリース日 2022-11-09 ###重要な変更

• TPA-234 Ansible 2.9 のコミュニティリリースをサポート TPAexec は、Ansible 2.9 の 2ndQuadrant/ansible
フォークを必要としました。このリリースでは、代わりに Ansible のコミュニティリリースを tpaexec

setup --use-community-ansibleで使用することを選択できます。今のところ、デフォルトは引き
続き 2ndQuadrant/ansibleを使用することです。これは将来のリリースで変更される予定です。2ndQuadrant
/ ansibleのサポートがドロップされ、Ansibleが新しいデフォルトになります。###マイナー変更

• TPA-209 Postgres 15 のリリースに続いて、有効な tpaexec configure オプションとして
--postgres-version 15を受け入れます

• TPA-226 --hostnames-fromファイルの IPアドレスの受け入れ以前は、tpaexec configureに渡
されるファイルには、行ごとに 1つのホスト名が含まれることが想定されていました。各ホスト名の後にオ
プションの IPアドレスを含めることもできるようになりました。存在する場合、このアドレスは config.yml
の対応するインスタンスの ip_addressとして設定されます。独自の--hostnames-fromファイルを
指定すると、ホスト名がデフォルトでランダム化されなくなります。

• TPA-231新しい bdr-pre-group-joinフックを追加しますこのフックは、各ノードが BDRノードグループに
参加する前に実行されます。TPAexecが提供するデフォルトのレプリケーションセット構成を変更するた
めに使用される場合があります。

• TPA-130 Community.postgresqlの postgresql_userモジュールを使用する Community.postgresqlコレクショ
ンの更新されたモジュールは、SCRAMパスワードを使用するときにタスクステータスを正しく報告するた
めに必要です。デフォルトモジュールは常に changedを報告します。

• TPA-250さまざまな Python依存関係の最新バージョンへのアップグレード###バグ修正

• TPA-220 .bashrcの LD_LIBRARY_PATHが「:」で始まらないことを確認します

• TPA-82 BDRの削除を回避する -internal ${group_name}_extレプリケーションセット

• TPA-247AWSでの「 ‘str object’ には属性 ’ node_dsn’ 」エラーを修正するコードは hostvars[hostname]

を中間変数に割り当てず、後で通常の dictと同様に動作することを想定しています時々のみ動作します。こ
れにより、PEMが有効になっている AWSクラスターで報告された 23.6の回帰が修正されますが、コード
ベース全体の他の同様のエラーも修正されます。

• TPA-232「Error while linking: [Errno 17] File attempts」エラーが発生した、インベントリーで生成された
シークレットへのシンボリックリンクを作成する際の競合状態を排除します。

• TPA-252すべての BDRノードを監視専用レプリケーションセットに公開する復元コードこのコードブロッ
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クは、TPA-193に対して行われたリファクタリング作業の一部として、v23.6リリースで誤って削除されま
した。

2.15.6 TPA 23.6

リリース日 2022-09-28 ###重要な変更

• TPA-21 AWS展開には、メンテナンスされていない boto2の代わりに boto3 AWSクライアントライブラリ
を使用します。これにより、SSOログインやその他の便利な機能が有効になります。

• TPA-202 harp-configフックを追加します。この展開時フックは、HARPがインストールおよび構成された
後、HARPがインストールされているすべてのノードで開始される前に実行されます。###バグ修正

• TPA-181 RHEL 7 でデフォルトの Python バージョンを 2 に設定します。以前は、tpaexec は RHEL 7 と
Python 3のサポートされていない組み合わせで config.ymlを生成できました。

• TPA-210既存のセキュリティグループを使用して aws展開を修正します。このような展開は、プロビジョ
ニング時に失敗していましたが、予想通りに動作するようになりました。

• TPA-189プロビジョニング解除時に group_varsディレクトリを削除します。これにより、ダングリングの
シンボリックリンクが原因で後続のプロビジョニングが失敗する原因となった問題が修正されます。

• TPA-175共有メモリセグメントをそのままにするように systemdを正しく構成します。これはソースビル
ドにのみ影響します。

• TPA-160 haproxyおよび PEMのバージョン設定を許可します。これは、特定のバージョンが指定された場
合でもパッケージの最新バージョンがインストールされるバグを修正します。

• TPA-172正しいホストセットに EFM をインストールします。EFM は、PEM サーバーなどの他の理由で
postgresがインストールされているサーバーではなく、クラスターのメンバーである postgresサーバーにの
みインストールする必要があります。

• TPA-113 PEM エージェント登録をシリアル化します。これにより、複数のホストが pemworker –
register-agentを同時に実行しようとした場合の競合状態が回避されます。

2.15.7 TPA 23.5

リリース日 2022-08-23 ###重要な変更

• TPA-81 Ubuntu 22.04 Jammyの tpaexecおよび tpaexec-depsパッケージを公開

• TPA-26単一ノードでの harp-proxyおよび harp-managerのインストールをサポートします。harp-proxyと
harp-managerサービスの両方をクラスター内の同じターゲットノードで実行できるようになりました。
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2.15.8 TPA 23.4

リリース日 2022-08-03 ###バグ修正

• TPA-152は、AWSホストでの Debianインスタンスの最初のブート中のロケール検出に関する問題を修正
します。ホストは最初のブートを完了できず、SSHキーネゴシエーションの問題と、展開中に見つからな
いディスクのエラーとして現れます。この問題は 23.3で導入され、TPA-38に関連しています

2.15.9 TPA 23.3

リリース日 2022-08-03 ###重要な変更

• TPA-118 harp-manager 構成の 2 つの新しいオプションを公開しました。最初の設定 HARP
harp_db_request_timeout は dcs request_timeout に似ていますが、データベース接続用であり、
2番目の harp_ssl_password_commandは、SSL対応データベース接続の sslキーの復号化に使用さ
れる sslパスワードの難読化を解除するために使用されるコマンドを指定します###マイナーな変更

• TPA-117 tpaexec config.ymlの package_versionオプションでのワイルドカードの使用に関するドキュ
メントの更新を追加します。これにより、deploy操作中に予期しないパッケージのアップグレードが発
生する可能性があるという警告が導入されます。詳細については、tpaexec-configure.mdのドキュ
メントを参照してください

• TPA-38 Debianのすべてのバージョン、および RHEL 8以降のロケールファイルを追加します。Barmanな
どの一部の EDBソフトウェアでは、ユーザーロケールを en_US.UTF-8に設定する必要があります。一
部のユーザーは、ロケール、文字セット、または言語をローカル地域に変更したい場合があります。この変
更により、libc が提供する OS ファイルが、ユーザーデータスクリプトを使用したファーストブート中に
AWSインスタンスにインストールされます。デフォルトロケールは en_US.UTF-8です。詳細について
は、platform_aws.mdドキュメントを参照してください

• TPA-23クラスターサービス Barman、HARP、repmgr、PgBouncer、および EFMの syslogのログ構成を追
加します。指定されたログサーバーは、これらのサービスの/var/log/hostsディレクトリで受信した
ログファイルを保存します

• TPA-109 BDRの特定のバージョンに基づいて、ロックタイムアウト構文の選択を中心とした pgbenchロー
ルのコードのマイナーリファクタリング###バグ修正

• TPA-147ソースインストール方法を使用するクラスターでは、Debianおよび Rocky Linuxのいくつかの欠
落パッケージが観察されました。Debianは、krb5および lz4のライブラリヘッダーを受信します。RedHat
派生 OSでは、「Development Tools」パッケージグループの必須パッケージと libcurlヘッダーが追加されま
した

• TPA-146 Postgres 9.6をインストールするクラスターのパッケージ選択方法の小さな修正

• TPA-138 local-repoconfigure オプションを有効にする「ベア」プラットフォームを使用するクラスターで
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の警告メッセージに対処します。OS はベアプラットフォームの TPAexec によって管理されないため、
local-repo構造を作成するようにユーザーに通知する必要があります。これにより、以前は未処理のエラー
が発生し、構成の進行状況が停止しました

• TPA-135 “docker” プラットフォームおよび Rocky Linuxイメージで--use-local-repo-onlyを使用
する場合、ノード上の既存の yumリポジトリ構成の初期削除は、コマンド findおよび xargsが欠落し
ているため失敗します。この変更により、findutilsパッケージがソースリポジトリに存在する場合、最
初にインストールされます

• TPA-111 --enable-pemオプションが指定されている場合、PEMサーバーにエージェントを登録するた
めに使用されるコマンドの冗長な追加引数を削除します。以前は、最初の引数現在削除された引数が 2番
目の引数によってオーバーライドされるため、問題は発生しませんでした。

• TPA-108 Postgres がソースからインストールされている場合、ポストマスターシンボリックリンクの
SELinux ファイルコンテキストを復元します。以前は、systemd デーモンが Postgres データ bin ディレク
トリに保存されているシンボリックリンクを読み取ることができないため、ソースから postgresをインス
トールしている SELinux対応 OSを使用しているクラスターは、Postgresの再起動に失敗していました。こ
れは、AWS で最近採用された Rocky Linux イメージを使用したテストで発見されました。デフォルトで
SELinuxが有効になり、強制モードになっています

2.15.10 TPA 23.2

リリース日 2022-07-13 ###重要な変更

• Barman お よ び PEM で 使 用 す る Postgres Backup API の サ ポ ー ト を 追 加 し ま す。
--enable-pg-backup-apiオプションを介してアクセスできます。

• SSL証明書は、Postgres Backup APIプロキシサービスのサーバー証明書など、サービスごとに作成できる
ようになりました。証明書は/etc/tpa/&lt;service>/&lt;hostname>.certに配置されます。こ
れらの証明書は、クラスター用に生成された CA証明書で署名することもできます。

BDR-Always-ONアーキテクチャの Etcdの配置 ‘harp_consensus_protocol: etcd’ を使用する場合、次の各インスタ
ンスのロールに’ etcd’ を明示的に追加します。* BDRプライマリ ’ bdr’ ロール *BDR論理スタンバイ ’ bdr’ + ’
readonly’ ロール)ブロンズレイアウトの場合のみ BDR Witness ’ bdr’ + ’ witness’ ロール*ゴールドレイアウト
の場合のみ Barman ’ barman’ ロールクレジット: Gianni Ciolli gianni.ciolli@enterprisedb .com ###マイナー変更

*製品ブランドの変更を反映するように、configure引数--2qを--pgextendedに置き換えます。既存の構成は、
予想される動作を保持します。

• Debian の古い安定版に付属している docker のバージョン 18 を使用する場合の Docker プラットフォーム
の互換性チェックのエラーレポートを改善しました。

• いくつかの不足しているコマンドを CLIヘルプドキュメントに追加します。

*configureコマンドのエラーレポートが改善されました。
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*ソースから BDR 5 をビルドするための初期サポートを追加します。クレジット: Florin Irion
florin.irion@enterprisedb.com

• Postgresの古いバージョンから EDB製品への移行の継続的な互換性を確保するための変更。###バグ修正

• download-packagesコマンドを使用してローカルリポジトリにデータを入力すると、etcdのパッケージが欠
落することを意味する問題を修正しました。

• efmフェールオーバーマネージャーの使用とそのパッケージの依存関係の選択に影響を与える問題を修正し
ました

2.15.11 TPA 23.1

リリース日 2022-06-21

このリリースでは、アップグレード後に tpaexec setupを実行する必要があります、それ以外の場合はエラー
で失敗します。

パッケージのインストール動作の変更

以前のバージョンでは、正確なバージョンが明示的に指定されていない限り、tpaexec deployを実行すると、
インストールされたパッケージをアップグレードする可能性がありました postgres_package_version設定など。た
だし、これは決して安全、サポート、または推奨されるアップグレード方法ではありません。特に、展開中のパッ
ケージのアップグレード後に、サービスが安全かつ正しく再起動されていない可能性があります。

このリリース以降、tpaexec deployは、インストールされたパッケージをアップグレードすることはありま
せん。最初の展開は、必要なパッケージをすべてインストールします特定のバージョンが設定されている場合、ま
たは利用可能な最新のパッケージをインストールします。後続の実行では、パッケージがインストールされたこと
を確認し、それ以上は何も行いません。これは、予測可能で安全な新しいデフォルト動作です。

コンポーネントを更新する必要がある場合は、tpaexec update-postgresを使用します。このリリースで
は、コマンドは Postgresおよび BDRまたは pglogicalなどの Postgres関連パッケージ、および HARP、pgbouncer、
etcdなどの特定の他のコンポーネントを更新できます特定のクラスターに該当する場合。将来のリリースでは、よ
り多くのコンポーネントのアップグレードを安全にサポートする予定です。

重要な変更

• HARP ブートストラップ構成が変更された場合にのみ「harpctl apply」を実行します 警告これにより、
tpaexec deployを実行したときに既存のクラスターで単一の harpサービスがリスタートします。これ
は、リストが一貫した順序になるように config.ymlが変更され、意図しない変更が回避されるためです将来
の展開

• tpaexec download-packages コマンドを追加して、クラスターに必要なすべてのパッケージを
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local-repoディレクトリにダウンロードして、エアギャップ/切断された環境のクラスターインスタンスにコ
ピーできるようにします。詳細については、air-gapped.mdおよび local-repo.mdを参照してください。

*新しい BDR-Always-ON クラスターの--harp-consensus-protocol &lt;etcd|bdr> 構成オプション
が必要です TPAexecは、コンセンサスプロトコルの選択がデータセンター/場所間のネットワークレイテンシーに
よっては、フェイルオーバーパフォーマンスに悪影響を与える可能性があるため、ここでデフォルト値を提供しな
くなり、ユーザーの状態が向上します特定のクラスターに最適なプロトコルを選択します。これは、新しく生成さ
れたクラスターの構成に影響しますが、harp_consensus_protocolを明示的に設定せずに以前のデフォルトの etcd

を使用する既存のクラスターには影響しません ###マイナーな変更

*古いバージョンが利用できないディストリビューションに EFM用の openjdk-8の代わりに openjdk-11をインス
トールします

• harp_log_level 設定たとえば cluster_vars の下を受け入れて、デフォルトの harp-manager および
harp-proxyログレベル infoをオーバーライドします

*復元力を向上させるために、個々のエンドポイント DSNのリストではなく、単一のマルチホスト BDR DCSエ
ンドポイント DSNを使用するように harp-proxyを構成します

harp-managerの BDR DCSのローカル Unixソケット DSNから余分な接続属性たとえば ssl を省略します###バグ
修正

• 構成が変更された場合は、harp-managerと harp-proxyが再起動されていることを確認します

*読み取り専用の harp_dcs_userに必要な追加の新しい権限を付与することにより、harpプロキシエラーを修正し
ます

• CAMOが有効になっているときに BDR4トランザクションストリーミングを無効にする bdr.enable_camo
が設定されている場合、bdr.default_streaming_modeを無効にする必要があります。これは、BDR4の CAMO
で保護されたトランザクションと互換性がありません。これにより、CAMO対応 BDR4クラスターいずれ
にせよストリーミングが有効になった状態では動作しませんでした。サーバーが再起動します。
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TPA INSTALLATION

TPAを使用するには、パッケージまたはソースからインストールし、tpaexec setupコマンドを実行する必要
があります。このドキュメントでは、TPAパッケージをインストールする方法について説明します。EDBサブス
クリプションプランを契約しており、EDBリポジトリにアクセスできる場合、これらの手順に従う必要がありま
す。ソースから TPAをインストールするには、

Installing TPA from sourceを参照してください。

サポートされているプラットフォームについては、 デ
ィストリビューションのサポートを参照してください。

注釈: システムの日付と時刻が正しいことを完全に確認してください。そうしないと、さまざまな機能が失敗し
ます。ネットワーク時間、例 sudo ntpdate pool.ntp.orgを使用することをお勧めします

3.1 クイックスタート

EDB Repos 2.0にログイン

トークンを取得します。次に、次のコマンドを実行します。

3.1.1 Debianまたは Ubuntuにリポジトリを追加し、TPAをインストールします

curl -1sLf https://downloads.enterprisedb.com/<your-token>/<your-plan>/setup.deb.sh |␣

→˓sudo -E bash

sudo apt-get install tpaexec

https://www.enterprisedb.com/repos-downloads
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3.1.2 RHEL、Rocky、AlmaLinux、または Oracle Linuxにリポジトリを追加し、TPAを
インストールします

curl -1sLf https://downloads.enterprisedb.com/<your-token>/<your-plan>/setup.rpm.sh |␣

→˓sudo -E bash

sudo yum install tpaexec

3.1.3 追加の依存関係をインストールする

sudo /opt/EDB/TPA/bin/tpaexec setup

3.1.4 インストールの検証一般のユーザーとして実行

/opt/EDB/TPA/bin/tpaexec selftest

各ステップのより詳細な説明を以下に示します。

3.2 TPAをインストールする場所

サポートされているプラットフォームを使用している限り、TPA はワークステーションからインストールして
実行できます。これは、学習、ローカルテスト、またはデモンストレーションの目的に適しています。TPA は
deploying to Docker containersをサポート

独自のワークステーションで完全な展開を実行したい場合。

運用環境で使用する場合、専用の永続的な仮想マシンで TPAを実行することをお勧めします。これにより、クラ
スターディレクトリが保持され、将来のクラスター管理または更新にチームが利用できるためです。また、TPAの
コピーを 1つだけ更新する必要があり、単一の TPAホストからターゲットインスタンスへのネットワークアクセ
スを提供するだけであることも意味します。

3.3 TPAパッケージのインストール

TPAをインストールするには、最初にそれを提供する EDBリポジトリをサブスクライブする必要があります。リ
ポジトリの優先ソースは EDB Repos 2.0です。

EDB Repos 2.0にログイン

トークンを取得します。次に、次のコマンドを実行します。
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3.3.1 Debianまたは Ubuntuにリポジトリを追加する

curl -1sLf https://downloads.enterprisedb.com/<your-token>/<your-plan>/setup.deb.sh |␣

→˓sudo -E bash

3.3.2 RHEL、Rocky、AlmaLinux、または Oracle Linuxにリポジトリを追加します

curl -1sLf https://downloads.enterprisedb.com/<your-token>/<your-plan>/setup.rpm.sh |␣

→˓sudo -E bash

または、古い 2ndQuadrantリポジトリから TPAを取得することもできます。これを行うには、EDBカスタマー
サポートポータルにログインし、

products/tpa/releaseを購読します。

Support/Software/Subscriptionsの下でサブスクリプションを追加し、指示に従ってシステムでリポジトリを有効に
します。

これらのリポジトリのいずれかを有効にしたら、次のように TPAをインストールできます。

3.3.3 Debianまたは Ubuntuにインストールする

sudo apt-get install tpaexec

3.3.4 RHEL、Rocky、AlmaLinux、または Oracle Linuxにインストールする

sudo yum install tpaexec

これにより、TPAが/opt/EDB/TPAにインストールされます。また、他の必要なパッケージ Python 3.6以降が
インストールされていることも確認します。

ここで sudoについて言及しているのは、どのコマンドが root権限を必要とするかを示すためです。他の手段を
使用して、rootとしてコマンドを実行できます。
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3.4 TPA Python環境のセットアップ

次に、tpaexec setupを実行して、分離された Python環境を作成し、必要なすべてのモジュールの正しいバー
ジョンをインストールします。

注釈: 20.04より前の Ubuntuバージョンでは、sudo -H tpaexec setupを使用して、tpaexec configure中の後続の権限
エラーを回避してください

sudo /opt/EDB/TPA/bin/tpaexec setup

これは/opt/EDB/TPAに書き込むため、rootとして実行する必要がありますが、プロセスは、インストールして
いるシステム全体の Pythonモジュール Ansibleを含むには影響しません。

通常 tpaexec コマンドを実行するユーザーの PATH に/opt/EDB/TPA/bin を追加します。たとえば、これ
を.bashrcまたは同等のシェル構成ファイルに追加できます。

export PATH=$PATH:/opt/EDB/TPA/bin

3.5 インターネットまたはネットワークアクセスエアギャップなしで TPAを
インストールする

このセクションでは、EDB リポジトリ、Python パッケージインデックス、またはその両方にアクセスできない
サーバーに TPAをインストールする方法について説明します。このような環境で TPAを使用する方法について
は、Managing clusters in a disconnected or air-gapped environmentを参照してください。

3.5.1 TPAパッケージのダウンロード

TPAをインストールする必要があるサーバーから EDBリポジトリに直接アクセスできない場合、インターネット
に接続されたマシンからパッケージをダウンロードして転送できます。これを行うには、いくつかの方法があり
ます。

インターネットに接続されたマシンがターゲットと同じオペレーティングシステムを使用している場合、
yumdownloader RHELライクまたは apt download Debianライクを使用してパッケージをダウンロードす
ることをお勧めします。

これが不可能な場合は、EDBサポートに連絡してください。サブスクリプションに適切なダウンロードリンクま
たは手順を提供します。
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3.5.2 Pythonパッケージインデックスへのアクセスを使用しないインストール

tpaexec setupを実行すると、通常は Pythonパッケージインデックスから Pythonパッケージをダウンロード
します。環境が別のインデックスを提供しない限り、デフォルトは公式の

PyPI

です。使用可能なパッケージインデックスがない場合は、インストールした tpaexec と同じ方法で
tpaexec-deps パッケージをインストールする必要があります。tpaexec-deps パッケージ tpaexec と同
じリポジトリから入手できますは、ダウンロードされるすべてをバンドルしているため、ネットワークアクセスな
しでインストールできます。tpaexec setupを実行する前にパッケージをインストールするだけで、バンドル
されたコピーが自動的に使用されます。

3.6 TPAインストールの検証

上記の手順がすべて完了したら、次のコマンドを実行してローカルインストールを確認します。

tpaexec selftest

そのコマンドがエラーなしで完了した場合、TPAインストールは使用できる状態です。

3.7 TPAのアップグレード

TPAの新しいリリースにアップグレードするには、次のことを行う必要があります。

1. 最新の tpaexecパッケージをインストールする

2. 最新の tpaexec-depsパッケージ必要な場合、上記を参照してください。

3. tpaexec setupを再度実行します

上記のように TPA パッケージリポジトリをサブスクライブしている場合、apt-get update && apt-get

upgradeまたは yum updateを実行すると、これらのパッケージの利用可能な最新バージョンをインストール
する必要があります。それ以外の場合は、利用可能な任意の手段でパッケージをインストールできます。

tpaexecの新しいバージョンがインストールされるときは、tpaexec setupを再度実行することをお勧めし
ます。一部の新しいリリースはこれを厳密に必要としない場合がありますが、他のリリースはそれなしでは動作し
ません。
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3.8 Ansibleコミュニティのサポート

TPA は、デフォルトで ansible のコミュニティディストリビューションを使用するようになりました。
--use-2q-ansible オプションを tpaexec setup に渡すことにより、2ndQuadrant / ansible フォークを
継続して使用できます。将来の TPAリリースでは、2ndQuadrantアンシブルフォークのサポートが削除されます。

ほとんどのユーザーにとって、これは問題ではありません。ただし、2ndQuadrant ansibleで--skip-tagsを使
用している場合、これはサポートされていないことに注意してください 2ndQuadrant ansibleのサポートが削除さ
れる前に、すべての ansibleバージョンと互換性のあるタスクをスキップする代替手段が提供されます。
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OPEN SOURCE TPA

4.1 Trusted Postgres ArchitectTPAとは何ですか?

TPAは、EnterpriseDB (EDB)によって開発されたオーケストレーションツールで、Ansibleを使用して EDBの推
奨事項に従って Postgresクラスターを展開します。

TPAは、Postgresの展開とサポートに関する長年の苦労して得た経験に基づいて、EDBが追従するベストプラク
ティスを具体化しています。これらの推奨事項は、運用環境と同様に簡単なテストベッドのセットアップに適用さ
れます。

4.2 次のステップ

• Installing TPA from source

• Deploying your first cluster

• TPA's full documentation online

4.3 TPAオープンソースのよくある質問

4.3.1 EDBの顧客でない場合、これを使用できますか?

はい、TPAは、GPLv3ライセンスの下のオープンソースプロジェクトです。オープンソースソフトウェア、EDB
独自の製品、またはその組み合わせで構成されるクラスターの展開をサポートします。

https://www.enterprisedb.com/
https://www.enterprisedb.com/docs/tpa/latest/
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4.3.2 問題を報告できますか?

はい、EDBをご利用の場合は、サポートにご連絡ください。それ以外の場合は、GitHub Issueを開きます。

4.3.3 貢献できますか?

もちろん、ご意見をお待ちしておりますが、コーディングを開始する前にイシューをオープンしてください。私た
ちは TPAができること/すべきことをかなり選択しているため、新機能よりもバグ修正が受け入れられる可能性が
高いです。
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INSTALLING TPA FROM SOURCE

このドキュメントでは、ソースコードリポジトリのコピーから TPAを使用する方法について説明します。

注釈: EDB顧客がソフトウェアの EDBサポートを受けるには、install TPA from packages必要があります。

ソースから TPAを実行するには、パッケージが処理するすべての依存関係たとえば Python 3.6以降をインストー
ルするか、ソースと run TPA in a Docker container をダウンロードする必要があります。(どちらの方法も Linuxお
よび macOSでは正常に動作します。)

5.1 クイックスタート

最初に、さまざまな依存関係である Python 3、Python venv、git、openvpn、および patchをインストールする必要
があります。EDBリポジトリからインストールすると、これらは TPAパッケージとともに自動的にインストール
されます。

TPAをインストールする前に、必要なパッケージをインストールする必要があります。

• Debian/Ubuntu sudo apt-get install python3 python3-pip python3-venv git

openvpn patch

• Redhat、 Rocky ま た は AlmaLinuxRHEL7 sudo yum install python3 python3-pip

epel-release git openvpn patch

• Redhat、 Rocky ま た は AlmaLinuxRHEL8 sudo yum install python36 python3-pip

epel-release git openvpn patch
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5.2 クローンとセットアップ

前提条件がインストールされると、リポジトリのクローンを作成できます。

git clone https://github.com/enterprisedb/tpa.git ~/tpa

これにより、ホームディレクトリに tpaディレクトリが作成されます。

sshを使用してチェックアウトする場合は、次を使用します。

git clone ssh://git@github.com/EnterpriseDB/tpa.git ~/tpa

新しく作成したクローン内にある binディレクトリを、次のパスに追加します。

export PATH=$PATH:$HOME/tpa/bin

この行を.bashrcファイルまたは使用するシェルの他のプロファイルファイルに追加します。

次を実行して、作業用の tpa環境を作成できるようになりました。

tpaexec setup

これにより、TPAが将来的に使用する Python仮想環境が作成されます。必要なパッケージはすべてこの環境にイ
ンストールされます。これが正しく構成されたことをテストするには、次を実行します。

tpaexec selftest

これで、tpaexecがインストールされました。

5.3 依存関係

5.3.1 Python 3.6+

TPAには、ほとんどの最新のディストリビューションで利用可能な Python 3.6以降が必要です。お持ちでない場
合は、

pyenvを使用して、システムパッケージに影響を与えることなく、希望のバージョンの Pythonをインストー
ルできます。

# First, install pyenv and activate it in ~/.bashrc

# See https://github.com/pyenv/pyenv#installation

# (e.g., `brew install pyenv` on MacOS X)

$ pyenv install 3.9.0

Downloading Python-3.9.0.tar.xz...

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

- > https://www.python.org/ftp/python/3.9.0/Python-3.9.0.tar.xz

Installing Python-3.9.0...

Installed Python-3.9.0 to /home/ams/.pyenv/versions/3.9.0

$ pyenv local 3.9.0

$ pyenv version

3.9.0 (set by /home/ams/pyenv/.python-version)

$ pyenv which python3

/home/ams/.pyenv/versions/3.9.0/bin/python3

$ python3 --version

3.9.0

pyenvをまだ使用していない場合は、pyenv documentationの説明に従って、pyenvを.bashrcの PATHに追加し、
eval "$(pyenv init -)"を呼び出してください。

5.3.2 仮想環境オプション

デフォルトでは、tpaexec setup はビルトイン Python 3 -m venv を使用して$TPA_DIR/tpa-venv の下
に venvを作成し、tpaexecが呼び出されるたびに自動的にアクティブにします。

tpaexec setup --venv /other/locationを実行して、新しい venvの別の場所を指定できます。

デフォルトの venvの場所を使用することを強くお勧めします。別の場所を使用する場合は、環境変数 TPA_VENV
をその場所に設定する必要があります。たとえば、次の行を.bashrc または他のシェル起動スクリプトに追加し
ます。

export TPA_VENV="/other/location"
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CREATING A CLUSTER

6.1 A First Cluster Deployment

この短いチュートリアルでは、単純な M1 architectureデプロイメントをローカル Dockerインストールに展開する
手順を説明します。最後までに、4つのコンテナ、1つのプライマリデータベース、2つのレプリカ、およびバッ
クアップノードが構成され、探索できる準備が整います。

この例では、Ubuntuシステムで TPAを実行しますが、ほとんどの Linuxシステムで考慮事項は同様です。

6.1.1 TPAのインストール

あなたが EDB顧客の場合、EDBのリポジトリから TPAパッケージを直接インストールする EDB Repo instructions

に従ってください。

TPAのオープンソースユーザーであれば、Github.comからダウンロードできる instructions on how to build from the

sourceがあります。

これらのガイドに従って、ここに戻ります。

6.1.2 Dockerのインストール

前述のように、展開例を Dockerに展開します。まだ Dockerをインストールしていない限り、それをセットアッ
プする必要があります。

Debianまたは Ubuntuでは、次のコマンドを実行して Dockerをインストールします。

sudo apt update

sudo apt install docker.io

他の Linuxディストリビューションについては、
Docker Engine Install pageを参照してください。

https://docs.docker.com/engine/install/
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次を使用してユーザーを dockerグループに追加します。

sudo usermod -aG docker <yourusername>

newgrp docker

6.1.3 Cgroupバージョン

現在、TPAでは、システムで Cgroupsバージョン 1を構成する必要があります。

実行します

mount | grep cgroup | head -1

出力に tmpfsへの参照が表示されない場合は、cgroups v2を無効にする必要があります。

実行します

echo GRUB_CMDLINE_LINUX=systemd.unified_cgroup_hierarchy=false | sudo tee /etc/

→˓default/grub.d/cgroup.cfg

適切な変更を行うには、次の使用で Grubを更新し、システムをリブートします。

sudo update-grub

sudo reboot

警告: ユーザーに Dockerデーモンと対話できる機能を付与すると、Dockerホストでの rootを簡単に取得で
きます。信頼できるユーザーのみが Dockerデーモンにアクセスできる必要があります。

6.1.4 TPAを使用した構成の作成

このプロセスの次のステップは、構成を作成することです。TPAは、configureコマンドを介して作業のほと
んどを実行します。あなたがしなければならないのは、コマンドラインフラグとオプションを指定して、展開する
ものを大まかに選択することです。tpaexec configureコマンドは次のとおりです。

tpaexec configure demo --architecture M1 --platform docker --postgresql 15 --enable-

→˓repmgr --no-git

これにより、M1 architectureを含む demoという構成が作成されます。したがって、プライマリ、レプリカ、バッ
クアップノードがあります。

--platform dockerは、この構成をローカルの Dockerインスタンスで作成する必要があることを TPAに指
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示します。すべてのコンテナと OS要件をプロビジョニングします。他のプラットフォームには、アマゾンウェブ
サービスと同じことを行う

awscliを使用してボリューム属性を変更すると bare(-metal servers)

が含まれます。オペレーティングシステムのプロビジョニングをスキップし、既に構成された Linuxホストへのソ
フトウェアのインストールに直接進みます。

--postgresql 15では、Community Postgresバージョン 15を使用するように TPAに指示します。ソフトウェ
アの選択に関していくつかのオプションがありますが、これはオープンソースユーザーにとって最も簡単なデフォ
ルトです。

--enable-repmgr を追加すると、TPA に Replication Manager を使用してレプリケーションとフェイルオー
バーをハンドリングするように展開を構成するように指示します。

最後に、--no-gitは、gitを介して構成をリビジョン制御できる TPAの機能をオフにします。

このコマンドを実行すると、どうやらコマンドラインでは何も起こりません。ただし、demoというディレクトリ
が作成され、新しい展開のブループリントである config.ymlファイルを含むいくつかのファイルが含まれてい
ます。

デプロイメントのプロビジョニング

これで、新しい展開を実行するコンテナまたは仮想マシンを作成する準備が整いました。これは、provisionコ
マンドで実現できます。実行します

tpaexec provision demo

構成の展開の準備に必要なさまざまな操作を介した TPAの動作が表示されます。

Deploying

プロビジョニングが完了したら、展開に進むことができます。これにより、必要に応じて、オペレーティングシス
テムとシステムパッケージがインストールされます。次に、要求された Postgresアーキテクチャをインストール
し、必要な構成をすべて実行します。

tpaexec deploy demo

構成を展開するために必要なさまざまな操作を介した TPAの動作が表示されます。
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テスト

新しいデータベースで pgbenchを実行する tpaexec testコマンドを使用して、新しく展開された構成をすばやく
テストできます。

tpaexec test demo

接続しています

psqlプロンプトを表示するには、最も簡単なルートは、dockerまたは SSHを使用して、コンテナまたは構成に応
じて VMまたはホストのいずれかにログインすることです。走る

tpaexec ping demo

展開内のすべての接続可能なホストに pingを実行すると、次のような出力が得られます。

$ tpaexec ping demo

unfair | SUCCESS => {

"changed": false,

"ping": "pong"

}

uptake | SUCCESS => {

"changed": false,

"ping": "pong"

}

quondam | SUCCESS => {

"changed": false,

"ping": "pong"

}

uptight | SUCCESS => {

"changed": false,

"ping": "pong"

}

SUCCESSで応答したノードの 1つを選択します。この例では、uptakeを使用します。

dockerのみを使用する予定がある場合は、docker exec -it uptake /bin/bashコマンドを使用して、適
切なホスト名に置き換えます。

すべての種類の TPA展開で機能する別のオプションは、SSHを使用することです。これを行うには、最初に現在
のディレクトリを作成した構成ディレクトリに変更します。

たとえば、構成の名前付けは demo なので、そのディレクトリに移動します。そこで、ssh -F ssh_config

ourhostnameを実行して接続します。
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cd demo

ssh -F ssh_config uptake

Last login: Wed Sep 6 10:08:01 2023 from 172.17.0.1

[root@uptake ~]#

どちらの場合も、コンテナに rootユーザーとしてログインします。

sudo -iu postgres を使用して、ユーザーを postgres ユーザーに変更できるようになりました。
postgres として、psql を実行できます。TPA はそのユーザーを.pgpass ファイルで既に構成しているた
め、パスワードを提示する必要はありません。

[root@uptake ~]#

postgres@uptake:~ $ psql

psql (15.4)

Type "help" for help.

postgres=#

そして、データベースに接続しています。

SSHを使用せずにホストシステムからコンテナに接続できます。ssh_configファイルから接続するホストの IP
アドレスを取得します。

$ grep "^ *Host" demo/ssh_config

Host *

Host uptight

HostName 172.17.0.9

Host unfair

HostName 172.17.0.4

Host quondam

HostName 172.17.0.10

Host uptake

HostName 172.17.0.11

Uptakeに接続するので、IPアドレスは 172.17.0.11です。

また、postgres ユーザーのパスワードも取得する必要があります。tpaexec show-password demo

postgresを実行して、システムから保存されたパスワードを取得します。

tpaexec show-password demo postgres

a9LmI1X^uMOpPoEnLuRdL%L$oRQak3om

Postgresqlクライアントがインストールされていると仮定すると、次のことを実行できます。

psql --host 172.17.0.11 -U postgres

Password for user postgres:
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前に取得したパスワードを入力します。

psql (14.9 (Ubuntu 14.9-0ubuntu0.22.04.1), server 15.4)

WARNING: psql major version 14, server major version 15.

Some psql features might not work.

SSL connection (protocol: TLSv1.3, cipher: TLS_AES_256_GCM_SHA384, bits: 256,␣

→˓compression: off)

Type "help" for help.

postgres=#

これで、Dockerホストから、TPA展開された Dockerコンテナのいずれかで実行されている Postgresに接続され
ました。

6.2 Cluster configuration

tpaexec configureコマンドは、プロビジョニング/展開/テストサイクルの後続のステージで必要な YAML
クラスター構成ファイルを生成します。

6.2.1 クイックスタート

[tpa]$ tpaexec configure ~/clusters/speedy --architecture M1 \

--postgresql 14 \

--failover-manager repmgr

このコマンドは、~/clusters/speedyという名前のディレクトリを作成し、M1という名前のアーキテクチャ
のレイアウトに従う config.ymlという名前の構成ファイルを生成します。シングルプライマリ、Nレプリカ。
新しいディレクトリに gitリポジトリを作成し、生成された config.ymlを含む初期コミットを作成します。

また、コマンドは、構成を変更するためのさまざまなオプション選択したアーキテクチャまたはプラットフォー
ムに固有の一部を受け入れますが、デフォルトは賢明で、すぐに使用できるように設計されています。生成され
た config.ymlを読み、ニーズに合わせて構成を微調整することをお勧めします。configuration settings that affect the
deploymentの概要は次のとおりです。

config.ymlを完全に手動で書くことも可能ですが、生成されたファイルを編集するほうが簡単です。
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6.2.2 構成オプション

最初の引数は、クラスターディレクトリ、たとえば、speedyまたは~/clusters/speedyである必要があり
ます。クラスターの名前は、どちらの場合も speedyになります。すべてのクラスターを共通のディレクトリたと
えば、上記の例では~/clustersに保持することをお勧めします。

アーキテクチャを選択するには、次の引数が--architecture <name>である必要がありますたとえば、M1
または BDR-Always-ON 。アーキテクチャの完全なリストについては、tpaexec info architecturesを実
行してください。

次に、インストールする flavour and version of Postgresを指定する必要があります。

上記の引数は常に必須です。上記の例のように、ここで説明するオプションの残りの部分は安全に省略できます。
デフォルトでは使用可能な結果が得られます。

共通オプションのリストについては、tpaexec help configure-optionsを実行します。

アーキテクチャ固有のオプション

選択したアーキテクチャにより、他のどのオプションが受け入れられるかが決まります。通常、各アーキテクチャ
は、いくつかの一意のオプションと以下で説明する汎用オプションを受け入れます。

たとえば、M1 では、--num-cascaded-replicas 3 を使用して、3 つのカスケードレプリカを含むクラス
ターを作成できます。アーキテクチャが受け入れるオプションのリストについては、アーキテクチャのドキュメン
トを参照してください。または、場合によっては必要となります。

プラットフォームオプション

次に、--platform <name>を使用してプラットフォーム、たとえば
awscliを使用してボリューム属性を変更するまたは bare(-metal servers)を選択できます。

アーキテクチャは特定のプラットフォームをサポートする場合と、サポートしない場合があります。そうしない場
合、クラスターの構成に失敗します。

プラットフォームの選択は、特定のオプションの解釈に影響を与えます。たとえば、aws を選択した場合、
--region <region> および--instance-type <type> への引数は有効な AWS region name である必要
があります

と EC2 instance type

それぞれ。詳細については、プラットフォームのドキュメントを参照してください。

プラットフォームを明示的に選択しない場合、現在デフォルトは awsです。

注 TPAは、さまざまなプラットフォーム上のインスタンスを使用したクラスターの作成を完全にサポートしてい
ますが、tpaexec configureは現在このような構成を生成できません。config.ymlを編集して、複数のプラッ
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トフォームを指定する必要があります。

所有者

--owner <name>を指定して、クラスターを何らかのプラットフォーム固有の手段 AWSタグなどで関連付け
るには、クラスターに責任を負う人の名前を関連付けます。これは、クラウドプラットフォームにとって特に重要
です。デフォルトでは、所有者は tpaexec provisionを実行しているユーザーのログイン名に設定されます。

あなたのイニシャル、または「名、姓」、またはあなたを一意に識別するその他のものを使用できます。

リージョン

--region <region>を指定してリージョンを選択します。

このオプションは、クラウドプラットフォームの場合にのみ意味があります。AWS のデフォルトは eu-west-1
です。

注 TPA は、マルチプルのリージョンにまたがるクラスターの作成を完全にサポートしていますが、tpaexec
configureは現在このような構成を生成できません。config.ymlを編集して、複数のリージョンを指定する必要
があります。

ネットワーク構成

デフォルトでは、各クラスターは、選択したアーキテクチャに応じて、CIDR範囲 10.33.0.0/16からランダ
ムに選択された多数の/28サブネットで構成されます。

--network 192.168.0.0/16を指定して、別のネットワークからサブネットを割り当てます。

注 AWSクラスターでは、これは VPC CIDRに対応します。詳細については、
awscliを使用してボリューム属性を変更するドキュメントを参照してください。

--subnet-prefix 26を指定して、別のサイズのサブネット、この場合は/28ではなく/26のサブネットを割
り当てます。

--no-shuffle-subnetsを指定して、ランダム化なしでネットワーク CIDR範囲の先頭からサブネットを割
り当てます。たとえば、10.33.0.0/28、10.33.0.16/28など。

--exclude-subnets-from <directory>を指定して、既存のクラスター config.yml ファイルで既に使用
されているサブネットを除外します。この引数は、ディレクトリごとに複数回指定できます。

注これらのオプションは、TPAが既存のサーバーのネットワーク構成を変更しない「ベア」プラットフォームで
は意味がありません。
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インスタンスタイプ

--instance-type <type>を指定してインスタンスタイプを選択します。

このオプションは、クラウドプラットフォームの場合にのみ意味があります。AWSのデフォルトは t3.microです。

ディスク領域

--root-volume-size 64を指定して、ルートボリュームのサイズを GB単位で設定します。プラットフォー
ムによっては、ルートボリュームに必要な最小サイズが存在する場合があります。

--postgres-volume-size <size> および--barman-volume-size <size> オプションは、Postgres
と Barmanの個別のボリュームをサポートするアーキテクチャとプラットフォームで、Postgresおよび Barmanボ
リュームのサイズを設定するために使用できます。

これらのオプションは、TPA がボリュームサイズを制御できない「ベア」プラットフォームでは意味がありま
せん。

ホスト名

デフォルトでは、tpaexec configureは、数十の名前の事前承認リストから必要な数のホスト名をランダム
に選択します。ほとんどのクラスターではこれで十分です。

--hostnames-from <filename> を指定して、1 行に 1 つの名前を含むファイルからホスト名を選択しま
す。ファイルには、クラスター内のインスタンスと同じ数以上の有効なホスト名が含まれている必要がありま
す。各行には、名前の後にオプションの IP アドレスを含めることができます。存在する場合、このアドレスは
config.ymlの対応するインスタンスの ip_addressとして設定されます。

--hostnames-pattern '…pattern…'を使用して、選択を egrepパターンに一致する行に制限します。

--hostnames-sorted-by="--dictionary-order" を使用して、--random-sort デフォルト以外の
sort(1)オプションを選択します。

--hostnames-unsortedを使用して、ホスト名をまったくソートしません。この場合、ホスト名ファイルで
見つかった順序で割り当てられます。これは、ホスト名ファイルが明示的に指定された場合のデフォルトです。

ホスト名には、文字 a〜z、数字 0〜9、および’ -’ のみを含めることができます。選択したプラットフォームに
よっては、FQDNである場合があります。ホスト名は小文字である必要があります。大文字は内部で小文字に変
換され、config.yml たとえば upstream: hostnameでのこれらのホスト名への参照は小文字バージョンを使
用する必要があります。
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6.2.3 ソフトウェアの選択

ディストリビューション

--distribution <name>を指定してディストリビューションを選択します。

選択したプラットフォームにより、どのディストリビューションが利用可能か、およびデフォルトで使用される
ディストリビューションが決まります。

一般に、「Debian」、「RedHat」、「Ubuntu」、および「SLES」を使用して、適切なイメージを選択できる必要があり
ます。

このオプションは、TPAがどのディストリビューションをインストールするかを制御できない「ベア」プラット
フォームでは意味がありません。

2ndQuadrantおよび EDBリポジトリ

TPAは、サブスクリプションを介してアクセスしている 2ndQuadrantまたは EDBソフトウェアリポジトリを有効
にできます。

デフォルトでは、2ndQuadrant パブリックリポジトリサブスクリプションは必要ありませんをインストールし、
アーキテクチャが必要とする可能性のある製品リポジトリ PGDリポジトリなどを追加します。

TPAが 2ndQuadrantと EDBリポジトリを使用する方法のより詳細な説明が利用できます
TPAをインストールする場所

--2Q-repositories source/name/maturity …または--edb-repositories repository …を
指定して、2ndQuadrantパブリックリポジトリに加えて、各インスタンスにインストールする 2ndQuadrantまたは
EDBリポジトリの完全なリストを指定します。

EDBリポジトリが指定されている場合、2ndQuadrantの EDBリポジトリは無視されます。

このオプションは注意して使用してください。TPAは、組み合わせが適切であることを確認せずに名前付けリポ
ジトリを構成します。

これらのオプションを使用するには、tpaexecを実行する前に export TPA_2Q_SUBSCRIPTION_TOKEN=xxx

または export EDB_SUBSCRIPTION_TOKEN=xxx を行う必要があります。 2ndQuadrant トークンは、
2ndQuadrant ポータルの左側メニューの [会社情報]、 [会社] の下から取得できます。EDB トークンは、
enterprisedb.com/reposから取得できます。
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ローカルリポジトリのサポート

--enable-local-repoを使用して、パッケージをターゲットインスタンスにシップするローカルパッケージ
リポジトリを作成します。

ネットワークアクセスが制限されている環境では、代わりに--use-local-repo-onlyを使用してローカルリ
ポジトリを作成し、ターゲットインスタンスで他のすべてのパッケージリポジトリを無効にして、パッケージが
ローカルリポジトリからのみインストールされるようにできます。

ローカルリポジトリのサポートに関するページに詳細が記載されています。

ソフトウェアバージョン

Postgresのフレーバーとバージョン

TPAは、PostgreSQL、EDB Postgres Extended、および EDB Postgres Advanced Server ServerEPASバージョン 11〜
16をサポートしています。

インストールする Postgresのフレーバーまたはディストリビューションとメジャーバージョンの両方を指定する
必要があります。たとえば、

• --postgresql 14は PostgreSQL 14をインストールします

• --edb-postgres-extended 15は EDB Postgres Extended 15をインストールします

• --edb-postgres-advanced 15 --redwoodは、EPAS 15を「Redwood」モードでインストールし
ます

• --edb-postgres-advanced 15 --no-redwoodは、非 Redwoodモードで EPAS 15をインストー
ルします

EPASをインストールする場合、--redwoodまたは--no-redwoodモードで動作するかどうか、つまり Oracle
互換性機能を有効にするか無効にするかを指定する必要があります。

EDB Postgres Extendedまたは Postgres Advanced Serverのインストールには、有効な EDB repository subscriptionが
必要です。

パッケージバージョン

デフォルトでは、常にすべてのパッケージの最新バージョンをインストールします。これは通常、望ましい動作で
すが、一部のテストシナリオでは、次のオプションのいずれかを使用して特定のパッケージバージョンを選択する
必要がある場合があります。

1. --postgres-package-version 10.4-2.pgdg90+1

2. --repmgr-package-version 4.0.5-1.pgdg90+1
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3. --barman-package-version 2.4-1.pgdg90+1

4. --pglogical-package-version '2.2.0*'

5. --bdr-package-version '3.0.2*'

6. --pgbouncer-package-version '1.8*'

aptまたは yumが受け入れるバージョン指定子を使用できます。

バージョンが一致しない場合は、* ワイルドカードを追加してみてください。これは、パッケージバージョンに
2:... のようなエポック修飾子がある場合に必要になることがよくあります。

--extra-packages p1 p2 …または--extra-postgres-packages p1 p2 …を指定して、追加パッ
ケージをインストールすることもできます。前者はシステムパッケージとともにインストールするパッケージを
リストし、後者は postgresパッケージとともに後でインストールするパッケージをリストします。前者のリストで
Postgresに依存するパッケージを記載すると、Postgresがまだインストールされていないため、インストールは失
敗します。引数は変更せずにインストールのためにパッケージマネージャーに渡されます。

--extra-optional-packages p1 p2 …オプションは--extra-packagesと同様に動作しますが、名
前付けたパッケージをインストールできない場合、これはエラーではありません。

ワイルドカードの使用に関する既知の問題

config.ymlに永続的に追加する場合、*_package_versionでワイルドカードを使用すると、RHEL 8以降
のノードまたは Rocky Linuxなどの dnfを使用する派生 OSで tpaexec deployの実行中に、インストールさ
れたソフトウェアの予期しない更新が発生する可能性があることに注意してください。既にパッケージがインス
トールされている既存のクラスターで deployが実行されている場合、ansibleは完全なパッケージバージョンと一
致しない場合があります。たとえば、bdr_package_versionの値が 3.6*に設定されている場合、ansibleは
これを PGDのインストールされたバージョンと照合できず、パッケージがインストールされていないと仮定し、
次のパッケージの利用可能な最新バージョンをインストールしようとします。構成済みのリポジトリ内の同じ名
前、例 3.7.

私たちはこの制限を ansible dnfモジュールのバグとして認識しており、TPAの将来のリリースでこれに対処した
いと考えています。

ソースからのビルドとインストール

--install-from-source postgresを指定すると、Postgresはパッケージからインストールされるのでは
なく、gitリポジトリからビルドおよびインストールされます。postgresの代わりに 2ndqpostgresを使用し
て、2ndQPostgresをビルドしてインストールします。デフォルトでは、これは適切な REL_nnn_STABLEブラン
チをビルドします。

--install-from-source 2ndqpostgres pglogical3 bdr3を使用して 3つすべてのコンポーネント
をソースからビルドおよびインストールするか、--install-from-source pglogical3 bdr3のみを使
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用して 2ndQPostgresのパッケージを使用できますが、ソースから pglogical v3および PGD v3をビルドおよびイ
ンストールします。デフォルトでは、これは pglogicalおよび PGDの masterブランチをビルドします。

別のブランチをビルドするには、対応する引数に:branchnameを追加します。例、--install-from-source
2ndqpostgres:dev/xxx、または pglogical:bug/nnnn。

代わりにソースインストールに置き換えることを選択したパッケージに依存するパッケージをインストールでき
ない場合があります。たとえば、PGD v3パッケージは pglogical v3パッケージに依存しているため、ソースリポジ
トリから pglogicalをインストールし、パッケージから PGDをインストールすることはできません。同様に、ソー
スから Postgresをインストールし、パッケージから pglogicalをインストールすることはできません。

6.2.4 オーバーライド

オプションで--overrides-from a.yml …を指定して、生成された config.ymlにマージする設定を含む 1つ
以上の YAMLファイルをロードできます。

ここで指定されたファイルは、最初に Jinja2テンプレートとして展開され、結果は YAMLデータ構造としてロー
ドされ、config.ymlアーキテクチャとプラットフォームのデフォルトとコマンドラインからの引数で構成される引
数に再帰的にマージされます。このプロセスは、指定された追加オーバーライドファイルごとに繰り返されます。
これは、1つのファイルで定義された設定が後続のファイルに可視されることを意味します。

たとえば、オーバーライドファイルには次のものが含まれる場合があります。

cluster_tags:

some_tag: "{{ lookup(env, SOME_ENV_VAR) }}"

cluster_vars:

synchronous_commit: remote_write

postgres_conf_settings:

effective_cache_size: 4GB

これらの設定は、config.ymlにある cluster_tagsおよび cluster_varsを強化します。設定は再帰的にマー
ジされるため、cluster_tagsには、デフォルトのOwnerタグと some_tagの両方が含まれることになります。
同様に、effective_cache_size設定はその変数をオーバーライドし、他の postgres_conf_settings

存在する場合は影響を受けません。つまり、config.ymlで特定のサブキーを設定またはオーバーライドすることは
できますが、cluster_tagsまたはその他のハッシュを完全に空にしたり置き換えたりすることはできません。

マージはハッシュ構造にのみ適用されるため、このメカニズムを使用して config.yml内の instancesのリスト
を変更することはできません。環境によくある設定で cluster_varsおよび instance_defaultsを強化す
るのが最も役立ちます。

とはいえ、このメカニズムはいかなる制限も強制するものではないため、十分な注意を払ってください。オーバー
ライドを含む場合とない場合の 2つの構成を生成し、2つの config.ymlファイルを比較して、すべてのオーバーラ
イドの効果を理解することをお勧めします。
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6.2.5 Ansible Tower

--use-ansible-towerおよび--tower-git-repositoryオプションを使用して、Ansible Towerでの展
開に適応したクラスターを作成します。詳細については、Ansible Towerを参照してください。

6.2.6 gitリポジトリ

デフォルトでは、クラスターにちなんで名前付けられた初期ブランチで git リポジトリが作成され、コミット
メッセージで使用した configure オプションを使用して単一のコミットが作成されます。$PATH に git がない場
合、tpaexec はエラーを発生させませんが、リポジトリは作成されません。git リポジトリの作成を抑制するに
は、--no-git オプションを使用します。Ansible Tower クラスターでは、git リポジトリが必要で、tpaexec
provisionによってまだ存在しない場合は後で作成されることに注意してください。

6.2.7 例

次のコマンドを実行するとどうなるか見てみましょう。

[tpa]$ tpaexec configure ~/clusters/speedy --architecture M1 \

--num-cascaded-replicas 2 --distribution Debian \

--platform aws --region us-east-1 --network 10.33.0.0/16 \

--instance-type t2.medium --root-volume-size 32 \

--postgres-volume-size 64 --barman-volume-size 128 \

--postgresql 14 \

--failover-manager repmgr

[tpa]$

出力はないため、エラーはありません。クラスターディレクトリが作成され、データが設定されました。

$ ls ~/clusters/speedy

total 8

drwxr-xr-x 2 ams ams 4096 Aug 4 16:23 commands

- rw-r--r-- 1 ams ams 1374 Aug 4 16:23 config.yml

lrwxrwxrwx 1 ams ams 51 Aug 4 16:23 deploy.yml ->

/home/ams/work/2ndq/TPA/architectures/M1/deploy.yml

クラスター構成は config.ymlにあり、その近傍は直接対話する必要のないアーキテクチャ固有のサポートファイル
へのリンクです。構成は次のとおりです。

- --

architecture: M1

cluster_name: speedy

cluster_tags: {}

(次のページに続く)
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cluster_rules:

- cidr_ip: 0.0.0.0/0

from_port: 22

proto: tcp

to_port: 22

- cidr_ip: 10.33.76.176/28

from_port: 0

proto: tcp

to_port: 65535

- cidr_ip: 10.33.148.240/28

from_port: 0

proto: tcp

to_port: 65535

ec2_ami:

Name: debian-10-amd64-20210721-710

Owner: 136693071363

ec2_instance_reachability: public

ec2_vpc:

us-east-1:

Name: Test

cidr: 10.33.0.0/16

cluster_vars:

enable_pg_backup_api: false

failover_manager: repmgr

postgres_flavour: postgresql

postgres_version: 14

preferred_python_version: python3

use_volatile_subscriptions: false

locations:

- Name: main

az: us-east-1a

region: us-east-1

subnet: 10.33.76.176/28

- Name: dr

az: us-east-1b

region: us-east-1

subnet: 10.33.148.240/28

instance_defaults:

default_volumes:

(次のページに続く)
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- device_name: root

encrypted: true

volume_size: 32

volume_type: gp2

- device_name: /dev/sdf

encrypted: true

vars:

volume_for: postgres_data

volume_size: 64

volume_type: gp2

platform: aws

type: t2.medium

vars:

ansible_user: admin

instances:

- Name: upsets

backup: kayak

location: main

node: 1

role:

- primary

- Name: zebra

location: main

node: 2

role:

- replica

upstream: upsets

- Name: kayak

location: main

node: 3

role:

- barman

- log-server

- monitoring-server

- witness

upstream: upsets

volumes:

- device_name: /dev/sdf

encrypted: true

vars:

volume_for: barman_data

volume_size: 128

volume_type: gp2

(次のページに続く)
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- Name: queen

location: dr

node: 4

role:

- replica

upstream: zebra

- Name: knock

location: dr

node: 5

role:

- replica

upstream: zebra

次のステップは、tpaexec provisionを実行することです

または、the cluster as a whole の構成をカスタマイズする方法または
individual instanceの構成方法の詳細を参照してください。

6.3 tpaexec provision

プロビジョニングは、クラスターに必要なインスタンスとその他のリソースを作成します。

このプロセスの正確な詳細は、クラスターの構成中に選択したアーキテクチャたとえば
M1とプラットフォームたとえば awscliを使用してボリューム属性を変更する

の両方に依存します。

プロビジョニングステージの最後に、基本的なオペレーティングシステムがインストールされた必要な数のイン
スタンスができます。TPAは、ssh経由でアクセスできますルートに sudoを使用します。

6.3.1 前提条件

クラスターをプロビジョニングする前に、tpaexec configureを使用してクラスター構成を生成する必要があります

そして、必要に応じて config.ymlを編集して構成を微調整します。

プラットフォーム依存の追加の手順が必要になる場合があります。たとえば、AWS APIアクセスキーペアを取得
して EC2 インスタンスをプロビジョニングするか、LXD または Docker をセットアップしてコンテナをプロビ
ジョニングする必要があります。詳細については、プラットフォームのドキュメントを参照してください。
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6.3.2 クイックスタート

[tpa]$ tpaexec provision ~/clusters/speedy

PLAY [Provision cluster] **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

→˓**** **** **** **** **

...

TASK [Set up EC2 instances] **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

→˓**** **** **** **** ***

changed: [localhost] => (item=us-east-1:quirk)

changed: [localhost] => (item=us-east-1:keeper)

changed: [localhost] => (item=us-east-1:zealot)

changed: [localhost] => (item=us-east-1:quaver)

changed: [localhost] => (item=us-east-1:quavery)

...

TASK [Generate ssh_config file for the cluster] **** **** **** **** **** **** ␣

→˓**** **** ***

changed: [localhost]

PLAY RECAP **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

→˓**** **** **** **** **** ****

localhost : ok=128 changed=20 unreachable=0 failed=0

real 2m19.386s

user 0m51.819s

sys 0m27.852s

このコマンドは、大量の出力を生成しますさらに詳細な出力が必要な場合は、コマンドに-v 、-vv など
を追加します。出力は、クラスターディレクトリの ansible.log にも記録されます。これは、環境変数
ANSIBLE_LOG_PATHを目的のログファイルのパスと名前に設定することによりオーバーライドできます。

エラーなしで完了した場合は、tpaexec deploy の実行に進んでソフトウェアのインストールと構成を行うことがで
きます。

6.3.3 オプション

クラウドインスタンスをプロビジョニングするときは、インスタンスが、それらを担当する人間まで直接追跡可
能であることを確認することが特に重要です。デフォルトでは、TPAは tpaexec provisionを実行している
ユーザーのログイン名が所有するものとして EC2インスタンスにタグ付けします。

名前を変更するには--owner <name>を指定しますたとえば、ユーザー名が postgresや ec2-userのような汎用
的なものである場合。イニシャル、「名、姓」、またはその他を一意に識別するために使用できます。

指定した他のオプションは Ansibleに渡されます。
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6.3.4 インスタンスへのアクセス

プロビジョニングが完了すると、インスタンスに SSH接続できるようになります。インスタンスが起動して SSH
ホストキーをインストールできるようにするために少し遅延した後。上記の出力に示されているように、tpaexec
は使用できる ssh_configファイルを生成します。

[tpa]$ cd ~/clusters/speedy

[tpa]$ cat ssh_config

Host *

Port 22

IdentitiesOnly yes

IdentityFile "id_speedy"

UserKnownHostsFile "known_hosts tpa_known_hosts"

ServerAliveInterval 60

Host quirk

User admin

HostName 54.227.207.189

Host keeper

User admin

HostName 34.229.111.196

Host zealot

User admin

HostName 18.207.108.211

Host quaver

User admin

HostName 54.236.36.251

Host quavery

User admin

HostName 34.200.214.150

[tpa]$ ssh -F ssh_config quirk

Linux quirk 4.9.0-6-amd64 #1 SMP Debian 4.9.82-1+deb9u3 (2018-03-02) x86_64

The programs included with the Debian GNU/Linux system are free software;

the exact distribution terms for each program are described in the

individual files in /usr/share/doc/*/copyright.

Debian GNU/Linux comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY, to the extent

permitted by applicable law.

Last login: Sat Aug 4 12:31:28 2018 from 136.243.148.74

admin@quirk:~$ sudo -i

root@quirk:~#

プロビジョニングの直後に tpaexec deployを実行できます。インスタンスが起動するまで、必要なだけ待機します。
インスタンスが起動するのを待ったり、展開を開始する前に ssh接続したりする必要はありません。
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6.3.5 生成されたファイル

プロビジョニングプロセス中に、多数の新しいファイルがクラスターディレクトリに作成されます。

[tpa]$ ls ~/clusters/speedy

total 240

- rw-r--r-- 1 ams ams 193098 Aug 4 17:59 ansible.log

drwxr-xr-x 2 ams ams 4096 Aug 4 17:38 commands

- rw-r--r-- 1 ams ams 1442 Aug 4 17:54 config.yml

lrwxrwxrwx 1 ams ams 51 Aug 4 17:38 deploy.yml ->

/opt/EDB/TPA/architectures/M1/deploy.yml

drwxr-xr-x 2 ams ams 4096 Aug 4 17:38 hostkeys

- rw------- 1 ams ams 1675 Aug 4 17:38 id_speedy

- rw------- 1 ams ams 1438 Aug 4 17:38 id_speedy.ppk

- rw-r--r-- 1 ams ams 393 Aug 4 17:38 id_speedy.pub

drwxr-xr-x 4 ams ams 4096 Aug 4 17:50 inventory

- rw-r--r-- 1 ams ams 2928 Aug 4 17:50 tpa_known_hosts

- rw-r--r-- 1 ams ams 410 Aug 4 17:50 ssh_config

- rw-r--r-- 1 ams ams 3395 Aug 4 17:59 vars.json

drwxr-xr-x 2 ams ams 4096 Aug 4 17:38 vault

私たちはすでに ssh configファイルを研究しました。これは、̀id *filesクラスター用に生成された SSHキーペ
アと tpa_known_hostsインスタンスにインストールされた hostkeys/`の署名を参照します。

vars.json ファイルは、--cached の後続の呼び出しで tpaexec provision によって使用される場合が
あります。

inventory/ディレクトリには、静的および動的インベントリーファイルと、config.ymlのグループおよびホス
ト変数定義が含まれています。

[tpa]$ cat inventory/00-speedy

[tag_Cluster_speedy]

quirk ansible_host=54.227.207.189 node=1 platform=aws

keeper ansible_host=34.229.111.196 node=2 platform=aws

zealot ansible_host=18.207.108.211 node=3 platform=aws

quaver ansible_host=54.236.36.251 node=4 platform=aws

quavery ansible_host=34.200.214.150 node=5 platform=aws

[tpa]$ cat inventory/group_vars/tag_Cluster_speedy/01-speedy.yml

cluster_name: speedy

cluster_tag: tag_Cluster_speedy

postgres_version: 15

tpa_version: v23.10-22-g30c1d5ea

tpa_2q_repositories: []

vpn_network: 192.168.33.0/24

[tpa]$ cat inventory/host_vars/zealot/02-topology.yml

(次のページに続く)
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role:

- barman

- log-server

- openvpn-server

- monitoring-server

- witness

upstream: quirk

config.ymlの変数を変更し、プロビジョニングを再実行すると、これらのファイルが更新されます。構成を変更し
ない場合、何も起こりません。config.ymlに新しいインスタンスを追加して再実行すると、既存のインスタンスに
影響を与えることなく新しいインスタンスが表示されます。

6.4 tpaexec deploy

展開は、クラスターのサーバーに Postgresおよびその他のソフトウェアをインストールおよび構成するプロセス
です。これには、レプリケーション、バックアップなどの設定が含まれます。

展開ステージの最後に、Postgresは、repmgr、Barman、pgbouncerなどの他のコンポーネントとともに実行されま
す選択したアーキテクチャに応じて。

6.4.1 前提条件

tpaexec deployを実行する前に、
tpaexec configureを実行してクラスター構成を生成し、tpaexec provisionでサーバーをプロビジョニングして
おく必要があります。

デプロイの前に、export TPA_2Q_SUBSCRIPTION_TOKEN=xxx して、サブスクリプションを必要とする
2ndQuadrantリポジトリを有効にする必要があります。

Debianまたは Ubuntuにリポジトリを追加し、TPAをインストールします自分自身に使用したサブスクリ
プショントークンを使用できます。これを忘れた場合、エラーメッセージがすぐに思い出させます。
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6.4.2 クイックスタート

[tpa]$ tpaexec deploy ~/clusters/speedy -v

Using /opt/EDB/TPA/ansible/ansible.cfg as config file

PLAY [Basic initialisation and fact discovery] **** **** **** **** **** **** ␣

→˓**** **** **** ***

...

PLAY [Set up TPA cluster nodes] **** **** **** **** **** **** **** **** ****␣

→˓ **** **** **** **** **

...

PLAY RECAP **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

→˓**** **** **** **** **** **** ***

zealot : ok=281 changed=116 unreachable=0 failed=0

keeper : ok=284 changed=96 unreachable=0 failed=0

quaver : ok=260 changed=89 unreachable=0 failed=0

quavery : ok=260 changed=88 unreachable=0 failed=0

quirk : ok=262 changed=100 unreachable=0 failed=0

real 7m1.907s

user 3m2.492s

sys 1m5.318s

このコマンドは、大量の出力を生成し、時間がかかる場合があります主に、tpaexecを実行しているホストとクラ
スター内のホスト間の遅延、およびインスタンスがインストールする必要があるパッケージをダウンロードする
のにかかる時間によって異なります。。デプロイメント中に少なくとも 1つの-vを使用することをお勧めします。
出力は、クラスターディレクトリの ansible.logにも記録されます。

ホスト、タスク、および変更されたタスクの正確な数は、もちろん異なる場合があります。

apply コマンドは自分自身にオプションを取りません。クラスター名の後に指定したオプションは、変更せずに
Ansible -vなどに渡されます。

Ansibleに慣れている人は、時折赤い「failed」タスク出力がスクロールするのを心配するかもしれません。プロセ
スがその後すぐに停止しない場合、エラーは重要ではなく、コードは自動的に回復しますのでご安心ください。

デプロイが完了したら、
tpaexec test を実行してインストールを確認できます。
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6.4.3 選択的な展開

deploy_hostsをインスタンス名のコンマ区切りリストに設定することにより、展開をホストのサブセットに
制限できます。

[tpa]$ tpaexec deploy ~/clusters/speedy -v -e deploy_hosts=keeper,quaver

これにより、指定されたインスタンスで展開が実行されますが、最初に他のホストでいくつかのタスクを実行し
て、クラスターの状態に関する情報を収集します。

deploy_hosts設定は、TPAがサポートしていない Ansibleの--limitオプションを使用することに代わる推
奨される代替品です。

6.4.4 deploy.yml

展開プロセスはアーキテクチャ固有です。次に、さまざまな configuration settings that affect the deployment の概要
を示します。Ansibleプレイブックに精通している場合は、tpaexecがクラスターのインスタンスにさまざまなロー
ルを適用するのを理解することができます。

config.ymlとは異なり、deploy.ymlは編集するように設計されておらず、通常はアーキテクチャディレクトリへ
のリンクです。独自の Ansibleタスクを実行するようにデプロイメントプロセスを拡張する場合でも、

creating hooks

によってこれを行う必要があります。これにより、特定のアーキテクチャ内の将来の実装の変更から保護され
ます。

6.5 tpaexec test

次に、展開されたクラスターに対してアーキテクチャ固有のテストを実行して、インストールを確認します。この
ステージの最後に、完全に機能するクラスターが完成します。

tpaexec test を実行する前に、tpaexec configure 、tpaexec provision 、および tpaexec

deployを正常に実行している必要があります。

6.5.1 クイックスタート

[tpa]$ tpaexec test ~/clusters/speedy -v

出力は、クラスターディレクトリの ansible.logに再びログに記録されます。

このコマンドが成功した場合、クラスターは機能します。
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おめでとうございます。
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ARCHITECTURES

7.1 PGD-Always-ON

Always-ON構成の EDB Postgres Distributed 5は、テストおよび運用環境での使用に適しています。

このアーキテクチャは EDB Postgres Distributed 5での使用にのみ有効であり、
Configuring EDB Repos 2.0 repositoriesへのサブスクリプションが必要です。

7.1.1 クラスター構成

構成オプションの概要

このアーキテクチャの tpaexec configureの呼び出し例を以下に示します。

tpaexec configure ~/clusters/pgd-ao \

--architecture PGD-Always-ON \

--edb-postgres-extended 15 \

--platform aws --instance-type t3.micro \

--distribution Debian \

--pgd-proxy-routing global \

--location-names dc1 dc2 dc3 \

--witness-only-location dc3 \

--data-nodes-per-location 2

helpコマンドを使用して、使用可能なすべてのオプションをリストできます。

tpaexec configure --architecture PGD-Always-ON --help

以下の表では、PGD-Always-ONの必須オプションと追加の重要なオプションについて説明しています。オプショ
ンの詳細については、次のセクションで説明します。
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必須オプション

Options Description

--architecture (-a) `PGD-Always-ON`に設定する必要があります
Postgres flavour and
version (e.g. --postgresql

15)

有効な Ansible Tower 。

--pgd-proxy-routing `global`または `local`のいずれかである必要があります。

追加オプション

Options Description Behaviour if omitted

--platform aws、docker、`bare`のいずれか。 Defaults to aws.
--location-names 場所名のスペース区切りのリスト。場所の数は、指

定された名前の数と同じです。
TPA will configure a single
location with three data nodes.

--witness-only-location ロケーション名は、`location-names`のメンバーであ
る必要があります。

No witness-only location is
added.

--data-nodes-per-location 各場所のデータノードの数は、少なくとも 2である
必要があります。

Defaults to 3.

--add-proxy-nodes-per-location各場所のプロキシノードの数。 PGD-proxy will be installed on
each data node.

--enable-camo 各ロケーションに 2 つのデータノードを CAMO
パートナーとして設定します。

CAMO will not be enabled.

--bdr-database レプリケーションに使用されるデータベースの名
前。

Defaults to bdrdb.

--enable-pgd-probes `health/is-ready`などの pgd-プロキシの http(s) API
エンドポイントを有効にして、プロキシの状態をプ
ローブできるようにします。

Disabled by default.

PGD-Always-ON構成の詳細

PGD-Always-ONクラスターは、多くの場所、好ましくは奇数で構成され、それぞれが同じ数のデータノード、や
はり好ましくは奇数です。--location-namesを指定しない場合、デフォルトでは、3つのデータノードを持
つ単一の場所を使用します。

クラスターの場所名は--location-names dc1 dc2 …として指定されます。ロケーションは、この定義が
ユースケースにとって意味のある方法で、レベルの冗長性を提供する独立したデータセンターを表します。たとえ
ば、AWSリージョン、独自のデータセンター、またはサーバーがホストされている場所を識別するためのその他
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の指定。

--data-nodes-per-location Nを使用して、各場所のデータノードの数を指定します。最小数は 2で、デ
フォルトは 3です。

ロケーションごとに偶数のデータノードを指定すると、TPAは各ロケーションに追加の監視ノードを自動的に追
加します。これにより、コストを削減しながら、信頼できるコンセンサスを確立する機能が維持されます。監視の
ハードウェア要件は、データノードと比較して最小限です。

2 つのロケーションのみからなるクラスターは、いずれかのロケーションに障害が発生した場合、グローバルコ
ンセンサスを確立する能力を完全に失います。3 番目の監視専用の場所を追加することをお勧めします。これに
はデータノードは含まず、監視ノードのみが含まれ、これもコンセンサスを確実に確立するために使用されます。
--witness-only-location locを使用して、いずれかの場所を監視者として指定します。

デフォルトでは、すべてのデータノードすべての場所で、接続ルーティングのために PGD-プロキシも実行されま
す。代わりに別の PGD-プロキシインスタンスを作成するには、--add-proxy-nodes-per-location 3ま
たは追加する数のプロキシを使用します。

ユースケースによっては、--pgd-proxy-routing local または global を指定して、PGD-Proxy が書き
込みリーダーに接続をルーティングする方法を構成する必要があります。ローカルルーティングは、すべての
PGD-プロキシを独自の場所内の書き込みリーダーにルートさせますジオシャーディングアプリケーションに適し
ています。グローバルルーティングは、すべてのプロキシを単一の書き込みリーダーにルートさせます。この書き
込みリーダーは、すべての場所で使用可能なすべてのデータノードの間で選択されます。

オプションで--bdr-database dbnameを指定して、BDRが有効になったデータベースの名前を設定できま
すデフォルト bdrdb。

オプションで--enable-camoを指定して、各リージョンの 2つのデータノードを CAMOパートナーとして設
定できます。

オプションで--enable-pgd-probes [{http, https}]を指定して、プロキシの状態を簡単にプローブで
きる http APIエンドポイントを有効にすることができます。

tpaexec help configure-optionsで説明されるオプションを指定することもできます。

7.2 BDR-Always-ON

Always-ON構成の EDB Postgres分散 3.7または 4。テストおよびプロダクションでの使用に適しています。

このアーキテクチャには、古い 2ndQuadrantリポジトリへのサブスクリプションが必要であり、一部のオプション
では EDB Repos 1.0へのサブスクリプションが必要です。How TPA uses 2ndQuadrant and EDB repositoriesを参照

このトピックの詳細については、

BDR-Always-ON アーキテクチャには、--layout configure オプションで選択できる 4 つのバリアントがあり
ます。
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1. ブロンズ 2×bdr+プライマリ、bdr+witness、barman、2×harp-プロキシ

2. シルバー:ブロンズ、bdr + Witnessが bdr +プライマリに昇格し、バーテンダーが別の場所に移動した

3. goldそれぞれ 2×bdr+プライマリ、2×harp-プロキシ、および barmanを備えた 2つの対称的な場所。プラス
3番目の場所に bdr + Witness

4. プラチナ:ゴールド、ただし 1つの bdr+読み取り専用ロジカルスタンバイが各メインの場所に追加されます

EDBの Postgres DistributedAlways Onアーキテクチャ
whitepaper を確認できます。

詳細なレイアウト図については、

このアーキテクチャは、PGDバージョン 3.7および 4で使用することを対象としています。

7.2.1 クラスター構成

構成オプションの概要

このアーキテクチャの tpaexec configureの呼び出し例を以下に示します。

tpaexec configure ~/clusters/bdr \

--architecture BDR-Always-ON \

--platform aws --region eu-west-1 --instance-type t3.micro \

--distribution Debian \

--edb-postgres-advanced 14 --redwood

--layout gold \

--harp-consensus-protocol bdr

helpコマンドを使用して、使用可能なすべてのオプションをリストできます。

tpaexec configure --architecture BDR-Always-ON --help

以下の表では、BDR-Always-ONの必須オプションと追加の重要なオプションについて説明します。オプションの
詳細については、次のセクションで説明します。

必須オプション

Option Description

--architecture (-a) `BDR-Always-ON`に設定する必要があります。

次のページに続く
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表 3 –前のページからの続き

Option Description

Postgres flavour and
version (e.g. --postgresql

14)

有効な Ansible Tower 。

--layout bronze、silver、gold、`platinum`のいずれか。
--harp-consensus-protocol bdr、`etcd`のいずれか。

追加オプション

Option Description Behaviour if omitted

--platform aws、docker、`bare`のいずれか。 Defaults to aws.
--enable-camo 各ロケーションに 2 つのデータノードを CAMO

パートナーとして設定します。
CAMO will not be enabled.

--bdr-database レプリケーションに使用されるデータベースの名
前。

Defaults to bdrdb.

--enable-harp-probes `health/is-ready`などの harp の http API エンドポイ
ントを有効にして、harpの状態をプローブできるよ
うにします。

Disabled by default.

BDR-Always-ON構成の詳細

--layout layoutnameを指定して、サポートされている BDRユースケースバリエーションのいずれかを設
定する必要があります。許可される引数は、ブロンズ、シルバー、ゴールド、およびプラチナです。ブロンズ、ゴー
ルド、およびプラチナレイアウトには、Raftコンセンサスマジョリティの奇数のノードを保証する PGD監視ノー
ドがあります。Witnessノードはデータレプリケーションに参加しません。

--harp-consensus-protocol protocolnameを指定する必要があります。サポートされているプロトコ
ルは bdrおよび etcdです。詳細は、

Configuring HARP を参照してください。

オプションで--bdr-database dbnameを指定して、PGDが有効になっているデータベースの名前を設定で
きますデフォルト bdrdb。

オプションで--enable-camo を指定して、各リージョンの PGD プライマリインスタンスのペアを互いの
CAMOパートナーに設定できます。

オプションで--enable-harp-probes [{http, https}]を指定して、harpの状態を簡単にプローブでき
る http APIエンドポイントを有効にすることができます。
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BDR-Always-ONアーキテクチャでは、デフォルトで HARP2が有効になっていることに注意してください。

tpaexec help configure-optionsで説明されるオプションを指定することもできます。

7.3 M1

プライマリとストリーミングレプリカを備えた Postgresクラスター、1つの Barmanサーバー、および最初のレプ
リカからカスケードされた任意の数の追加レプリカ。このアーキテクチャは、運用に適していますが、そのシンプ
ルさと独自のコンポーネントなしで構成できる機能により、テスト、デモンストレーション、学習にも適してい
ます。

このアーキテクチャでサブスクリプションのみの EDBソフトウェアを選択した場合、EDB Repos 2.0からソース
され、トークンを提供する必要があります。

How TPA uses 2ndQuadrant and EDB repositoriesを参照

このトピックの詳細については、

7.3.1 デフォルトレイアウト

デフォルトでは、プライマリには 1つの読み取り専用レプリカが同じ場所に接続されています。一方、レプリカ
には、別の場所に接続された 1つのカスケードレプリカがあり、そこで Barmanサーバーはプライマリからバック
アップを取得するように構成されています。

図 1 Cluster with cascading replication

偶数の Postgresノードがある場合、Barmanノードは監視として追加構成されます。これにより、ノードの数が常
に奇数になるため、自動フェイルオーバーを有効にする場合に便利です。
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7.3.2 アプリケーションとバックアップのフェイルオーバー

M1アーキテクチャは、プライマリが使用できなくなった場合に、プライマリの代わりにレプリカが昇格すること
を保証するという点で、フェールオーバー管理を実装します。ただし、アプリケーショントラフィックをプライマ
リ*に再ルーティングする自動機能は提供しません。アプリケーショントラフィックの自動フェイルオーバーが必
要な場合は、アプリケーション自分自身でこれを構成する必要がありますたとえば、マルチホスト接続を使用し
て、または適切なプロキシまたはロードバランサーと、選択したフェールオーバーマネージャーが提供する機能を
使用して。

上記は、バックアップノードと TPAによって作成されたプライマリ間の接続にも当てはまります。バックアップ
は、フェールオーバーが発生した場合に新しいプライマリをターゲットに自動的に調整されず、代わりに元のプラ
イマリに接続されたままになります。手動フェイルオーバーを実行しており、バックアップを新しいプライマリ
に接続する場合は、tpaexec deployを再実行するだけです。バックアップソースを自動的に変更する場合は、
上記のように、選択したフェールオーバーマネージャーを使用してこれを実装する必要があります。

7.3.3 クラスター構成

構成オプションの概要

このアーキテクチャの tpaexec configureの呼び出し例を以下に示します。

tpaexec configure ~/clusters/m1 \

--architecture M1 \

--platform aws --region eu-west-1 --instance-type t3.micro \

--distribution Debian \

--postgresql 14 \

--failover-manager repmgr

helpコマンドを使用して、使用可能なすべてのオプションをリストできます。

tpaexec configure --architecture M1 --help

以下の表では、M1の必須オプションと追加の重要なオプションについて説明します。オプションの詳細について
は、次のセクションで説明します。
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必須オプション

Parameter Description

--architecture (-a) `M1`に設定する必要があります。
Postgres flavour and
version (e.g. --postgresql

15)

有効な Ansible Tower 。

One of: *
--failover-manager

{efm, repmgr, patroni}

* --enable-efm *
--enable-repmgr *
--enable-patroni

Ansible Tower、Ansible Tower 、および Ansible Towerからフェイルオーバーマネー
ジャーを選択します。

追加オプション

Parameter Description Behaviour if omitted

--platform aws、docker、`bare`のいずれか。 Defaults to aws.
--num-cascaded-replicas 最初のレプリカからのカスケードレプリカの数。 Defaults to 1.
--enable-haproxy 2 つの追加ノードがロードバランサーレイヤーと

して追加されます。<br/>フェールオーバーマネー
ジャーとして Patroniでのみサポートされています。

HAproxy nodes will not be
added to the cluster.

--patroni-dcs patroni の分散構成ストアバックエンドを選択しま
す。<br/>現時点では、唯一のオプションは `etcd`で
す。<br/>フェールオーバーマネージャーとして
Patroniでのみサポートされています。

Defaults to etcd.

M1構成の詳細

オプションで--num-cascaded-replicas Nを指定して、Nのカスケードレプリカ Noneの 0を含む、デフォ
ルト 1を要求できます。

tpaexec help configure-optionsで説明されるオプションを指定することもできます。
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8.1 aws

TPAは、AWS EC2での運用クラスターのプロビジョニングを完全にサポートしています。

8.1.1 APIアクセス設定

AWS APIを使用するには、次のことを行う必要があります。

• Obtain an access keypair

• Add it to your configuration

例

[tpa]$ cat > ~/.aws/credentials

[default]

aws_access_key_id = AKIAIOSFODNN7EXAMPLE

aws_secret_access_key = wJalrXUtnFEMI/K7MDENG/bPxRfiCYEXAMPLEKEY

tpaexec がそれを使用して ec2 リソースをプロビジョニングできるように、AMI ユーザーは少なくとも次の権限
セットを持っている必要があります。

ec2:AssociateRouteTable

ec2:AttachInternetGateway

ec2:AuthorizeSecurityGroupIngress

ec2:CreateInternetGateway

ec2:CreateRoute

ec2:CreateRouteTable

ec2:CreateSecurityGroup

ec2:CreateSubnet

ec2:CreateTags

ec2:CreateVpc

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

ec2:DeleteKeyPair

ec2:DeleteRouteTable

ec2:DeleteSecurityGroup

ec2:DeleteSubnet

ec2:DeleteVpc

ec2:DescribeImages

ec2:DescribeInstanceStatus

ec2:DescribeInstances

ec2:DescribeInternetGateways

ec2:DescribeKeyPairs

ec2:DescribeRouteTables

ec2:DescribeSecurityGroups

ec2:DescribeSubnets

ec2:DescribeTags

ec2:DescribeVolumes

ec2:DescribeVpcAttribute

ec2:DescribeVpcClassicLink

ec2:DescribeVpcClassicLinkDnsSupport

ec2:DescribeVpcs

ec2:DisassociateRouteTable

ec2:ImportKeyPair

ec2:ModifyVpcAttribute

ec2:RunInstances

ec2:TerminateInstances

iam:AddRoleToInstanceProfile

iam:CreateInstanceProfile

iam:CreateRole

iam:DeleteInstanceProfile

iam:DeleteRole

iam:DeleteRolePolicy

iam:GetInstanceProfile

iam:GetRole

iam:GetRolePolicy:

iam:ListGroups

iam:ListInstanceProfiles

iam:ListInstanceProfilesForRole

iam:ListRolePolicies

iam:ListRoles

iam:ListUsers

iam:PassRole

iam:PutRolePolicy

iam:RemoveRoleFromInstanceProfile

kms:CreateGrant

kms:GenerateDataKeyWithoutPlaintext

s3:GetObject

s3:ListAllMyBuckets

s3:ListBucket

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

s3:PutObject

s3:PutObjectAcl

8.1.2 はじめに

サービスは物理的に regions and availability zonesに分割されます。アベイラビリティーゾーンは、リージョンコー
ドに続いて 1文字の eu-west-1aなどで表されますが、その名前は、異なる AWSアカウントの異なる場所を参照す
る場合があり、アカウント間の解釈を調整する方法はありません。

AWSリージョンは互いに完全に分離され、リソースを共有しません。リージョン内のアベイラビリティーゾーン
は物理的に分離され、論理的にほとんど分離されていますが、低遅延リンクで接続され、特定のネットワークリ
ソースを共有できます。

ネットワーキング

AWSのすべてのネットワーク構成は、Virtual Private Cloudのコンテキストで発生します

リージョン内で。VPC内で、subnetsを作成できます

インターネットゲートウェイ、ルーティングテーブルなどとともに、特定のアベイラビリティーゾーンに関連付け
られています。

Security Groupsは、いくつでも作成できます

インスタンスに許可されるインバウンドおよびアウトバウンドトラフィックのルール、プロトコル、宛先ポートレ
ンジ、およびソースまたは宛先 IPアドレスレンジの観点から。

インスタンス

AWS EC2は、さまざまな instance typesを提供します

異なる価格/パフォーマンスポイントで異なるハードウェア構成を使用します。特定のアベイラビリティーゾーン
のサブネット内に、

EC2 instancesを作成できます。

AMIと呼ばれるディストリビューションイメージに基づいて、1つ以上の EBS volumesをアタッチします

インスタンスに永続ストレージを提供します。
SSH public keyを登録することにより、インスタンスに SSH接続できます。

インスタンスには、サブネット内のプライベート IPアドレスが常に割り当てられます。サブネット構成によっ
ては、

ephemeral public IP addressが割り当てられる場合があります。
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これは、インスタンスがシャットダウンすると失われ、再起動されたときに別のエフェメラル IPが割り当てられ
ます。代わりに、

Elastic IPと呼ばれる静的リージョン固有のルーティング可能 IPアドレスを割り当てることができます。

任意のインスタンスに。

外部からインスタンスに到達できるようにするには、ルーティング可能な IPアドレスを持つだけでなく、VPCの
ネットワーク構成インターネットゲートウェイ、ルーティングテーブル、セキュリティグループもアクセスを許可
するように調整する必要があります。

8.1.3 構成

ここでは、tpaexec configureを介して指定できる、または config.ymlで直接定義できる AWS固有の設定の
簡単な説明を示します。

リージョン

--regionまたは--regionsで使用するクラスターの 1つ以上のリージョンを指定できます。TPAは、それぞ
れに関連する必要な vpcエントリを生成し、可能な場合は異なるアベイラビリティーゾーンを使用してロケーショ
ンをこれらのリージョンに均等に分散します。

regions は locations とは異なり、各ロケーションはリージョンおよびこのリージョン内のアベイラビリ
ティーゾーンに属します。regionsは AWS固有のオブジェクト、locationsはクラスターオブジェクトです。

注複数のリージョンを指定する場合、ネットワーク構成を手動で編集する必要があります。

• ec2_vpcエントリに AWS vpcピアリングを使用できるように、オーバーラップしない cidrネットワーク
が必要です。デフォルトでは、TPAはすべての cidrを 10.33.0.0/16に設定します。詳細については、
VPC必須を参照してください。

• 各 locationは、それらが属している ec2_vpc cidrと一致する subnetで更新する必要があります。
詳細については、サブネットオプショナルを参照してください。

• TPAは cluster_rulesの下で基本的なルールを使用してセキュリティグループを作成します。これら
は、各 subnet cidrの ec2_vpc cidrと一致するように更新する必要があります。詳細については、セキュ
リティグループオプショナルを参照してください。

• tpaexec deploy の前に VPC ピアリングを手動で設定する必要があります。tpaexec configure

を実行し、config.ymlで vpc-idを使用する前に、VPCと必要な VPCピアリングを作成することをお勧
めします。詳細については、VPC必須を参照してください。
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VPC必須

使用する VPCを指定する必要があります。

ec2_vpc:

Name: Test

cidr: 10.33.0.0/16

これはデフォルト構成であり、指定された CIDRで Testという名前の VPCが存在しない場合は作成し、それ以外
の場合は既存の VPCを使用します。

VPCを作成するには、名前と cidrの両方を指定する必要があります。VPC名のみを指定した場合、一致する VPC
が存在しない場合、TPAは失敗します。

TPAが VPCを作成すると、tpaexec deprovisionはそれを削除しようとしますが、既存の VPCはそのまま
にしておきます。AWSにはアカウントごとの VPC数に 1桁のデフォルト制限があるため、新しい VPCを作成す
る前によく考えてください。

より詳細なマッチングが必要な場合、またはさまざまなリージョンでさまざまな VPCを指定する場合、展開され
たフォームを使用できます。

ec2_vpc:

eu-west-1:

Name: Test

cidr: 172.16.0.0/16

us-east-1:

filters:

vpc-id: vpc-nnn

us-east-2:

Name: Example

filters:

[filter expressions]

AMI 必須

使用する AMIを指定する必要があります。

ec2_ami:

Name: xxx

Owner: self

より正確なマッチングのためにフィルタ仕様を追加できます。

ec2_ami:

Name: xxx

Owner: self

(次のページに続く)
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filters:

architecture: x86_64

[more key/value filters]

デフォルトでは、tpaexec configure は--distribution 引数に基づいて、適切な ec2_ami を選択し
ます。

このプラットフォームは、Debian 9ストレッチ、RedHat Enterprise Linux 7、Rocky 8、Ubuntu 16.04Xenial、およ
び SUSE Linux Enterprise Server 15をサポートしています。

サブネットオプショナル

すべてのインスタンスは、そのサブネットを CIDR形式で、または subnet-xxx IDとして指定する必要があります。
オプションで、作成する各サブネットの名前とアベイラビリティーゾーンを指定できます。

ec2_vpc_subnets:

us-east-1:

192.0.2.0/27:

az: us-east-1b

Name: example1

192.0.2.100/27:

az: us-east-1b

Name: example2

セキュリティグループオプショナル

デフォルトでは、クラスターのセキュリティグループを作成します。1つ以上の既存のセキュリティグループを使
用するには、次のように設定します。

ec2_groups:

us-east-1:

group-name:

- foo

デフォルトのセキュリティグループのルールをカスタマイズする場合は、cluster_rulesを設定します。

cluster_rules:

- cidr_ip: 0.0.0.0/0

from_port: 22

proto: tcp

to_port: 22

(次のページに続く)
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- cidr_ip: 192.0.2.0/27

from_port: 0

proto: tcp

to_port: 65535

- cidr_ip: 192.0.2.100/27

from_port: 0

proto: tcp

to_port: 65535

この例では、任意のアドレスからの sshポート 22、および特定の IPレンジからの任意のポートでの TCP接続を
許可します。注 from_portおよび to_portは、ソースと宛先ではなく、ポートの数値範囲を定義します。

カスタムルールを設定するか、既存のセキュリティグループを使用する場合、クラスター内のインスタンスが必
要に応じて相互に通信を許可されていることを確認する必要がありますたとえば、Postgresの TCP/5432を許可し
ます。

インターネットゲートウェイオプショナル

デフォルトでは、次を設定しない限り、すべての VPCのインターネットゲートウェイを作成します。

ec2_instance_reachability: private

より詳細な制御のために、次を設定できます。

ec2_vpc_igw:

eu-west-1: yes

eu-central-1: yes

us-east-1: no

SSHキーオプション

# Set this to change the name under which we register our SSH key.

# ec2_key_name: tpa_cluster_name

#

# Set this to use an already-registered key.

# ec2_instance_key: xxx

8.1. aws 79



Trusted Postgres Architect, リリース 23.25.0

S3バケットオプション

TPAでは、AWSクラスターをプロビジョニングするために S3バケットへのアクセスが必要です。このバケット
は、SSHホストキーなどのファイルを一時的に保存するために使用されますが、他のクラスターデータバックアッ
プなどに使用される場合があります。

デフォルトでは、TPAはプロビジョニングするクラスターに edb-tpa-<aws-account-user-id>という名
前の S3バケットを使用します。バケットが存在しない場合、TPAにバケットを作成するかどうかを確認するメッ
セージが表示されます。

代わりに既存の S3バケットを使用するには、次のように設定します

cluster_bucket: name-of-bucket

確認プロンプトを表示せずにデフォルトのバケット名を受け入れるように cluster_bucket: autoを設定す
ることもできます。

クラスターのプロビジョニングを解除するときに、TPAは S3バケットを削除しません。バケットを自分で削除す
るには、次を実行します。

aws s3 rb s3://<bucket> --force

インスタンスのプロビジョニングに使用している IAMユーザーには、このバケットへの読み取りおよび書き込み
アクセスが必要です。プロビジョニング中に、tpaexecは、インスタンスプロファイルを介して cluster_bucketへ
の読み取り専用アクセスをインスタンスに提供します。

インスタンスプロファイルオプショナル

# Set this to change the name of the instance profile role we create.

# cluster_profile: cluster_name_profile

#

# Set this to use an existing instance profile (which must have all the

# required permissions assigned to it).

# instance_profile_name: xxx
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8.2 bare(-metal servers)

config.ymlに platform: bareを設定します

このプラットフォームは、ベアメタルサーバーやクラウドプラットフォーム AWSを含む既にプロビジョニングさ
れたサーバーを含む、SSHを介してアクセス可能なサーバーをサポートすることを目的としています。

各ターゲットサーバーの IPアドレスとユーザー名を定義する必要があります。

instances:

- node: 1

Name: igor

platform: bare

public_ip: 192.0.2.1

private_ip: 192.0.2.222

vars:

ansible_user: xyzzy

次のことを確認する必要があります

1. TPAは ansible_userとしてインスタンスに sshできます

2. ansible_userには、インスタンスで sudoアクセスがあります

8.2.1 SSHアクセス

上記の例では、TPAは xyzzy@192.0.2.1に ssh接続してインスタンスにアクセスします。

デフォルトでは、TPAは ssh-keygenを実行して、クラスターディレクトリに新しい SSHキーペアを生成しま
す。プライベートキーの名前は id_cluster_nameであり、公開キーは id_cluster_name.pubに保存され
ます。

インスタンスが受け入れる別のキーを使用するように ssh_key_file: /path/to/id_keyname を設定
するか、生成されたキーからのアクセスを許可するようにインスタンスを構成する必要がありますたとえば、
id_cluster_name.pubのコンテンツを~xyzzy/.ssh/authorized_keysに追加する ssh-copy-idを
使用します。

また、ssh がインスタンスのホストキーを検証できることを確認する必要があります。クラスターディレク
トリの known_hosts ファイルにエントリを追加するか、TPA 生成ホストキーをクラスターディレクトリ
の hostkeys/ssh_host_ *_key* からインスタンスの/etc/ssh にインストールできます。生成された
tpa_known_hostsファイルには、これらのキーのエントリが含まれています。

たとえば、生成されたユーザーキーを使用して ssh接続しますが、既存のホストキーを保持するには、次のことが
できます。
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$ cd ~/clusters/speedy

$ ssh-copy-id -i id_speedy xyzzy@192.0.2.1

$ ssh-keyscan -H 192.0.2.1 >> tpa_known_hosts

tpaexec ping ~/clusters/speedyを実行して、動作しているかどうかを確認します。まだない場合は、
コマンドに-vvvを追加して、完全な sshコマンドラインを確認します。（注 Ansibleは sshを呼び出して、インス
タンスで bash -c 'python3 && sleep 0'のようなコマンドを実行します。デバッグ中に sshコマンドを
手動で実行する場合、これを'id'などの出力を生成して終了するコマンドに置き換えます。）

詳細については

• Use a different ssh key

• Manage ssh host keys for bare instances

8.2.2 ディストリビューションのサポート

TPA は、ターゲットインスタンスで実行されているディストリビューションを検出しようとしますが、
サポートされていない場合は失敗します。TPA は現在 Debian 8/9/10; または jessie/stretch/buster 、Ubuntu
16.04/18.04/20.04/22.04;または xenial/bionic/focal/jammy、およびRHEL/CentOS/Rocky/AlmaLinux 7. x/8.x)bare
インスタンスで。

8.2.3 IPアドレス

任意のインスタンスに public_ip、private_ip、またはその両方を指定できます。

TPA は、これらの IP アドレスを 2 つの方法で使用します。1 つ目は、インスタンスに ssh して、展開中に
コマンドを実行します。次に、クラスター内の通信を設定するためなど、/etc/hosts または Postgres の
primary_conninfoを設定します。

public_ipを指定すると、デプロイ中にインスタンスに ssh接続するために使用されます。private_ipを指
定すると、クラスター内の通信を設定するために使用されます。両方を指定した場合、public_ipは展開中に使
用され、private_ipはクラスター通信に使用されます。

いずれかのみを指定した場合、アドレスは両方の目的に使用されます。たとえば、別のネットワーク上のサーバー
に public_ipのみを設定したり、閉じたネットワーク内で TPAを実行している場合は private_ipのみを設
定したりできます。(パブリック/プライベートを使用する代わりに、1つの IPアドレスのみを指定する必要がある
場合は、ip_addressを設定できます。)
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8.3 Docker

TPAは Dockerコンテナを作成し、それらにクラスターを展開できます。現時点では、通常の VMであるかのよ
うに systemdおよびその他のサービスを実行するようにコンテナをセットアップします。

Dockerコンテナへの展開は、さまざまなクラスター構成をテストする簡単な方法です。実稼働使用を目的とした
ものではありません。

8.3.1 概要

構成時にプラットフォームを選択するだけです。

[tpa]$ tpaexec configure clustername --platform docker […]
[tpa]$ tpaexec provision clustername

[tpa]$ tpaexec deploy clustername

8.3.2 オペレーティングシステムの選択

標準の--os Debian/Ubuntu/RedHat/SLES configureオプションを使用して、コンテナに使用するディスト
リビューションを選択します。TPAは、このディストリビューション用に独自の systemd対応イメージをビルド
します。これらのイメージには、tpa/redhat:8など、tpa/接頭辞が付いた名前が付けられます。

代わりに--os-image some/image:name を使用して、既存の systemd 対応イメージを指定します。例、
centos/systemd

イメージ CentOS 7ベースは、この方法で使用できます。

TPAは、Dockerコンテナで Debian 8 jessieまたは Ubuntu 16.04 xenialをサポートしていません。これらのディス
トリビューションに同梱されている systemdの古いバージョンのバグのため。

8.3.3 Dockerのインストール

最新の安定した Docker-CEパッケージを使用して TPAをテストします。

このドキュメントでは、動作する Dockerインストールがあり、イメージのプルやコンテナの作成などの基本的な
操作に精通していることを前提としています。

install Dockerおよび get startedのヘルプが必要な場合は、Docker documentationを参照してください。

MacOS Xでは、アプリケーションメニューから install “Docker Desktop for Mac” および Dockerを起動できます。

8.3. Docker 83

https://hub.docker.com/r/centos/systemd/
https://docs.docker.com/engine/install/
https://docs.docker.com/get-started/
https://docs.docker.com
https://hub.docker.com/editions/community/docker-ce-desktop-mac/


Trusted Postgres Architect, リリース 23.25.0

Cgroupバージョン

Cgroup バージョン 2 のサポートは、ansible および関連ツールの docker sdk ではまだ完全にベイクされていませ
ん。したがって、新しいバージョンの dockerを使用することをお勧めします。バージョン 2が完全にサポートさ
れるまで、Cgroupバージョン 1に依存します。以下の手順では、プラットフォームがデフォルトで CgroupVersion
2を使用している場合、CgroupVersion 1に切り替える変更を提案します。

Linuxの場合

$ echo GRUB_CMDLINE_LINUX=systemd.unified_cgroup_hierarchy=false > \

/etc/default/grub.d/cgroup.cfg

$ update-grub

$ reboot

MacOSの場合

1. ~/ ライブラリー/Group\ Containers/group.com.docker/settings.json を編集し、次の置き換えを行いま
す"deprecatedCgroupv1": false→ "deprecatedCgroupv1": true

2. Dockerデスクトップアプリを再起動します

アクセス許可

TPAは、それを実行しているユーザーが Dockerデーモンへのアクセス権限を持っていることを想定しています通
常は、/var/run/docker.sockを所有する dockerグループのメンバーであること。次のようなコマンドを
実行して、アクセスがあるかどうかを確認します。

[tpa]$ docker version --format {{.Server.Version}}

19.03.12

警告ユーザーに Dockerデーモンと対話できる機能を付与すると、Dockerホストでの rootを簡単に取得できます。
信頼できるユーザーのみが Dockerデーモンにアクセスできる必要があります。

Dockerコンテナ特権

特権コンテナ

デフォルトでは、TPAは Linux機能フラグを追加せずに、非特権モードで Dockerコンテナをプロビジョニングし
ます。このようなコンテナは、ホストファイアウォールルール、ファイルシステム、ブロックデバイス、またはホ
ストで真の root権限を必要とするその他のほとんどのタスクを管理できません。

コンテナを特権モードで実行する必要がある場合は、それを必要とするインスタンスまたは
instance_defaultsでグローバルに privilegedブール変数を設定します。例
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instance_defaults:

privileged: true

警告特権モードでコンテナを実行すると、rootユーザーまたは rootを取得できるプロセスが、カーネルモジュー
ルのロード、ホストファイアウォールルールの変更、コンテナ名前空間のエスケープ、または実際のホスト「root」
ユーザーと同じように動作できます。。本当に必要な場合を除き、特権モードでコンテナを実行しないでください。

Linux機能フラグの詳細については、man capabilitiesを参照してください。

security_opts および no-new-privileges フラグ

tpaexec は、プロセスが特権を増加できない制限モードで Docker コンテナを起動できます。setuid バイナリは制
限されているなど。instance_defaultsまたはコンテナごとの変数 docker_security_optsを使用して
tpaexecでこれを有効にします。

instance_defaults:

docker_security_opts:

- no-new-privileges

docker runの--security-optsへの他の引数も受け入れられます。SELinuxのユーザーとロール。

Linux機能フラグ

tpaexecは、docker_cap_addリスト変数を使用して Linux機能フラグを Dockerの制御を公開します。このリ
スト変数は、コンテナごとまたは instance_defaultsで設定できます。機能フラグの詳細については、man
capabilities、docker runドキュメント、および Ansible docker_containersモジュールのドキュメ
ントを参照してください。

Dockerの--cap-dropは、docker_cap_dropリストを介してサポートされています。

たとえば、コンテナを非特権として実行しながら、システムクロックを変更する機能を付与するには、次のように
書くことができます。

instance_defaults:

privileged: false

docker_cap_add:

- sys_time

docker_cap_drop:

- all
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Dockerストレージ構成

注意多くのホスト上のデフォルトの Docker構成は lvm-loopブロックストレージを使用し、運用展開には適し
ていません。docker infoを実行して、使用しているストレージドライバーを確認します。ループバックスキー
ムを使用している場合、次のようなものが表示されます。

Storage Driver: devicemapper

…
Data file: /dev/loop0

ストレージ構成の詳細については、Dockerドキュメントを参照してください。

• Storage Drivers

• Configuring lvm-direct for production

8.3.4 Dockerコンテナ管理

クラスター内のすべての Dockerコンテナは、start-containersおよび stop-containersコマンドを使
用して、一緒に起動および停止できます。

[tpa]$ tpaexec start-containers clustername

[tpa]$ tpaexec stop-containers clustername

これらのコマンドは、コンテナをプロビジョニングまたはプロビジョニング解除し、さらにはコンテナに接続し
ません。これらは、将来の使用に備えて維持する必要がある Dockerクラスターを一時的に使用しない場合に、リ
ソースを節約することを目的としています。

クラスター内にプロビジョニングされた Dockerコンテナの概要を表示するには、起動または停止にかかわらず、
list-containersコマンドを使用します。

[tpa]$ tpaexec list-containers clustername
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CUSTOMIZATION

9.1 Cluster configuration

TPAでは、クラスターの構成を変更する方法は、config.ymlを編集し、プロビジョニング/展開/テストサイクルを
実行することです。このプロセスは、べき等であるように、構成の変更またはインスタンスの変更に応じてのみ変
更を行うように注意深く設計されています。

tpaexec configure コマンドは、賢明な config.ymlファイルを生成しますが、最も一般的なトポロジと構成オ
プションのみをカバーしています。デフォルト以外のものが必要な場合、またはクラスターをプロビジョニ
ングした後に変更を行う必要がある場合は、とにかく config.ymlを編集する必要があります。

このページは、使用可能な構成メカニズムの概要を示しています。特定の
variables you can set to customise the deployment processの詳細を含む別のページがあります。

9.1.1 config.yml

config.ymlファイルは、目的のクラスター構成のすべての側面を表す YAML formatテキストファイルです。
次に、2つのインスタンスを持つクラスターの最小限の例を示します。

cluster_name: speedy

cluster_vars:

postgres_version: 14

instances:

- node: 1

Name: one

role: primary

platform: docker

vars:

ansible_user: root

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

x: 42

- node: 2

Name: two

role: replica

platform: docker

upstream: one

vars:

ansible_user: root

x: 53

これら 3つの定義は、クラスター構成の中心となります。ファイルには、他の多くの定義プラットフォーム固有の
詳細を含む場合がありますが、1つのインスタンスまたはクラスター全体に設定された instancesと varsの
リストは、すべての TPA構成の基本ビルディングブロックです。

すべて tpaexec configure

オプションは、何らかの方法で config.yml 変数に変換されます。1 つのオプションは複数の変数たと
えば、--bdr-version は postgres_version 、tpa_2q_repositories 、edb_repositories 、
extra_postgres_extensions などを設定できますが、コマンドを実行してできることはエディターで
いつでも実行できます。

YAML構文の観点では、config.yml全体が cluster_varsや instancesなどのキーを含むハッシュを表しま
す。各キーが 1度だけ定義されていることを確認する必要があります。誤って cluster_varsを繰り返した場
合、2番目の定義が前者を完全にオーバーライドし、次の展開はシャドウされた変数が欠落しているために意図し
ない変更を行う可能性があります。

TPAは、クラスタートポロジ全体の一貫性をチェックしますたとえば、ロール「レプリカ」でインスタンスを宣
言する場合、その上流インスタンスの名前も宣言し、そのインスタンスが存在する必要があります。ただし、それ
は妨げるものではありませんインスタンスに好きな変数を設定します。十分な注意を払い、変更を運用環境にロー
ルアウトする前にテスト環境で変更を試す必要があります。

9.1.2 変数

Ansibleの用語では、ほとんどの構成設定は「インベントリー変数」です。TPAは、プロビジョニング中にインベン
トリーで cluster_varsを group_varsクラスター全体に適用し、各インスタンスの varsを host_vars

に変換し、デプロイメントはインベントリー値を使用します。config.ymlを変更した後、̀ `tpaexec deploy``の前に
tpaexec provisionを実行することを忘れないでください。

クラスター全体、個々のホスト、またはその両方に変数を設定できます。ホスト変数はグループ変数をオーバーラ
イドします。実際には、cluster_varsで x: 42を設定することは、すべてのホストの varsで設定するこ
とと同じです。デプロイメント中に xを必要とするホストには、いずれの場合も値 42が表示されます。ホストは
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常に最も具体的な値を参照するため、グループにいくつかのデフォルト値を設定し、必要に応じて特定のインスタ
ンスにオーバーライドすると便利です。

可能な限り、cluster_varsで変数を定義し、特定のインスタンスでそれらをオーバーライドすると、確認と変
更が簡単な簡潔な構成が得られます。繰り返しが少なくなります。それを超えて、特定の設定がグループ変数また
はホスト変数としてより意味があるかどうかは、あなたが決定する必要があります。

9.1.3 クラスター変数

cluster_varsの下のキーは、有効な YAMLタイプにマップでき、Ansibleインベントリのグループ変数に直
接変換されます。

cluster_vars:

postgres_version: 14

tpa_2q_repositories:

- products/bdr3/release

- products/pglogical3/release

postgres_conf_settings:

bdr.trace_replay: true

この場合、tpaexec provision は 3 つの変数文字列、リスト、およびハッシュを group_vars/

tag_Cluster_name/01-cluster_name.ymlのインベントリに書き込みます。

9.1.4 インスタンス変数

このドキュメントでは、config.ymlの特定のインスタンスに対して定義された変数を参照するために「インスタン
ス変数」という用語を使用しています。例、これは一般的なインスタンス定義です。

instances:

- Name: unwind

node: 1

backup: unkempt

location: a

role:

- primary

- bdr

volumes:

- device_name: root

encrypted: true

volume_size: 16

volume_type: gp2

- device_name: /dev/xvdf

encrypted: true

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

vars:

volume_for: postgres_data

volume_size: 64

volume_type: gp2

platform: aws

type: t3.micro

vars:

ansible_user: ec2-user

postgres_conf_directory: /opt/postgres/conf

このインスタンスの varsで定義された変数はすべてインベントリーのホスト変数になりますが、インベントリー
内のすべてのホスト変数は varsのみから取得されるわけではありません。platform、location、volumes
、role などの他の一部のインスタンス設定もホスト変数としてインベントリにコピーされますが、代わりに
varsまたは cluster_varsでこれらの設定を定義することはできません。

varsの外部の設定は、インスタンスのプロパティたとえば Nameおよび nodeまたはクラスターのトポロジ内
のその場所たとえば role、backupまたはそれらはプラットフォーム固有の属性たとえばインスタンス type

および volumesなどを記述する場合があります。。varsでは定義できないことを除き、これらのインスタンス
の「設定」とインスタンス「変数」を区別する必要があることはほとんどありません。

この場合、tpaexec provisionは多くのホスト変数を host_vars/unwind/01-instance_vars.yml

のインベントリに書き込みます。

9.1.5 instance_defaults

これは、config.ymlの繰り返しをさらに削減するメカニズムです。cluster_varsとして定義できないインスタ
ンス設定に最も役立ちます。例、次のように書くことができます。

instance_defaults:

platform: aws

type: t3.micro

tags:

AWS_ENVIRONMENT_SPECIFIC_TAG_KEY: some_mandated_value

instances:

- node: 1

Name: one

- node: 2

Name: two

- …
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instance_defaultsの下で指定したものは、instancesのすべてのエントリーのデフォルトとして機能し
ます。この例では、各インスタンスの platformおよび typeのスペルアウトを保存し、すべてのインスタンス
を別のタイプに変更するのが簡単になります。インスタンスが別の値を指定している場合、もちろんデフォルトよ
り優先されます。

instance_defaultsは、instancesを定義する際に使用するマクロ機能であると考えると役立つでしょう。
最終的にインベントリに書き込まれるものは、instancesの展開された定義のみから来ます。cluster_vars
または instance_defaultsに何かを入れるかどうかを決定しようとしている場合、それはおそらく前者に属
します変数たとえば、platformまたは typeなどとして定義できません。これは、多くのプラットフォーム固
有のプロパティに当てはまります AWSリソースタグなど)は、プロビジョニングでのみ使用され、展開中は使用
されません。

instance_defaultsメカニズムは、インスタンスの varsを埋めるために使用することを妨げるものではあ
りません。デフォルトのハッシュ値は、instancesエントリーで指定されたハッシュとマージされます。ただ
し、cluster_varsで同じデフォルトを設定し、必要に応じてインスタンスにオーバーライドするよりもこれを
行うことに特に利点はありません。よくわからない場合は、cluster_varsを使用してください。

9.1.6 ロケーション

config.ymlで locationsのリストを指定することもできます。

locations:

- Name: first

az: eu-west-1a

region: eu-west-1

subnet: 10.33.110.128/28

- Name: second

az: us-east-1b

region: us-east-1

subnet: 10.33.75.0/24

instances:

- node: 1

Name: one

location: first

…

インスタンスが location: firstまたは location: 0を指定する場合、その場所の設定はそのインスタ
ンスのデフォルトとして機能します。ここでも、instance_defaultsと同様に、インスタンスはその場所か
ら継承するデフォルトをオーバーライドできます。また、この機能を使用して、インスタンスの varsを入力でき
ます。これは、インスタンスの半分にのみ適用されるデフォルトと、残りの半分に異なる値がある場合に役立ちま
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す。上記の例のプラットフォーム固有の設定の場合。

ロケーションは、インスタンスが「オプトイン」できる設定のコレクションを表します。それらを使用して、さま
ざまなデータセンター、AWS リージョン、Docker ホスト、または完全に他のものを表すことができます。TPA
は、特定の解釈を想定または強制しません。

9.2 Instance configuration

このページでは、クラスターインスタンスでの展開プロセスをカスタマイズするために TPAが提供するさまざま
な制御の概要を、より詳細なドキュメントへのリンクとともに紹介します。

デプロイメントの詳細に入る前に、
an overview of configuring a cluster を読んで、config.ymlのクラスター変数、インスタンス変数、およびその
他のメカニズムがどのように連携して、簡潔でレビューが簡単な構成を書くことができるようにする方法
を理解すると役立ちます。

9.2.1 システムレベルの構成

TPAが最初に行うことは、Pythonがブートストラップされ、Ansibleモジュールディストリビューション固有のプ
ロセスを実行する準備ができていることを確認することです。次に、以下の Postgres configurationに進む前に、さ
まざまなシステムレベルの構成タスクを完了します。

• ディストリビューションのサポート

• TPA Python環境のセットアップ preferred_python_version

• Environment variables例 https_proxy

パッケージリポジトリ

pre-deploy hook を使用できます

パッケージリポジトリが構成される前にタスクを実行します。

• Configure YUM repositories

RHEL、Rocky、および AlmaLinuxの場合

• Configure APT repositories

Debianおよび Ubuntuの場合

• Configure 2ndQuadrant and EDB repositories

任意のシステムで
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• Configure a local package repository

パッケージをターゲットインスタンスにシップするため

post-repo hook を使用できます

パッケージリポジトリが構成された後にタスクを実行するにはたとえば、パッケージをインストールする前にリ
ポジトリ構成の問題を修正します。

パッケージのインストール

リポジトリが構成されると、パッケージは展開のさまざまな段階でインストールされます。システムパッケージの
バッチから始めます。

• Install non-Postgres packages

例、acl、openssl、sysstat

Postgresおよびその他のコンポーネント Barman、repmgr、pgbouncerなどは、クラスター構成に応じて個別にイ
ンストールされます。これらは、以下の独自のセクションに文書化されています。

その他のシステムレベルのタスク

• Create and mount filesystems RAID、LUKSセットアップを含む

• Upload artifactsファイル、ディレクトリ、tarアーカイブ

• Set sysctl values

• Configure /etc/hosts

• Manage ssh_known_hosts entries

• Add system locale

9.2.2 Postgres

Postgres構成は、repmgrや pgbouncerなどの他のコンポーネントのセットアップと連携する拡張プロセスです。そ
れは Postgres自分自身をインストールすることから始まります。
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バージョンの選択

configure options を使用して Postgres フレーバーとバージョンを選択するか、 config.yml で
postgres_version

を設定して、インストールする Postgresメジャーバージョンを指定します。

作業用クラスターをセットアップするために実際に必要な作業はこれだけです。このページのその他の部分はす
べてオプショナル。必要に応じて、展開のすべての側面を制御できますが、デフォルトは注意深く調整されて、開
始点として合理的なクラスターを提供します。

インストール

デフォルトの postgres_installation_methodでは、アーキテクチャのニーズに応じて、選択した Postgres
のバージョンのパッケージをさまざまな拡張機能とともにインストールします。

• Install Postgres and Postgres-related packages

例、pglogical、BDRなど

• Build and install Postgres and extensions from source

開発およびテスト用

どのインストール方法を選択するかにかかわらず、TPAは最小限の労力で同じクラスター構成を提供できます。

構成

• Configure the postgres Unix user

• Run initdb to create the PGDATA directory

• Configure pg_hba.conf

• Configure pg_ident.conf

• Configure postgresql.conf

postgres-config hook を使用できます

Postgres 構成ファイルがインストールされた後にタスクを実行するには追加の構成ファイルをインストールし
ます。

Postgresの構成が配置されると、TPAは、アーキテクチャの詳細に従って、Barman、repmgr、pgbouncer、haproxy
などの他のコンポーネントのインストールと構成を開始します。
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9.2.3 その他のコンポーネント

• Configure Barman

• Configure pgbouncer

• Configure haproxy

• Configure HARP

• Configure EFM

サービスの構成と開始

TPA は、各サービスの systemd サービスユニットファイルをインストールします。Postgres のサービスの名前は
postgres.serviceで、systemctl start postgresで開始または停止できます。

最初の展開では、Postgresサービスが開始されます。tpaexec deployを再度実行している場合、行った構成変
更によっては、サービスがリロードまたは再起動される場合があります。もちろん、サービスが既に実行されてお
り、変更がない場合は、放置されます。

いずれの場合も、この手順の最後に Postgresは実行されます。

9.2.4 Postgresを起動した後

• Create Postgres users

• Create Postgres tablespaces

• Create Postgres databases

• Configure pglogical replication

• Configure .pgpass

postgres-config-final hook を使用できます

起動後の Postgres 構成が完了した後にタスクを実行するため SQL クエリを実行してオブジェクトを作成または
データをロードするためなど。

• Configure BDR

post-deploy hook を使用できます

展開プロセスが完了した後にタスクを実行します。
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9.3 Building from source

TPAは、Postgresおよびその他の必要なコンポーネントをソースからビルドし、デフォルトのパッケージインス
トールの場合とまったく同じ構成でクラスターを展開できます。これにより、ソースから繰り返し展開して、アー
キテクチャやプラットフォームに関係なく、特定のセットアップのあらゆる側面を再現する現実的な完全構成の
クラスターで変更をすばやくテストすることができます。

特定のコンポーネントのパッケージインストールを他のコンポーネントのソースビルドと組み合わせることもで
きます。たとえば、パッケージから Postgresをインストールし、ソースから pglogicalと PGDをコンパイルできま
すが、パッケージの依存関係により、ソースから pglogicalをインストールし、パッケージから PGDをインストー
ルできません。

ソースビルドは、開発、テスト、およびサポート操作で使用することを目的としています。

9.3.1 クイックスタート

2ndQPostgres、pglogical3、および bdrはすべて安定したブランチからビルドされたものを使用してクラスターを
スピンアップします。

$ tpaexec configure ~/clusters/speedy -a BDR-Always-ON \

--layout bronze \

--harp-consensus-protocol etcd \

--install-from-source \

2ndqpostgres:2QREL_13_STABLE_dev \

pglogical3:REL3_7_STABLE \

bdr3:REL3_7_STABLE

上記と同様ですが、公式 gitリポジトリから 2ndQPostgresソースコードをビルドし、指定されたローカルワーク
ツリーを使用して pglogicalおよび BDRをビルドするクラスターをセットアップします。この機能は Dockerに固
有です。

$ tpaexec configure ~/clusters/speedy \

--architecture BDR-Always-ON --layout bronze \

--harp-consensus-protocol etcd \

--platform docker \

--install-from-source 2ndqpostgres:2QREL_13_STABLE_dev \

pglogical3 bdr3 \

--local-source-directories \

pglogical3:~/src/pglogical bdr3:~/src/bdr

クラスターを展開した後、後続の実行で tpaexec deploy … --skip-tags build-cleanを使用して、
ビルドディレクトリを再利用できます。それ以外の場合、ビルドディレクトリはビルドを開始する前に空にされ
ます。

96 第 9 章 Customization



Trusted Postgres Architect, リリース 23.25.0

カスタムの場所とビルドパラメーターを使用して Postgres、pglogical、BDR、およびその他のコンポーネントをビ
ルドする方法の詳細な説明を読んでください。

9.3.2 構成

ソースビルドの構成には 2つの側面があります。

特定のソースの組み合わせを実行するクラスターのみが必要な場合は、tpaexec configureを実行して、選
択したコンポーネントをダウンロード、コンパイル、およびインストールするための合理的なデフォルトで構成を
生成します。上記の例に示すように、Postgresまたは Postgres Extended、pglogical、および BDRをビルドし、ビ
ルドするブランチ名を指定できます。

基になるメカニズムは、コマンドラインオプションで許可される以上の機能を備えています。config.ymlを編集す
ることにより、さまざまなソースリポジトリのクローンを作成したり、ビルドの場所を変更したり、別の configure
または buildパラメーターを指定したり、buildコマンドを完全に再定義したりできます。したがって、Postgres、
pglogical、および BDR以外のものをビルドできます。

使用可能なオプションはここに文書化されています。

• Building Postgres from source

• Building extensions with `install_from_source <Installing from source>`

9.3.3 ローカルソースディレクトリ

TPAを使用して、Gitリポジトリからではなくローカルソースディレクトリから Postgresおよび/または拡張機能
をビルドする Dockerコンテナをプロビジョニングできます。

--install-from-sourceを使用して、ビルドするものを宣言しているとします。

$ tpaexec configure ~/clusters/speedy \

--architecture BDR-Always-ON --layout bronze \

--harp-consensus-protocol etcd \

--platform docker \

--install-from-source 2ndqpostgres:2QREL_13_STABLE_dev \

pglogical3:REL3_7_STABLE bdr3:REL3_7_STABLE \

…

デフォルトでは、これは Postgres Extended、pglogical3、および bdr3の既知のリポジトリのクローンを作成し、指
定されたブランチをチェックアウトして、ビルドします。ただし、--local-source-directoriesを追加し
て、代わりにホストマシンからソースを直接取得するように指定できます。

$ tpaexec configure ~/clusters/speedy \

--architecture BDR-Always-ON --layout bronze \

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

--harp-consensus-protocol etcd \

--platform docker \

--install-from-source 2ndqpostgres:2QREL_13_STABLE_dev \

pglogical3 bdr3 \

--local-source-directories \

pglogical3:~/src/pglogical bdr3:~/src/bdr \

…

この構成でも Postgres Extendedはリポジトリからインストールされますが、ホスト上の指定されたディレクトリ
から pglogical3および bdr3ソースを取得します。これらのディレクトリは、gitリポジトリがクローン作成される
のと同じ場所にある Dockerコンテナに読み取り専用でバインドマウントされ、デフォルトのツリー外ビルドが通
常のように続行されます。

コンポーネントのローカルソースディレクトリを指定する場合、ビルドするブランチを指定することはできませ
ん。上記の例の--install-from-sourceの pglogical3:REL3_7_STABLEと pglogical3を参照して
ください。ソースディレクトリはコンテナに読み取り専用でマウントされるため、TPAはそれを変更することは
できません。git pullも git checkoutも。ローカルにチェックアウトしたブランチ、コミットされていな
い変更などを取得します。

--local-source-directoriesを使用すると、config.ymlに Dockerボリューム定義のリストが含まれます。

local_source_directories:

- /home/ams/src/pglogical:/opt/postgres/src/pglogical:ro

- /home/ams/src/bdr:/opt/postgres/src/bdr:ro

- ccache-bdr_src_36-20200828200021:/root/.ccache:rw

ccache

TPAは、すべての種類のソースビルドにデフォルトで ccacheをインストールします。ローカルソースディレクト
リで Dockerクラスターを使用している場合、デフォルトでは、新しい Dockerボリュームがクラスターのコンテ
ナに接続され、共有 ccacheディレクトリとして機能します。このボリュームはホストから完全に分離され、クラ
スターがプロビジョニング解除されるときに削除されます。

--shared-ccache /path/to/host/ccache configureオプションを使用して、有効期間の長い共有 ccache
ディレクトリを指定します。このディレクトリは、コンテナに r/wバインドマウントされ、そのコンテンツはホス
トとコンテナの間で共有されます。

デザインとして、ホストでコンパイルされたバイナリをコンテナに直接インストールする方法はありません。
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9.3.4 リビルド

ソースからビルドされたコンポーネントを使用してクラスターを展開した後、tpaexec rebuild-sources

コマンドを使用して tpaexec deployを再実行せずに、これらのコンポーネントをすばやくリビルドできます。
これにより、コンテナ上の gitリポジトリからビルドされたコンポーネントに対して git pullが実行され、す
べてのコンポーネントがリビルドされます。

9.4 TPA hooks

TPA は、ユーザーの介入なしで完全な機能のクラスターをセットアップでき、カスタムリポジトリとパッケー
ジ、カスタム Postgres 構成 pg_hba.conf と postgresql.conf の両方を含むさまざまな settings to control your cluster

configurationを既に提供しています。

フックスクリプトを作成して、使用可能な構成設定では満たされない特定のニーズに対応できます。フックを使用
すると、展開中に任意の Ansibleタスクを実行できます。

フックは TPAの究極の拡張メカニズムであり、それらを使用してできることに制限はありません。それらは注意
して使用し、追加のメンテナンス負担が発生することに注意してください。TPA開発者はフックコードについて
の洞察がなく、予想される段階でフックを呼び出すことを超えて、リリース間の互換性を保証できません。

9.4.1 概要

クラスターディレクトリの hooksサブディレクトリの下に特定の名前のファイルを作成すると、TPAは以下で
説明するように、展開プロセスのさまざまな段階でそれらを呼び出します。

$ mkdir ~/clusters/speedy/hooks

$ cat > ~/clusters/speedy/hooks/pre-deploy.yml

- --

- debug: msg="hello world!"

フックスクリプトは include_tasksで呼び出されるため、Ansibleタスクのリストを含む YAML ファイルで
あることが想定されますプレイのリストを含むプレイブックではありません。以下に特に記載されていない限り、
フックは展開内のすべてのホストに対して無条件に実行されます。

9.4. TPA hooks 99



Trusted Postgres Architect, リリース 23.25.0

9.4.2 汎用フック

展開前

TPAは、Pythonをブートストラップした後すぐに hooks/pre-deploy.ymlを呼び出しますが、リポジトリの
構成やパッケージのインストールなど、他のことを行う前に。これは、独自のコードを実行できる最初の段階です。

このフックを使用して、
apt_repositories または yum_repositories でできることを超えて、カスタムリポジトリー構成をセットアップ
できます。

ポストリポジトリ

TPA は、パッケージリポジトリの構成後に hooks/post-repo.ymlを呼び出します。これを使用して、パッ
ケージのインストールを開始する前にリポジトリー構成を修正できます。

pre-initdb

TPAは、
run initdb to create PGDATA が存在しない場合、run initdb to create PGDATA を決定する前に hooks/

pre-initdb.yml

を呼び出します。通常、このフックを使用する必要はありませんが、これを使用して PGDATAを自分自身で作成
すると、TPAは initdbをスキップします。

postgres-config

TPAは、pg_hba.confおよび conf.dのファイルを含む Postgres構成ファイルを生成した後、サーバーが起動する
前に hooks/postgres-config.ymlを呼び出します。

このフックを使用して、たとえば、conf.dの下に追加の構成ファイルを作成できます。

postgres-config-final

TPA は、 Postgres を起動し、ユーザー、データベース、および拡張機能を作成した後、 hooks/

postgres-config-final.yml を呼び出します。このフックを使用して、SQL コマンドを実行できます。
たとえば、カスタム拡張機能の構成を実行したり、データベースオブジェクトを作成したりできます。
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harp-config

TPAは、HARP構成ファイルを生成した後、HARPサービスが開始される前に hooks/harp-config.ymlを
呼び出します。

このフックを使用して、たとえば、TPAのビルトインインターフェイスによって提供されない HARPプロキシの
カスタマイズを実行できます。

このフックは、PGDノードを含む HARPパッケージをインストールするノードで実行されることに注意してくだ
さい。

展開後

TPAは、展開の最後に hooks/post-deploy.ymlを呼び出します。

この段階の後は、好きなことを続けることができます。

このフックを使用して、TPA展開中に生成または変更された構成ファイルを変更すると、次の tpaexec deploy

が変更を上書きするリスクがあります TPAはフックが何をしたのかを知りません。

9.4.3 PGDフック

これらのフックは、PGD展開に固有です。

bdr-pre-node-creation

TPA は、インスタンスに初めて PGD ノードを作成する前に、すべてのインスタンスで hooks/

bdr-pre-node-creation.yml を呼び出します。必要なすべての PGD ノードが既に存在する場合、フッ
クは呼び出されません。
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bdr-post-group-creation

TPA は、first_bdr_primaryインスタンスで PGD ノードグループを作成した後、すべてのインスタンスで
hooks/bdr-post-group-creation.ymlを呼び出します。必要な PGDグループが既に存在する場合、フッ
クは呼び出されません。

bdr-pre-group-join

TPAは、レプリケーションセットを作成、変更、または削除し、必要なサブスクリプションを構成した後、ノード
に参加する前に、すべてのインスタンスで hooks/bdr-pre-group-join.ymlを呼び出します。

このフックを使用して、SQLコマンドを実行し、ノード参加が開始する前に必要になるレプリケーションセット
の構成とサブスクリプションに対してその他の調整を実行できます。

たとえば、PGD監視レプリケーションセットを調整して、新しいテーブルを自動的に追加し、一般的に DDLフィ
ルタを作成できます。

9.4.4 その他のフック

postgres-pre-update、postgres-post-update

メジャーバージョンの Postgresのアップグレードコマンドは、パッケージをインストールする前に特定の
インスタンスで hooks/postgres-pre-update.yml

を呼び出し、パッケージのインストールが完了した後に hooks/postgres-post-update.ymlを呼び出しま
す。どちらのフックも、更新されるインスタンスでのみ呼び出されます。

これらのフックを使用して、環境に合わせて更新プロセスをカスタマイズできますたとえば、他のパッケージをイ
ンストールし、TPAが管理しないサービスを停止および再起動します。

9.4.5 新しいフック

EDBは、必要に応じて TPAに新しいフックを追加します。ユースケースが既存のフックでカバーされていない場
合は、私たちに連絡して問題について話し合ってください。
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CLUSTER MANAGEMENT

10.1 Upgrading your cluster

tpaexec upgradeコマンドは、TPAクラスターで実行されているソフトウェアをアップグレードするために
使用されます。tpaexec deployはアップグレードを実行しません。

このコマンドは、以前の tpaexec update-postgresコマンドを置き換えます。

10.1.1 はじめに

config.yml に変更を加えた場合、それらの変更を適用する方法は、tpaexec provision に続いて tpaexec

deployを実行することです。

このルールの例外は、tpaexec deployが既にインストールされているパッケージの別のバージョンのインス
トールを拒否することです。代わりに、tpaexec upgradeを使用してソフトウェアアップグレードを実行する
必要があります。

このコマンドは、クラスター操作の中断を最小限に抑えてアップグレードを実行しようとします。特殊なアップグ
レードプロセスの正確な詳細は、以下に文書化されているように、クラスターのアーキテクチャによって異なり
ます。

アップグレードするときは、アップグレードを開始する前に常に barmanを使用してバックアップをとり、アップ
グレードのために確保されている時間中に実行されるスケジュールされたバックアップを無効にする必要があり
ます。

一般に、TPAはインスタンスごとに続行し、影響を受けるサービスの停止、新しいパッケージのインストール、必
要に応じて構成の更新、サービスを再起動し、ランタイム構成の変更を実行してから、次のインスタンスで同じこ
とを行う前に。プロセス中の任意の時点で、クラスターのノードの 1つだけが使用不可になります。

クラスターを PGD-Always-ONにアップグレードする場合、または既存の PGD-Always-ONクラスターをアップグ
レードする場合、tpaexec upgradeコマンドラインにオプション-e enable_proxy_monitoring=true

を追加することにより、アップグレード中にプロキシノードのステータスのモニタリングを有効にできます。有効
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にすると、bdrデータベースに追加のテーブルが作成され、アップグレードの実行中に監視データがそこに書き込
まれます。モニタリングを有効にすることによるパフォーマンスへの影響は非常に小さいため、有効にすることを
お勧めします。

10.1.2 構成

多くの場合、マイナーバージョンのアップグレードでは、config.yml を変更する必要はありません。tpaexec
upgradeを実行するだけで、インストールされたパッケージの利用可能な最新バージョンに優雅な方法でアップ
グレードします。それが正確に何を意味するかは、クラスターの詳細によって異なります。

場合によっては、アップグレードには、新しいパッケージのインストールとサービスの再起動を超える追加の手順
が含まれる場合があります。たとえば、BDR4から PGD5にアップグレードするには、新しいパッケージリポジ
トリをセットアップし、プロセス中に BDRノードとグループ構成に特定の変更を加える必要があります。

このような場合、ソフトウェアのアップグレードを有効にするプロセスの一部として必要な複雑な手順がある場
合、tpaexec upgradeはこれらの手順を実行します。たとえば、上記のシナリオでは、新しい PGD5パッケー
ジリポジトリを構成します通常、これは deployでも行います。

ただし、アップグレードプロセス自分自身に直接必要な変更のみを行います。たとえば、config.ymlを編集して新
しい Postgresユーザーまたはデータベースを追加する場合、これらの変更はアップグレード中に行われません。混
乱を避けるために、ソフトウェアのアップグレードプロセスを開始する前に、無関係の保留中の変更を tpaexec

deployすることをお勧めします。

10.1.3 BDR-Always-ONから PGD-Always-ONへのアップグレード

注 BDR バージョン 3.7 を使用する迷彩有効クラスターの BDR -Always-ON から PGD-Always-ON へのアップグ
レード手順は、まだサポートされていません。このサポートは後のリリースで提供される予定です。

BDR-Always-ONから PGD-Always-ONつまり BDR3/4から PGD5にアップグレードするには、最初に tpaexec

reconfigureを実行します。

$ tpaexec reconfigure ~/clusters/speedy\

--architecture PGD-Always-ON\

--pgd-proxy-routing local

このコマンドは、config.yml を読み取り、クラスターをアップグレードするために必要な変更を行い、新しい
config.ymlを書き込みます。呼び出しの詳細については、the command’ s own documentationを参照してください。
変更を確認した後、tpaexec upgradeを実行してアップグレードを実行します。

$ tpaexec upgrade ~/clusters/speedy\

または、プロキシモニタリングを有効にしてアップグレードを実行するには、
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$ tpaexec upgrade ~/clusters/speedy\

-e enable_proxy_monitoring=true

tpaexec upgrade は tpaexec provision を自動的に実行して、Ansible インベントリーを更新します。
アップグレードプロセスでは、次のことを行います。

1. クラスターをアップグレードするためのすべての前提条件が満たされていることを確認します。

2. クラスター内のインスタンスごとに、正しいリポジトリーが構成されていること、および必要な postgres
パッケージがそれらの中で利用可能なことを確認します。

3. クラスター内の BDRノードごとに、一度に 1つずつ -ノードをフェンスして、harp-プロキシがそれに接続
を送信しないようにします。- BDR4を PGD5に置き換えるなど、postgresを停止、更新、および再起動し
ます。-ノードのフェンスを解除して、再び接続を受信できるようにします。-このノードに該当する場合、
pgbouncerおよび pgd-cliを更新します。

4. クラスター内のインスタンスごとに、BDR v5専用の BDR構成を更新します

5. クラスター内のプロキシノードごとに、一度に 1つずつ次のことを行います。- pgd-proxyを設定します。-
harpプロキシを停止します。- pgd-proxyを起動します。

6. harp-proxyとそのサポートファイルを削除します。

10.1.4 PGD-Always-ON

既存の PGD-Always-ON PGD5クラスターを最新の利用可能なソフトウェアバージョンにアップグレードする場
合、アップグレードプロセスは次を実行します。

1. クラスターをアップグレードするためのすべての前提条件が満たされていることを確認します。

2. クラスター内のインスタンスごとに、正しいリポジトリーが構成されていること、および必要な postgres
パッケージがそれらの中で利用可能なことを確認します。

3. クラスター内の BDR ノードごとに、一度に 1 つずつ次のことを行います。-ノードをフェンスして、
pgd-proxyがそれに接続を送信しないようにします。- postgresを停止、更新、および再起動します。-ノー
ドのフェンスを解除して、再び接続を受信できるようにします。- このノードに適用される pgbouncer、
pgd-proxy、および pgd-cliを更新します。
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10.1.5 BDR-Always-ON

BDR-Always-ONクラスターの場合、アップグレードプロセスはクラスターインスタンスを 1つずつ実行し、次の
ことを実行します。

1. サーバーがメンテナンス中であることを haproxyに伝えます。

2. インスタンスがアクティブサーバーの場合、pgbouncerに再接続し、アクティブなセッションが閉じられる
まで待機するように要求します。

3. Postgresを停止し、パッケージを更新し、Postgresを再起動します。

4. 最後に、haproxyを介して要求を受信するためにサーバーを再度「準備ができている」としてマークします。

PGD論理スタンバイまたは物理レプリカインスタンスは、haproxyまたは pgbouncerの相互作用なしで更新され
ます。クラスター内の非 Postgresインスタンスは放置されます。

update_hosts変数を定義することにより、クラスターのインスタンスが更新される順序を制御できます。

$ tpaexec upgrade ~/clusters/speedy \

-e update_hosts=quirk,keeper,quaver

これは、シャドウサーバーが最初に更新されるように、アクティブな PGDプライマリインスタンスを最後にリス
トすることにより、更新中のリード/シャドウのスイッチオーバーを最小限に抑えるのに役立つ場合があります。

環境で追加のアクションが必要な場合、postgres-pre-update and postgres-post-update hooks

パッケージのインストール手順の前後にカスタム Ansibleタスクを実行できます。

10.1.6 M1

M1クラスターの場合、upgradeは最初にストリーミングレプリカを 1つずつ更新し、次に tpaexec switchover

プライマリからレプリカのいずれかに接続し、プライマリを更新して、再びスイッチオーバーします。

10.1.7 パッケージバージョンの選択

デフォルトでは、クラスターを作成したときにパッケージバージョン Postgres、PGD、または pglogicalなどを明
示的に指定しなかった場合、tpaexec upgradeはインストールされたパッケージの最新の利用可能なバージョ
ンに更新します。

--xxx-package-versionオプション postgres、bdr、pglogicalなどを tpaexec configureに使用するか、config.yml
で xxx_package_version変数を定義することにより、特定のバージョンを選択した場合、インストールされ
たパッケージが既に要件を満たしているため、アップグレードは何も行いません。要求されたバージョン。
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この場合、config.yml を編集し、バージョン設定を削除し、tpaexec provision を再実行する必要がありま
す。更新により、最新の利用可能なパッケージがインストールされます。以下に示すように、コマンドラインで
バージョンを指定することにより、特定のバージョンに更新できます。

$ tpaexec upgrade ~/clusters/speedy -vv \

-e postgres_package_version="2:11.6r2ndq1.6.13*" \

-e pglogical_package_version="2:3.6.11*" \

-e bdr_package_version="2:3.6.11*"

ここでのバージョン構文は、OSディストリビューションとパッケージマネージャーによって異なることに注意し
てください。特に、yumは*xyz*ワイルドカードを受け入れますが、aptは xyz*のみを理解します上記の例の
ように。

注
tpaexec-configureの package_versionでのワイルドカードの使用の制限を参照してください。

要求した Postgres、PGD、および pglogicalパッケージバージョンの組み合わせが賢明であることを確認するのは
あなたの責任です。つまり、これらは連携して動作し、インストールしたものから新しいバージョンへのアップグ
レードパスが存在する必要があります。

PGDクラスターの場合、パッケージマネージャーの依存関係の解決に依存して正しい依存関係を選択するのでは
なく、3つのコンポーネントすべて Postgres、PGD、pglogicalの正確なバージョンを明示的に指定することをお勧
めします。

運用環境で実行する前に、QA環境でアップグレードをテストすることを強くお勧めします。

10.2 tpaexec switchover

tpaexec switchoverコマンドは、cluster that uses streaming replicationのプライマリとレプリカの間で制御さ
れたスイッチオーバーを実行します。このコマンドを実行すると、選択したレプリカが新しいプライマリに昇格
し、元のプライマリは新しいレプリカになり、クラスター内の他のレプリカは新しいプライマリに従うように再構
成されます。

このコマンドは、ロールを切り替える前にクラスターが正常であることを確認し、事前に repmgr サービスを
シャットダウンせずに実行されるように設計されています。

これは、--siblings-followオプションを指定して repmgr standby switchoverを実行することと同
じです。
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10.2.1 例

このコマンドは、replicanameを~/clusters/speedyの新しいプライマリにします。

$ tpaexec switchover ~/clusters/speedy replicaname

10.2.2 アーキテクチャオプション

このコマンドは M1 clustersにのみ適用されます

1つの書き込み可能なプライマリインスタンスと 1つ以上の読み取り専用レプリカがあります。

BDR-Always-ONクラスターの場合、
HAProxy server pool management commandsを使用して PGDインスタンスのメンテナンスを実行します。

10.3 BDR/HAProxy server pool management

tpaexec pool-disable-serverおよび pool-enable-serverコマンドを使用すると、BDR-Always-ON
clusterの PGDインスタンスを、メンテナンスのために HAProxyアクティブサーバープールから一時的に削除し、
その後に追加できます。

これらのコマンドは、デフォルトで rolling updates と同じプロセスに従うため、pool-disable-server は、
PGD インスタンスに対するアクティブなトランザクションが完了し、pgbouncer が完了する前に新しい接続を
別のインスタンスに転送するのを待機します。アクティブなセッションが終了するまで待機したくない場合は、
--nowaitオプションを使用します。

インスタンスで pool-disable-serverの直後に pool-enable-serverを実行すると、すべてのアクティ
ブなトラフィックが別のインスタンス本質的にスイッチオーバーに移動する効果があります。これにより、インス
タンスの可用性を維持しながら、長時間実行される VACUUMコマンドなどのオンラインメンテナンスタスクを
実行できます。

haproxy_backend_serversの同じセットで構成された複数の HAProxyサーバーが存在する場合、このコマ
ンドは、指定されたサーバーを関連するすべてのプロキシのプールに並行して削除または追加します。
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10.3.1 例

$ tpaexec pool-disable-server ~/clusters/clockwork orange # --nowait

# HAProxy will no longer direct any traffic to the PGD instance named

# orange, so you can perform maintenance on it (e.g., run `tpaexec

# rehydrate`).

$ tpaexec pool-enable-server ~/clusters/clockwork orange

サーバープールからインスタンスを削除すると、プール内の他のインスタンスに障害が発生しても、HAProxyは
トラフィックをそれに転送しません。メンテナンスアクティビティが終了したら、サーバーをアクティブなプール
に追加することを忘れないでください。

10.4 tpaexec rehydrate

tpaexec rehydrate コマンドは、更新されたマシンイメージ AMI で AWS EC2 インスタンスを再構築し、
TPAによって管理されるクラスターにセキュリティパッチと OSアップグレードを迅速に展開できます。

必要な変更をすべて備えた新しい AMIが与えられると、このコマンドはインスタンスを終了し、新しいイメージ
を使用する新しくプロビジョニングされたインスタンスに置き換え、サーバーの構成を正確に再作成する前に古
いインスタンスからデータボリュームを接続します config.yml )。

最新のイメージを公開し、定期的なスケジュールでサーバーをスクラッチから再構築することは、サーバーフリー
トに個々のセキュリティ更新を自分自身でダウンロードしてインストールできるようにするための代替手段です。
これにより、各サーバーの状態を一目で追跡することが簡単になり、個々のサーバーへの手動変更を防ぎますイン
スタンスの置換中に一掃されます。

TPAを使用すると、リハイドレーション中にクラスター全体の中断を最小限に抑えることが簡単になりますが、
プロセスには、個々のサーバーが終了および置き換えられるときに必然的にダウンタイムが含まれる必要があり
ます。

streaming replication cluster では、最初にレプリカをリハイドレートしてから、tpaexec switchoverを使用でき
ます

リハイドレートする前にプライマリをレプリカに変換します。
BDR-Always-ON clustersでは、リハイドレートする前に `remove each server from the

haproxy server pool <tpaexec-server-pool/>`__を実行し、後で追加して戻すことができます。

Postgres および関連コンポーネントのマイナーバージョンの更新をインストールするだけの場合は、代わりに
tpaexec upgradeコマンドを使用できます。
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10.4.1 前提条件

インスタンスをリハイドレートできるようにするには、config.yml のデータボリュームごとに
delete_on_termination: no および attach_existing: yes を指定する必要があります。新しい
インスタンスには、必ず新しい EBSルートボリュームがあります。

デフォルトでは、EC2インスタンスを終了すると、それにアタッチされている EBSボリュームも終了します。こ
の場合、新しいインスタンスに再アタッチしたいため、delete_on_terminationを無効にする必要がありま
す。attach_existing設定により、TPAは、新しいインスタンスをプロビジョニングするときに古いボリュー
ムを検索し、見つかった場合は、実行後にインスタンスにアタッチします。

古いインスタンスを手動で停止または終了しないでください。tpaexec rehydrateコマンドは、インスタン
スを安全にリハイドレートできることを確認した後にこれを実行します。

10.4.2 例

~/clusters/nightに AWSクラスター構成があると仮定します。

構成を変更する

最初に、config.ymlを編集し、新しい AMIを指定する必要があります。例

ec2_ami:

Name: RHEL-8.3_HVM-20210209-x86_64-0-Hourly2-GP2

Owner: 309956199498

各データボリュームで delete_on_terminationが無効になっていることを確認します。パラメーターが存
在しない場合、AWS EC2管理コンソールからその値を確認できます。’ Instances’ をクリックし、インスタンスを
選択してから、[Description]タブを開き、[Block devices]までスクロールし、EBSボリュームをクリックします。
“Delete on termination” フラグが trueに設定されている場合、

change it using `awscli <#appendix>`ことができます。また、attach_existing

を確認し、まだ設定されていない場合は yesに設定します。

次に、両方の属性が正しく設定された例を示します。

instances:

- node: 1

Name: vlad

subnet: 10.33.14.0/24

role: primary

volumes:

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

- device_name: /dev/xvdf

volume_type: gp2

volume_size: 16

attach_existing: yes

delete_on_termination: false

vars:

volume_for: postgres_data

mountpoint: /var/lib/pgsql

ボリュームパラメーターは instance_defaultsおよび特定のインスタンスで設定できることに注意してくだ
さい。volumes: を検索し、関連するすべてのボリュームにこれらの 2つの属性が設定されていることを確認し
ます。

水分補給を開始します

次に、re水和コマンドの構文を示します。

$ tpaexec rehydrate ~/clusters/night instancename

単一のインスタンス名またはインスタンス名のコンマ区切りリストを指定できますが、クラスター内のすべての
インスタンスを一度にリハイドレートすることはできません。

このコマンドは、リハイドレートされるインスタンスに接続されているすべての非ルート EBS ボリュームの
delete_on_termination フラグが false に設定されていることを確認します。これに当てはまらない場合、
インスタンスが終了する前にエラーで停止します。

ボリューム属性が正しく設定されている場合、コマンドは最初に各インスタンスを終了し、次にプロビジョニング
と展開を実行して、新しい AMIを使用する新しいインスタンスに置き換えます。

10.4.3 段階的に水分補給する

クラスターの継続性を維持するために、クラスターを段階的にリハイドレートすることをお勧めします。

たとえば、プライマリインスタンス、2つのレプリカ、および Barmanバックアップサーバーを備えた cluster that
uses streaming replicationでは、最初に Barmanインスタンスと 1つのレプリカ、次に別のレプリカ、次に

tpaexec switchover プライマリからリハイドドレプリカのいずれかに tpaexec switchover をリハイドレートで
きます。前者はリハイドレートプライマリ、およびオプションで元のプライマリにスイッチオーバーしま
す。このシーケンスにより、1つのプライマリと 1つのレプリカが常に利用できるようになります。
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10.4.4 付録

awscliを使用してボリューム属性を変更する

最初に、AWS管理コンソールでインスタンスと EBSボリュームを見つけます。’ Instances’ をクリックしてイン
スタンスを選択し、[Description]タブを開いて [Block devices]までスクロールし、EBSボリュームを選択します。
delete_on_terminationを無効にするには、--region、--instance-id、およびブロックデバイス名
を正しい値に置き換えた後、次のコマンドを実行します。

$ aws ec2 modify-instance-attribute \

--region eu-west-1 --instance-id i-XXXXXXXXXXXXXXXXX \

--block-device-mappings \

[{"DeviceName": "/dev/xvdf", "Ebs": {"DeleteOnTermination": false}}]

インスタンスのデータボリュームごとにこれを行います。少し遅延すると、管理コンソールに変更が表示されま
す。tpaexec rehydrateは、インスタンスを安全にリハイドレートできることも検出します。
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MISCELLANEOUS

11.1 TPA and Ansible Tower/Ansible Automation Controller

TPAは、スタンドアロンマシンで構成とプロビジョニングの手順を実行し、クラスターをベアメタルとして扱い、
結果のインベントリおよびその他の生成されたファイルを Tower にインポートすることにより、RedHat Ansible
Automation Controller旧 Ansible Towerで使用できます。。

独自の仮想環境 tpa-venvを含む Towerインスタンスへの TPAインストールは、Towerの展開手順に使用されます。

このドキュメントでは、Ansible Towerバージョン 3.8の適切な手順について説明します。

11.1.1 TPAを使用するためのタワーの準備

TPA仮想環境のセットアップ

• Towerサーバーの/opt/EDB/TPAの下に tpaexecをインストールします。これは、TPAがパッケージからイ
ンストールされるときのデフォルトの場所です。

• /opt/EDB/TPA/tpa-venvの下に仮想環境を作成し、必要なパッケージをインストールする tpaexec setup

を実行します。

• TPA ディレクトリ /opt/EDB/TPA を Tower UI の [システム設定] ページの [CUSTOM VIRTUAL
ENVIRONMENT PATHS]フィールドに追加します。

TPA_2Q_SUBSCRIPTION_TOKEN資格情報タイプの作成

以下の説明のように、「TPA_2Q_SUBSCRIPTION_TOKEN」と呼ばれるカスタム資格情報タイプを作成します。

• Tower UIの [ Credentials Type ]ページに移動します。

• “NAME” フィールドを” TPA_2Q_SUBSCRIPTION_TOKEN” に設定します。

• これを「INPUT CONFIGURATION」フィールドに貼り付けます。
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fields:

- id: tpa_2q_sub_token

type: string

label: TPA_2Q_SUBSCRIPTION_TOKEN

required:

- tpa_2q_subscription_token

• これを「INJECTOR CONFIGURATION」フィールドに貼り付けます。

env:

TPA_2Q_SUBSCRIPTION_TOKEN: {{ tpa_2q_sub_token }}

• “SAVE” ボタンをクリックします。

11.1.2 クラスターのセットアップ

• クラスターに使用するホストが Towerインストールで既知であること、SSH経由でアクセスできる資格情
報があること、および ansible_host、public_ip、および private_ipが設定されていることを確認します。

• tpaexec がインストールされているマシンで、ホスト名のリストを含むファイルを 1 行に 1 つずつ準備し
ます。

mercury

venus

mars

jupiter

saturn

neptune

• tpaexec configureを実行します。

[tpa]$ tpaexec configure <clustername> \

--platform bare \

--use-ansible-tower https://aac.example.com/api \

--tower-git-repository ssh://git@git.example.com/example \

--hostnames-from <hostnamefile> \

--architecture BDR-Always-ON \

--layout bronze \

--harp-consensus-protocol bdr \

--postgresql 14

APIエンドポイントは現在受け入れられ、config.ymlに追加されていますが、使用されていません。gitリポジトリ
は、クラスターデータを Towerにインポートするために使用されます。tpaexecは、このクラスターのリポジトリ
に独自のブランチを作成するため、そこに既に存在するブランチは関係ありません。これにより、すべてのクラス
ターに同じリポジトリを使用できます。
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クラスター構成で説明しているように、tpaexec configure

の他のすべてのオプションは引き続き有効です。

これにより、クラスターにちなんだ名前のクラスターディレクトリが作成されます。

• config.yml には、トップレベルディクショナリ ansible_tower が含まれます。これにより、tpaexec
provisionはクラスターを Towerクラスターとして処理します。

• その他の変更が必要な場合は、config.ymlを編集します。

• tpaexec provisionを実行して、インベントリおよびその他の関連ファイルを生成します。

• gitリポジトリを使用して Towerにプロジェクトを追加します。

• プロジェクトからインベントリを外部ソースとしてインベントリに追加します。

• TPA仮想環境、インベントリ、および新しく作成したプロジェクトを指定して、Towerでテンプレートを
作成します。また、ホストに到達するために必要な資格情報、および TPA サブスクリプショントークン
TPA_2Q_SUBSCRIPTION_TOKENを使用した資格情報も含めます。

• 1つの追加変数 tpa_dir: /opt/EDB/TPAを設定します

• 新しいテンプレートに基づいてジョブを実行して、クラスターを展開します。

11.2 TPA, Ansible, and sudo

TPAは sudoで Ansibleを使用して、ターゲットインスタンスで昇格した特権でタスクを実行します。このページ
では、Ansibleが sudoを使用する方法決して TPA固有ではありません、および TPAで管理されているシステムへ
の影響について説明します。

TPAには root権限が必要です。

• パッケージをインストールするためオペレーティングシステムのネイティブパッケージマネージャーを使
用した必須パッケージ、および pipを使用したオプションパッケージ

• サービスを停止、リロード、および再起動するため Postgres、repmgr、efm、etcd、haproxy、pgbouncerなど

• 他のさまざまなタスクを実行するためたとえば、クラスターファクトの収集、スイッチオーバーの実行、ク
ラスターノードのセットアップ

TPA は sudo を使用できることも必要です。ansible_user: root を設定することにより、root として直接
sshインすることができますが、引き続き sudoを使用して他のユーザー postgresなどとしてタスクを実行します。
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11.2.1 Ansible sudo呼び出し

Ansibleが sudoを使用してタスクを実行すると、ターゲットインスタンスに次のようなプロセスが表示されます。

/bin/bash -c sudo -H -S -n -u root /bin/bash -c \

""echo BECOME-SUCCESS-kfoodiiprztsyerriqbjuqhhbemejgpc ; \

/usr/bin/python2"" && sleep 0

sudo yum install -y xyzpkgのようなものを期待していた人は、これに驚くことがよくあります。一般
に、Ansibleのほとんどのタスクは、認識可能なシェルコマンドを実行するのではなく、Pythonインタープリター
を呼び出して Pythonコードを実行します。Playbookは rawシェルコマンドを実行できますが、TPAはそのよう
なタスクを Pythonインタープリターをブートストラップするためにのみ使用します。

Ansibleモジュールには、さまざまな複雑さの Pythonコードが含まれており、Ansibleプレイブックは YAML形
式で書かれた単なるシェルスクリプトではありません。任意の Ansibleプレイブックを実行するのと同じことを行
うシェルコマンドを「抽出」する方法はありません。

Ansibleが sudo privilege escalation must be generalを使用する方法の重要な結果が 1つあります。つまり、一部の
管理者が慣れているように、sudoers.confで sudo呼び出しを特定のコマンドに制限することはできません。ほと
んどのタスクは Pythonを呼び出すだけです。すべてのコマンドにランダムな文字列がなければ、Pythonへの sudo
アクセスを制限できますが、Pythonが rootとして実行されると、とにかくできることに対する事実上の制限があ
りません。

ターゲットホストで Pythonモジュールを実行するのは、Ansibleの動作です。これはどれも TPAに固有ではなく、
これらの考慮事項は他の Ansibleプレイブックに等しく適用されます。

11.2.2 おすすめ

• SSH公開キーベースの認証を使用して、ターゲットインスタンスにアクセスします。

• SSHユーザーがパスワードなしで sudoコマンドを実行できるようにします。

• コマンドではなく時間でアクセスを制限します。

TPAは、クラスターを最初にセットアップするとき、またはメンテナンスウィンドウなどに構成を変更するため
に tpaexec deployを再度実行するときのみにアクセスが必要です。それまでは、そのアクセスを完全に無効
にすることができます sshと sudoの両方を 1行の変更で。

デプロイメント中に、Ansibleが行うことはすべて、プレイブックの動作と指定したパラメーターに基づいて予測
可能であり、各アクションは、ターゲットインスタンスのシステムログ、および tpaexec自分自身が実行されるマ
シンの Ansibleログに表示されます。

Ansibleの焦点は、実行できるアクションにきめの細かい制限を課すことよりも、実行時に何をするのかの可視性
を提供することであるため、昇格した特権はスコープではなく時間でより適切に割り当ておよび管理されます。
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11.2.3 SSHおよび sudoパスワード

パスワードなしの SSHキー認証とパスワードなしの sudoアクセスを設定することを強くお勧めしますが、パス
ワードを使用することも可能です。

tpaexec を実行する前に環境で ANSIBLE_ASK_PASS=yes および ANSIBLE_BECOME_ASK_PASS=yes を設
定すると、Ansibleはリモートサーバーのログインパスワードと sudoパスワードを入力するように求めます。次
に、リモートサーバーで login/sudoパスワードプロンプトをネゴシエートし、指定したパスワードを送信しますこ
れにより、Playbookの実行時間が著しく長くなります。

パスワードの組み合わせを使用してアクセスを制限するよりも、必要がないときに特定のアカウントを介したアク
セスを完全に無効にする方が効果的なセキュリティ制御であると考えられるため、この操作モードはお勧めしま
せん。sshの公開キー認証を使用すると、サーバーにアクセスできる人を効果的に制御できます。許可されたユー
ザーごとに 1つのプライベートキーを保護することは、1つまたは複数の共有パスワードを保護するよりも簡単で
す。また、ssh / sudoレベルでのアクセスを必要な場合に制限すると、メンテナンス期間にパスワードは追加のセ
キュリティを追加しません。

11.2.4 sudoオプション

sudoで Ansibleを使用するには、sudoers.confで requirettyを設定しないでください。

必要に応じて、ansible.cfg の [privilege_escalation] セクションで become_flags 、または環境の
ANSIBLE_BECOME_FLAGS、またはインベントリの ansible_become_flagsを設定することにより、Ansible
が使用する sudoオプション-H -S -nを変更できます。3つの方法はすべて同等ですが、特定の必要がある場合
にのみ sudoオプションを変更してください。デフォルトが選択されたのには十分な理由があります。たとえば、
パスワードなしの sudoが誤って構成されている場合、-S -nを削除するとタスクがタイムアウトします。

11.2.5 ロギング

プレイブックの実行の場合、sudoログは主に Pythonの呼び出しを表示します誰かが sudo -iを使用するときに
bashの呼び出しのみを表示するのと同様に。

詳細については、syslogには、ターゲットインスタンスでの各モジュール呼び出しの正確な引数が表示されます。
そのモジュールが呼び出された理由の高レベルのビューについては、コントローラの ansible.logに、そのタスクが
しようとしたことと結果が表示されます。

さらに詳細な監査データの独立したソースが必要な場合は、サーバーで auditdを実行し、SELinuxログファイルを
使用できます。bpftrace/bccからさらに詳細なシステムコールレベルの情報を取得できます。たとえば、opensnoop
はシステムで開かれているすべてのファイルを表示し、execsnoopはシステムで実行されたすべてのプロセスを表
示します。ニーズに応じて、これらのことのいずれかまたはすべてを実行できますが、ロギングの増加に伴うオー
バーヘッドの増加という明らかな注意事項。
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11.2.6 ローカル権限

installation instructions for TPA

sudoは、「runこれらのコマンドを root attemptsで実行する」の短縮形としてのみ言及しています。TPAがインス
トールされ、tpaexec setupを実行すると、TPA自分自身はローカルマシンでの昇格した特権を必要としませ
ん。ただし、Docker を使用する場合、Docker デーモンへの接続が許可されたグループに属するユーザーとして
tpaexecを実行する必要があります。

11.3 TPA - PuTTY Configuration guide

Windowsで PuTTYを使用して、TPAユーティリティ tpaexecプロビジョニング*によって作成された AWSイン
スタンスに sshを介して接続するには、Amazonが生成したプライベートキー形式.pemからキーを変換する必要
があります EC2を PuTTY形式.ppkに変換します。

# Provision the cluster

[tpa]$ tpaexec provision <clustername>

PuTTYには、PuTTYgenという名前のツールがあり、キーを必要な形式に変換できます。

11.3.1 キー変換

プライベートキーを見つけます

クラスターディレクトリ<clustername>でプライベートキーを見つけます。名前付けは、id_が接頭辞を付け
た config.ymlで設定された cluster_name変数に従って名前付けられます。例、cluster_nameが testenv1に設定さ
れている場合、プライベートキーの名前は id_testenv1になります。

キーを.pemとして保存

このファイルを Windows ファイルシステムにコピーし、.pem ファイルとして保存します。この例では
id_testenv1.pem -テキストファイルにカットアンドペーストすると、これにうまく機能します。

キー変換

PuTTYgenを起動し、[パラメーター]の下で、生成するキーの適切なタイプを選択します。

PuTTYgenの古いバージョンの場合、SSH-2 RSAを選択します。最近のバージョンの場合 select RSA

• SSH-1 RSAは選択しないでください
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次に、Loadを選択します。PuTTY Private Key Files (*.ppk)と記載されたボックスで、All Files (*.*)を選択する
必要があります。

.pemファイルを選択し、Openを選択して、OKをクリックします。

Save private keyを選択し、Yesをクリックして、パスフレーズなしでキーを保存することに関する警告を無視し
ます。ファイルのサフィックスが.ppkであることを確認し、.pemファイルと同じ名前を選択します。この例では、
ファイル名は id_testenv1.ppkになります。

11.3.2 PuTTYの構成

PuTTY を起動し、Category ウィンドウから Session を選択します。Host Name パネルに<user>@<IP
address>と入力し、ポートパネルに 22と入力します。

<user> お よ び<IP address> は、 ``tpaexec provision`` ユ ー テ ィ リ テ ィ に よ っ て 作 成 さ れ
る<clustername>/ssh_configファイルにあります。

Putty Categoryウィンドウで、Connectionを選択し、SSHを展開して Authを選択します

認証用の秘密キーファイル *とマークされたパネルで、Browseをクリックし、上記で保存した.ppkファイルを選
択し、Openを選択します

Putty Categoryウィンドウで、Sessionを再度選択し、Saved Sessionsにセッション名を入力して、Save

この保存されたセッションを選択することにより、PuTTYを介して AWSホストに接続できるようになります。

11.4 Troubleshooting

11.4.1 Python仮想環境を再作成します

時々、Python venvは一貫性のない状態になる場合があります。その場合、最も簡単な解決策は削除して再作成す
ることです。壊れた venvの症状には、次のようなプロビジョニング中のエラーが含まれる場合があります。

TASK [Write Vagrantfile and firstboot.sh] **** **** **** **** **** **** **** ␣

→˓**** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

→˓**** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **

failed: [localhost] (item=Vagrantfile) => {"changed": false, "checksum":

→˓"bf1403a17d897b68fa8137784d298d4da36fb7f9", "item": "Vagrantfile", "msg": "Aborting,

→˓ target uses selinux but python bindings (libselinux-python) arent installed!"}

新しい仮想環境を作成するには tpaexecがデフォルトの場所にインストールされていると仮定します。
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[tpa]$ sudo rm -rf /opt/EDB/TPA/tpa-venv

[tpa]$ sudo /opt/EDB/TPA/bin/tpaexec setup

11.4.2 資格情報に関する奇妙な AWSエラー

TPAサーバーの時刻と日付が正しくない場合、プロビジョニング中にこれと同様の AWSエラーを取得する場合
があります。

TASK [Register key tpa_cluster in each region] **** **** **** **** **** **** ␣

→˓**** **** **** **** **** **

An exception occurred during task execution. To see the full traceback, use -vvv. The␣

→˓error was: ClientError: An error occurred (AuthFailure) when calling the␣

→˓DescribeKeyPairs operation: AWS was not able to validate the provided access␣

→˓credentials

failed: [localhost] (item=eu-central-1) => {"boto3_version": "1.8.8", "botocore_

→˓version": "1.11.8", "changed": false, "error": {"code": "AuthFailure", "message":

→˓"AWS was not able to validate the provided access credentials"}, "item": "eu-

→˓central-1", "msg": "error finding keypair: An error occurred (AuthFailure) when␣

→˓calling the DescribeKeyPairs operation: AWS was not able to validate the provided␣

→˓access credentials", "response_metadata": {"http_headers": {"date": "Thu, 27 Sep␣

→˓2018 12:49:41 GMT", "server": "AmazonEC2", "transfer-encoding": "chunked"}, "http_

→˓status_code": 401, "request_id": "a0d905ba-188f-48fe-8e5a-c8d8799e3232", "retry_

→˓attempts": 0}}

解決策-時刻と日付を正しく設定します。

[tpa]$ sudo ntpdate pool.ntp.org

11.4.3 ロギング

デフォルトでは、すべての tpaexecログはログファイル<clusterdir>/ansible.logに保存されます

ログファイルの場所を変更するには、環境変数 ANSIBLE_LOG_PATHを目的の場所に設定します。たとえば、

export ANSIBLE_LOG_PATH=~/ansible.log

ロギングの詳細度を高めるには、-v /-vv /-vvv /-vvvv /-vvvvv を tpaexec コマンドラインに追加するだけ
です。

[tpa]$ tpaexec deploy <clustername> -v

- v shows the results of modules

- vv shows the files from which tasks come

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

- vvv shows what commands are being executed on the target machines

- vvvv enables connection debugging, what callbacks have been loaded

- vvvvv shows some additional ssh configuration, filepath information

11.4.4 クラスターテスト

既存のクラスターをスモークテストする簡単な方法は、次を実行することです。

[tpa]$ tpaexec test <clustername>

これにより、クラスターコンポーネントの機能テストが実行され、続いて pgbench を使用してクラスターのパ
フォーマンステストが実行されます。pgbench は完了までに時間がかかるため、次のコマンドを実行してベンチ
マークを省略できます。

[tpa]$ tpaexec test <clustername> --skip-tags pgbench

testロールのタグは repmgr,postgres,barman,pgbenchです

複数のタグを指定する場合、スペースなしでコンマ区切りである必要があることに注意してください。例

[tpa]$ tpaexec test <clustername> --skip-tags barman,pgbench

11.4.5 TPAサーバーテスト

TPAサーバー自分自身のインストールを確認するには、次のコマンドを実行します。

[tpa]$ tpaexec selftest

11.4.6 特定のタグをスキップまたは含める

障害が発生した後に tpaexec プロビジョニングまたは展開を再実行する場合、時間の観点から、特定のタグをス
キップしてタスクを見逃すことが役立つ場合があります。例、repmgrタスクを見逃すには

[tpa]$ tpaexec deploy <clustername> --skip-tags repmgr

タグを指定して特定のタスクの再実行にすぐにジャンプするには-たとえば、PGDタスクをすぐに実行するには古
い理由からタグは bdrです。

11.4. Troubleshooting 121



Trusted Postgres Architect, リリース 23.25.0

[tpa]$ tpaexec deploy <bdr-clustername> --tags bdr

これは、以前のタスクがすべて正常に完了したことを前提としていることに注意してください。

関連するアーキテクチャの役立つ可能性のあるすべてのタグを見つけるには、次を実行します。

[tpa]$ grep -rs "tags:" /opt/EDB/TPA/architectures
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12.1 How TPA uses 2ndQuadrant and EDB repositories

このページでは、TPAが EDB 2ndQuadrantを含むソフトウェアをダウンロードできるパッケージソース、選択し
たソフトウェアに応じてソースがどのように異なるか、および各ソースへのアクセスを構成する方法について説
明します。

このページでは、EDBおよび 2ndQuadrantソースの特別な構成オプションとロジックのみを説明することに注意
してください。任意の Configuring YUM repositories または Configuring APT repositories リポジトリは、ここで説明
するロジックとは無関係に追加できます。同様に、パッケージは downloaded in advanceにすることができます。

必要に応じてローカルリポジトリのサポートに追加します。

12.1.1 TPAが使用するパッケージソース

TPAは、3つのパッケージソースからソフトウェアをダウンロードします。これらの各ソースは、複数のリポジト
リを提供します。場合によっては、同じソフトウェアが複数のソースから入手できる場合があります。

• EDB Repos 2.0

• EDB Repos 1.0

• 2ndQuadrant Repos

デフォルトでは、TPAは select sources and repositories automatically

指定したアーキテクチャおよびその他のオプションに基づいて設定されるため、通常はこれらを変更する必要はあ
りません。ただし、使用されるすべてのソースの有効なサブスクリプションがあること、および exported the token

tpaexec deployを実行する前に行ってください。そうしないと、操作は失敗します。

注釈: EDBは、Repos 2.0を介してすべてのソフトウェアを公開中であり、最終的に古いリポジトリを削除する予

https://www.enterprisedb.com/repos/
https://www.enterprisedb.com/repos/legacy
https://techsupport.enterprisedb.com/customer_portal/sw/
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定です。

12.1.2 パッケージソースを使用した認証

EDB Repos 2.0を使用するには、

tpaexecを実行する前に export EDB_SUBSCRIPTION_TOKEN=xxxを行う必要があります。the web interface
からサブスクリプショントークンを取得できます。

2ndQuadrant repositoriesを使用するには、

tpaexecを実行する前に export TPA_2Q_SUBSCRIPTION_TOKEN=xxxを行う必要があります。2ndQuadrant
ポータルの左側メニューの [会社情報]の下、[会社]からサブスクリプショントークンを取得できます。一部のリ
ポジトリは、事前の手配がある場合にのみ利用できます。

EDB Repos 1.0を使用するには、username:password

形式でアクセス資格情報を含むテキストファイルを作成し、 tpaexec を実行する前に export

EDB_REPO_CREDENTIALS_FILE=/path/to/credentials/fileを実行する必要があります。

リストされているサイトのアカウントをお持ちでない場合は、https://www.enterprisedb.com/user/register?
destination=/repository-access-requestでアクセスに登録できます。

12.1.3 デフォルトでソースが選択される方法

PGD-Always-ON アーキテクチャを選択した場合、リポジトリは EDB Repos 2.0 から選択され、すべてのソフト
ウェアはこれらのリポジトリからソースされます。

M1アーキテクチャが選択され、プロプライエタリな EDBソフトウェアが選択されない場合、すべてのパッケー
ジは PGDGから調達されます。プロプライエタリな EDBソフトウェアを選択した場合、すべてのパッケージは
EDB Repos 2.0からソースされます。

BDR-Always-ONアーキテクチャの場合、デフォルトソースは 2ndQuadrantであり、必要なリポジトリはこのソー
スから追加されます。さらに、PGDGリポジトリは、必要に応じて PostgreSQLや etcdなどのコミュニティパッ
ケージに使用されます。2ndQuadrant リポジトリで利用できない EDB ソフトウェアが必要な場合たとえば EDB
Advanced Server、リポジトリは EDB Repos 1.0から選択されます。
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12.1.4 EDB 2.0リポジトリの指定

各インスタンスにインストールする EDB Repos 2.0 からリポジトリの完全なリストを指定するには、
edb_repositoriesを EDBリポジトリ名のリストに設定します。

cluster_vars:

edb_repositories:

- enterprise

- postgres_distributed

この例では、enterpriseおよび postgres_distributedリポジトリを構成し、EPASおよび PGD5製品へ
のアクセスを付与します。Debianまたは Ubuntuシステムでは、APTリポジトリを使用し、RedHatまたは SLES
システムでは、それぞれ yumまたは zypperフロントエンドを介して rpmリポジトリを使用します。

EDBリポジトリが指定されている場合、指定された 2ndQuadrantリポジトリは無視され、EDB Repos 1.0はイン
ストールされません。

12.1.5 2ndQuadrantリポジトリの指定

2ndQuadrantパブリックリポジトリに加えて、各インスタンスにインストールする 2ndQuadrantリポジトリの完全
なリストを指定するには、tpa_2q_repositoriesを 2ndQuadrantリポジトリ名のリストに設定します。

cluster_vars:

tpa_2q_repositories:

- products/pglogical3/release

- products/bdr3/release

この例では、pglogical3および bdr3リリースリポジトリをインストールします。Debianおよび Ubuntuシステム
では APTリポジトリを使用し、RedHatシステムでは YUMリポジトリを使用します。

dl/default/releaseリポジトリは、次の場合を除き、常にデフォルトでインストールされます。

• 明示的に設定 tpa_2q_repositories: []、または

• edb_repositoriesに少なくとも 1つのエントリがある。

上記のいずれかでは、2ndQuadrantリポジトリはインストールされません。
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12.2 Managing clusters in a disconnected or air-gapped environment

インターネットへの直接接続が許可されないセキュリティ制御された環境では、展開を完了するために TPAが必
要とするすべてのパッケージを提供する必要があります。これは、クラスター内の各ノードのローカルリポジトリ
を介して実行できます。TPAは、

local-repo を介して各ノードでのカスタムリポジトリの追加をサポートし、必要なパッケージは tpaexec

download-packagesコマンドを使用してダウンロードできます。

12.2.1 準備

TPAをインストールできるインターネットに接続されたマシンを選択し、以下の手順に従って、既存のクラスター
構成をコピーするか、新しいクラスターを作成します。

注釈: エアギャップサーバーに TPAがまだインストールされていない場合、次の指示に従ってください TPAをイ
ンストールする場所

インストールします。

切断された環境に既存のクラスターがある場合、インターネットに接続されたホストで必要なのは config.ymlだけ
です。ディレクトリを作成し、そのファイルをコピーします。次に、そのディレクトリで tpaexec relinkを
実行して、通常は tpaexec configureによって作成される残りのファイルを生成します。

または、ターゲットインスタンスがネットワークアクセスを持たない環境の新しい構成を作成するには、このオプ
ションを使用して新しいクラスターを構成します。

tpaexec configure --use-local-repo-only …

これは、--enable-local-repoが行うことをすべて行い、他のすべてのパッケージリポジトリの構成を無効
にします。RedHatインスタンスでは、これには、サブスクリプションベースのサービスへのアクセスの無効化も
含まれます。

既存のクラスターでは、config.ymlで use_local_repo_only: yesを設定できます。

cluster_vars:

use_local_repo_only: yes

注インターネットに接続された環境と切断された環境で個別のクラスター構成は必要ないことに注意してくださ
い、以下のオプションは両方で機能します。

using local-repo for distributing packagesの詳細
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12.2.2 パッケージのダウンロード

インターネットに接続されたマシンで、
docker installed があることを確認し、実行します。

tpaexec download-packages cluster-dir --os <OS> --os-version <version>

:ref:`package downloader <Installing packages>` の詳細な説明を参照してください。

12.2.3 ターゲット環境へのパッケージのコピー

生成されるリポジトリは、cluster-dir/local-repoディレクトリに含まれます。これは、ターゲット OS
の完全なパッケージリポジトリです。このディレクトリを、接続されたコントローラから、クラスターの展開に使
用される切断されたコントローラにコピーします。ディレクトリをクラスターディレクトリの下の同じ場所に配
置します。TPAは、deployの実行時にパッケージをインスタンスに自動的にコピーします。

12.2.4 切断された環境での展開

クラスター config.yml が 準備で上記のように構成されていることを確認します。通常どおりに tpaexec

provisionおよび deployを実行します。

12.2.5 切断された環境での更新

メジャーバージョンの Postgresのアップグレードコマンドを使用して、エアギャップ環境で更新を実行で
きます。このコマンドを実行する前に、接続されたコントローラで download-packages

を実行し、更新されたリポジトリを切断されたコントローラにコピーする必要があります。

12.3 Configuring APT repositories

このページでは、Debian および Ubuntu システムで APT パッケージリポジトリを構成する方法について説明し
ます。

apt_repositoriesで名前付けリポジトリを定義し、apt_repository_listで名前をリストすることに
よりどのリポジトリを使用するかを決定できます。

cluster_vars:

apt_repositories:

Example:

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

key_id: XXXXXXXX

key_url: https://repo.example.com/path/to/XXXXXXXX.asc

repo: >-

deb https://repo.example.com/repos/Example/ xxx-Example main

apt_repository_list:

- PGDG

- Example

この構成では、GPGキー key_urlから取得した ID key_idを使用して、PGDGリポジトリデフォルトで既に定
義されているものと新しい例リポジトリの指定された repo行複数可を使用して/etc/apt/sources.list.d
の下に新しいエントリーをインストールします。

追加のリポジトリを構成するとき、PGDGパッケージをインストールする場合は、apt_repository_listに
PGDGを含めることを忘れないでください。

リポジトリをインストールしないように apt_repository_list: []を設定できます。

12.4 Uploading artifacts

artifactsを定義して、ファイルをターゲットインスタンスに作成またはコピーできます。

cluster_vars:

artifacts:

- type: path

path: /some/target/path

state: directory

owner: root

group: root

mode: 0755

- type: file

src: /host/path/to/file

dest: /target/path/to/file

owner: root

group: root

mode: 0644

- type: archive

src: example.tar.gz

dest: /some/target/path

- type: directory

src: /host/path/a/

dest: /target/path/b/

次のタイプがサポートされています。

128 第 12 章 Reference



Trusted Postgres Architect, リリース 23.25.0

• pathを使用して、ファイルとディレクトリの所有権またはモードを作成または削除、および変更します内
部で使用する Ansibleの fileモジュールと同じパラメーターを取得します

• fileを使用してコントローラからファイルをコピーし、所有権とモードを設定します copyを使用

• archiveを使用して、アーカイブから指定した場所にファイルを抽出します unarchiveを使用

• directory を使用して、コントローラからターゲットインスタンスにディレクトリを r 同期します
synchronizeを使用

この例では、上記のアーティファクトタイプごとに 1つのエントリーを示していますが、これらのパラメーター、
または対応する Ansibleモジュールが受け入れるその他のパラメーターを使用できます。

ファイルとディレクトリのターゲットインスタンスへのコピーは、十分な一般的なニーズであるため、この機能は
custom hook

を書き込む代わりに使用できる便利なショートカットを提供します。

12.5 Barman

インスタンスに config.ymlで barmanロールが付与されている場合、TPAは Barmanサーバーとして構成して、
backup設定で名前を付けている他のインスタンスのバックアップを取得します。

instances:

- Name: one

backup: two

…

- Name: two

role:

- barman

…

複数の postgresインスタンスは、backupと同じ名前の Barmanサーバーを持つことができます。同様に、1
つの postgresインスタンスは、その backupとして名前付けた Barmanサーバーのリストを持つことができ、
バックアップはすべての名前付けサーバーに取得されます。

デフォルトの Barman構成は、pg_receivewalを使用して PostgreSQLに接続し、WALの継続的なバックアップを
取得し、週に 2回 sshでの rsyncを使用してインスタンスの完全なバックアップを取得します。完全なバックアッ
プとWALは、過去 4週間の任意のポイントにリカバリーできるように十分な期間保持されます。
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12.5.1 Barman構成

各 barmanサーバーでは、グローバル構成ファイルが/etc/barman.confとして作成されます。これには、多
くのバーマン構成変数のデフォルト値が含まれています。バックアップされる postgresサーバーごとに、追加の
Barman構成ファイルが作成されます。サーバー oneをバックアップする場合、ファイルは/etc/barman.d/
one.conf になり、バックアップは/var/lib/barman/one に保存されます。ファイル名とディレクトリ名
は、バックアップされたインスタンスの backup_name 設定から取得され、デフォルトはインスタンスの名前
です。

次の変数はバックアップインスタンスで設定でき、接頭辞 barman_が削除された状態で Barmanの構成に渡され
ます。

variable default

barman_archiver false
barman_log_file /var/log/barman.log
barman_backup_method rsync
barman_compression pigz
barman_reuse_backup link
barman_parallel_jobs 1
barman_backup_options concurrent_backup
barman_immediate_checkpoint false
barman_network_compression false
barman_basebackup_retry_times 3
barman_basebackup_retry_sleep 30
barman_minimum_redundancy 3
barman_retention_policy RECOVERY WINDOW OF 4 WEEKS
barman_last_backup_maximum_age 1 WEEK
barman_pre_archive_retry_script
barman_post_backup_retry_script
barman_post_backup_script
barman_streaming_wals_directory

12.5.2 バックアップスケジュール

TPAは、/etc/cron.d/barmanに cronジョブをインストールします。これは 1分ごとに実行され、barman
cronを呼び出してメンテナンスタスクを実行します。

バックアップされるインスタンスごとに、そのインスタンスのバックアップを取得する別の cron
ジョブを/etc/cron.d/<backup_name> にインストールします。このジョブは、インスタンスの

130 第 12 章 Reference



Trusted Postgres Architect, リリース 23.25.0

barman_backup_interval 変数で決定されたとおりに実行され、デフォルトでは、毎週水曜日と土曜日
の 04:00にバックアップを取得します。

12.5.3 SSHキー

TPAは、postgresおよび barmanユーザーの sshキーペアを生成し、それぞれの~/.sshディレクトリにインス
トールし、お互いの authorized_keysファイルに追加します。postgresユーザーは、WALセグメント構成されてい
る場合をアーカイブするために barmanサーバーに ssh接続できる必要があり、barmanユーザーは Postgresイン
スタンスに ssh接続して、バックアップを取得または復元できる必要があります。

12.6 EDB Postgres Distributed configuration

TPAは、EDB Postgres DistributedPGD、旧名 BDR双方向レプリケーションバージョン 3.7、4.x、および 5.xをイ
ンストールおよび構成できます。

PGDパッケージへのアクセスは、EDBのパッケージリポジトリを介してのみです。パッケージをダウンロードす
るには、有効な EDBサブスクリプショントークンが必要です。

このドキュメントでは、PGD構成のいくつかの側面について触れていますが、詳細の信頼できる説明については
PGD documentationを参照してください。

12.6.1 はじめに

TPAは、Postgres自分自身とともに PGDと依存関係をすべての PGDインスタンスにインストールします。

基本的な Postgresのセットアップを完了し、Postgresを起動した後、TPAは bdr_databaseを作成し、以下で
説明するさまざまな手順を介して PGDクラスターのセットアップを続行します。

12.6.2 インストール

TPAは、使用中の Postgresのバージョンとフレーバー Postgres、Postgres Extended、または EPASなどに応じて、
正しい PGDパッケージをインストールします。

bdr_version を設定して、PGD のどのメジャーバージョン 3、4、5 をインストールするかを決定します。
bdr_package_versionを設定して、インストールする正確なパッケージを決定しますたとえば、最新の 5.0.x
をインストールする場合は ‘5.0*’ 。
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12.6.3 クラスターセットアップの概要

必要なパッケージをインストールし、PGDをロードするように Postgresを構成し、サーバーを起動した後、TPA
は PGDノード、グループ、レプリケーションセット、およびその他のリソースのセットアップを続行します。

次に、TPAが実行する手順の概要を示します。

• 参加するインスタンスごとに PGDノードを作成します bdr.create_node()

• bdr_node_groupsに応じて、1つ以上の PGDノードグループを作成します bdr.create_node_group()を
使用

• 必要に応じて、レプリケーションセットを作成して、どの変更をレプリケートするかを正確に制御します
ノードグループタイプとメンバーシップによって異なります。たとえば、サブスクライバ専用ノードと監視
ノードは特別な処理が必要な場合があります。

• 個々のインスタンスで関連するノードグループに参加する

• サブグループ RAFTまたはプロキシルーティングを有効にするなど、追加構成を実行します。

このプロセスには、クエリの複雑なシーケンスの実行が含まれます。一部は各インスタンスで順番に、他はパラレ
ルで。手順を簡単に行うために、TPAは任意の PGDプライマリインスタンスをクラスターの「first_bdr_primary」
として指定し、これを使用しますインスタンスを使用して、これらのクエリのほとんどを実行します。インスタン
スはそれ以外の点では特別ではなく、その IDは PGD構成自分自身にとって重要ではありません。

12.6.4 インスタンスロール

roleに bdrを含むすべてのインスタンスは PGDインスタンスであり、暗黙的に postgresサーバーインスタ
ンスでもあります。

ロールに readonlyが含まれる PGDインスタンスは、ロジカルスタンバイノード pause_in_standby設定
で PGDノードグループに参加します。昇格の対象です。

ロールに subscriber-onlyを持つ PGDインスタンスはサブスクライバー専用ノードであり、レプリケートさ
れた変更を受信しますが、公開しません。

ロールに witnessが含まれる PGDインスタンスは、監視ノードです。

上記のすべての PGD インスタンスは、暗黙的に primary インスタンスでもあります。例外は、ロールに
replicaを持つインスタンスです。これは、上流の PGDインスタンスの物理的ストリーミングレプリカを示し
ます。このようなインスタンスは、推奨される PGDアーキテクチャには含まれておらず、現在 TPAではサポー
トされていません。
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12.6.5 構成設定

以下で説明する設定は、クラスター内のすべての PGD インスタンスに均一に設定されるように、通常は
cluster_vars で設定する必要があります。一部の場合 bdr_database など、さまざまなインスタンスに
異なる値を設定できますが、他の場合、結果は未定義ですたとえば、すべてのインスタンスが完全に同じ値の
bdr_node_groupsを持つ必要があります。

cluster_varsの下でクラスター全体の均一な値を設定することにより、PGD構成を定義することを強くお勧
めします。

bdr_database

bdr_databaseデフォルト bdrdbは PGDで初期化されます。

bdr_node_group

bdr_node_groupの設定デフォルトクラスター名に基づいて、インスタンスがどの PGDクラスターに参加す
るかを指定します。外部コンポーネントたとえば、pgd-proxyまたは harp-proxyなどの特定のクラスターを識別す
るためにも使用されます。

bdr_node_groups

これは、グループ参加ステージ前に作成する必要がある PGDノードグループのリストですクラスターに追加のサ
ブグループが必要な場合。

通常、tpaexec configureは、選択したアーキテクチャに基づいて適切な値を生成します。

cluster_vars:

bdr_node_groups:

- name: topgroup

- name: abc_subgroup

node_group_type: data

parent_group_name: topgroup

options:

location: abc

…

最初のエントリーは、クラスターの bdr_node_group用である必要があります。

リストの後続の各エントリは parent_group_nameを指定する必要があり、node_group_typeオプショナ
ルを指定する場合があります。

各エントリは、グループオプションのオプションのキー/値のマッピングを持つ場合があります。使用可能なオプ
ションは PGDバージョンによって異なります。
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bdr_child_group

インスタンスに bdr_node_groupsで記載されているグループの名前に bdr_child_groupが設定されてい
る場合、bdr_node_groupの代わりにそのグループに参加します。

bdr_commit_scopes

これは commit scopesのオプショナルリストです

PGDデータベース PGD 4.1以降で利用可能に存在する必要があります。

cluster_vars:

bdr_commit_scopes:

- name: somescope

origin: somegroup

rule: ALL (somegroup) ON received …`
- name: otherscope

origin: othergroup

rule: …
…

各エントリは、コミットスコープの name、originグループの名前、およびコミットスコープ ruleを指定す
る必要があります。グループは bdr_node_groupsのエントリに対応する必要があります。

bdr_commit_scopesを明示的に設定すると、TPAは必要に応じてコミットスコープを作成、変更、またはド
ロップして、データベースが構成と一致することを確認します。設定しない場合、既存のコミットスコープはその
ままになります。

12.6.6 その他のノート

フック

TPA は、PGD クラスターセットアッププロセス中に bdr-node-pre-creation、bdr-post-group-creation、および
bdr-pre-group-join

TPA hooksを呼び出します。
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データベースの照合順序

TPAは、クラスター内のすべてのインスタンスの PGDデータベースが同じ照合順序 LC_COLLATE設定がある
ことを確認します。同じ PGDクラスター内のデータベースに異なる照合順序があると、データ損失のリスクが発
生します。

12.6.7 PGDの古いバージョン

TPA は、BDR v1 Postgres 9.4 のパッチ適用バージョンを使用、v2 Postgres 9.6、または v3.7 より前の PGD バー
ジョンの展開を積極的にサポートまたはテストしなくなりました。

12.7 Distribution support

TPAは、各ターゲットインスタンスで実行されているディストリビューションを検出して適応します。このページ
には、アクティブにサポートされているプラットフォームと、以前にサポートされていた「古いディストリビュー
ション」がリストされています。古いプラットフォームへの展開は、必要なパッケージにアクセスできる限り機能
する可能性がありますが、これは TPAのサポートされている使用とは見なされず、運用使用には適していません。

完全にサポートされているプラットフォームは、TPAを実行するホストシステムとして、および TPAが Postgres
クラスターを展開するターゲットシステムの両方としてサポートされています。

12.7.1 Debian x86

• Debian 11/bulseyeは完全にサポートされています

• Debian 10/busterが完全にサポートされています

• Debian 9/stretchは古いディストリビューションです

• Debian 8/jessieは古いディストリビューションです

12.7.2 Ubuntu x86

• Ubuntu 22.04/jammyは完全にサポートされています

• Ubuntu 20.04/focalは完全にサポートされています

• Ubuntu 18.04/bionicは古いディストリビューションです

• Ubuntu 16.04/xenialは古いディストリビューションです
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12.7.3 RedHat x86

• RHEL / Rocky/AlmaLinux/Oracle Linux 9.xが完全にサポートされています python3のみ

• RHEL / CentOS / Rocky / AlmaLinux 8.xが完全にサポートされています python3のみ

• RHEL / CentOS 7.xが完全にサポートされています python2のみ

12.7.4 SLES

• SLES 15.xが完全にサポートされています

12.7.5 プラットフォーム固有の考慮事項

一部のプラットフォームは、ここで記載されている古いディストリビューションで動作しない場合があります。た
とえば、Debian 8および Ubuntu 16.04は、Docker containersでは利用できません。

12.8 Configuring EDB Repos 2.0 repositories

このページでは、システムで EDB Repos 2.0パッケージリポジトリを構成する方法について説明します。

TPAが使用する EDBおよび 2ndQuadrantパッケージソースの詳細については、
this pageを参照してください。

各インスタンスにインストールする EDB Repos 2.0 からリポジトリの完全なリストを指定するには、
edb_repositoriesを EDBリポジトリ名のリストに設定します。

cluster_vars:

edb_repositories:

- enterprise

- postgres_distributed

この例では、エンタープライズサブスクリプションリポジトリと、EPASおよび PGD5製品へのアクセスを付与
する postgres_distributedをインストールします。Debianまたは Ubuntuシステムでは、APTリポジトリを使用し、
RedHatまたは SLESシステムでは、それぞれ yumまたは zypperフロントエンドを介して rpmリポジトリを使用
します。

EDBリポジトリが指定されている場合、指定された 2ndQuadrantリポジトリは無視され、EDB Repos 1.0はイン
ストールされません。

EDB Repos 2.0を使用するには、
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tpaexecを実行する前に export EDB_SUBSCRIPTION_TOKEN=xxxを行う必要があります。the web interface
からサブスクリプショントークンを取得できます。

12.9 Configuring EFM

failover_managerが efmに設定されている場合、TPAは EFMをインストールおよび構成します。

EFMは EDBのパッケージリポジトリを介してのみ利用でき、有効なサブスクリプションが必要であることに注
意してください。

12.9.1 EFM構成

TPAは、適切なインスタンス固有の設定で efm.nodesおよび efm.propertiesを生成し、残りの設定はそ
れぞれのデフォルト値に設定されます。TPAはまた、efm.notification.shスクリプトも配置します。これ
は、基本的にデフォルトでは何も含まず、ユーザーが必要に応じて入力するかに任されています。

EFM documentationを参照してください

EFM構成の詳細については、こちらをご覧ください。

12.9.2 efm_conf_settings

efm_conf_settingsを使用して、TPA で認識されるかどうかにかかわらず、パラメーターを設定できます。
必要に応じて、efm.propertiesに表示されるのと正確に値を引用符で囲む必要があります。

cluster_vars:

efm_conf_settings:

standby.restart.delay: 1

application.name: quarry

reconfigure.num.sync: true

reconfigure.num.sync.max: 1

reconfigure.sync.primary: true

efm_conf_settingsの下の値を変更すると、TPAは常に EFMを再起動して変更をアクティブにします。
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EFM証人

TPAは、roleに efm-witnessが含まれるインスタンスに監視として EFMをインストールおよび構成します。

Repmgr

EFMはフェールオーバーマネージャーとして機能するため、TPAは引き続き repmgrをインストールして、postgres
バージョン 11以下で postgresqlレプリカをセットアップします。repmgrdつまり、この場合、repmgrのデーモ
ンは無効なままで、repmgrの唯一のジョブは、レプリケーションセットアップ機能を提供することです。

postgres バージョン 12 以降の場合、EFM を使用するクラスターは、pg_basebackup を使用してスタンバイ
ノードを作成し、どの形式でも repmgrを使用しません。

12.10 Git credentials

このページでは、認証が必要な Gitリポジトリのクローンを作成する方法について説明します。

これは、postgres_git_url を install Postgres from source または use `install_from_source <Installing from
source>`に変更して拡張機能をコンパイルおよびインストールする場合に必要になる場合があります。

資格情報をターゲットインスタンスのディスクに書き込まずに認証するには、2つのオプションがあります。

• ssh:// リポジトリの場合、SSHキーをローカル ssh-agentに追加できます。--install-from-source
config.ymlの forward_ssh_agent: yesを使用する場合、エージェント転送はデフォルトで有効にな
ります。

• https:// リ ポ ジ ト リ の 場 合、 tpaexec deploy を 実 行 す る 前 に 環 境 で export

TPA_GIT_CREDENTIALS=username:tokenを実行できます。

注釈: この環境ではホストから sshで Dockerコンテナにアクセスできないため、macOSで Dockerに展開する場
合、https:// リポジトリ URLのみを使用する必要があります。

12.10.1 SSHキー認証

SSH リポジトリのクローンを作成しており、SSH キーペア id_example および id_example.pub がある場
合、SSHエージェント転送を使用してターゲットインスタンスで認証します。

• ``ssh-agent``をローカルで実行する必要があります。デスクトップ環境がこれをまだ設定していない場合
は、ほとんどの場合-pgrep ssh-agentが実行されているかを確認します ssh-agent bashを実行し
てエージェントを有効にした新しいシェルを一時的に起動し、そのシェルから tpaexec deployを実行
します。
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• ssh-add /path/to/id_exampleプライベートキーファイルを使用して、必要なキーをエージェント
に追加します**

• tpaexec provision の前に config.yml のトップレベルで forward_ssh_agent: yes を設定する
ことにより、SSHエージェント転送を有効にします**。--install-from-sourceを使用する場合、こ
れはデフォルトで行われます。

展開中に、エージェントに追加したキーは、転送されたエージェント接続を介してリモートサーバーへの認証に利
用できるようになります。

SSHエージェント転送は注意して使用し、できればこの目的のために専用に生成された使い捨てキーペアを使用
します。ターゲットサーバー上のエージェントの Unixドメインソケットにアクセスする権限を持つユーザーは、
他のサーバーへの認証中にエージェントを組み込んでなりすましができます。

12.10.2 HTTPSのユーザー名/パスワード認証

ユーザー名と認証トークンまたはパスワードを使用して HTTPS リポジトリのクローンを作成する場合は、
tpaexec deploy の前に環境で export TPA_GIT_CREDENTIALS=username:token だけを作成しま
す。デプロイメント中に、これらの資格情報は git cloneまたは git pullタスクのみで利用できるようにな
ります。これらはターゲットインスタンスのディスクに書き込まれません。

12.11 Configuring haproxy

TPAは、roleに haproxyが含まれるインスタンスに haproxyをインストールおよび構成します。

デフォルトでは、haproxyは 127.0.0.1:5432で、同じインスタンスで実行されている Configuring pgbouncerに
よって転送された要求をリッスンします。要求を転送する haproxy_backend_serversのリストを指定する
必要があります。

TPA は、デフォルトで haproxy の最新バージョンをインストールします。haproxy_package_version:

1.9.15*たとえば、を設定することにより、特定のバージョンをインストールできます。

注
tpaexec-configureの package_versionでのワイルドカードの使用の制限を参照してください。

Haproxyパッケージは、アーキテクチャのタイプに応じて選択されます。EDB管理対象 haproxyパッケージを使
用できますが、サブスクリプションが必要です。必要に応じて、PGDGエクストラリポジトリからのパッケージ
をインストールできます。

haproxyインスタンスで次の変数を設定できます。
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Variable Default value Description

haproxy_bind_address 127.0.0.1 アドレスハプロキシはバインドする必要があ
ります

haproxy_port 5432 (5444 for EPAS) TCPポート HAプロキシがリッスンする必要
がある

haproxy_read_only_port 5433 (5445 for EPAS) 読み取り専用ロードバランサーの TCPポート
haproxy_backend_servers None Postgresインスタンス名のリスト
haproxy_maxconn `max_connections`×0.9 バックエンドサーバーごとに許可される接

続の最大数。デフォルトは、バックエンドの
`max_connections`設定から取得されます

haproxy_peer_enabled True* 既 知 の ハ プ ロ キ シ ホ ス ト を `peer`リ
ス ト と し て 追 加 し ま す。 <br/>*`False`
`failover_manager`が harp またはパトロニの
場合。

12.11.1 読み取り専用ロードバランサー

データベースへの読み取り専用アクセスを追加ポートでリッスンするように Haproxyを構成できます。現時点で
は、これは Patroniフェールオーバーマネージャーでのみサポートされています。バックエンドヘルスチェックは、
どの postgresインスタンスが現在レプリカとして機能し、ラウンドロビンロードバランシングアルゴリズムを使
用してトラフィックを送信するかを判断します。

読 み 取 り 専 用 ロ ー ド バ ラ ン サ ー は デ フ ォ ル ト で 無 効 に な っ て い ま す が、 cluster_vars 変 数
haproxy_read_only_load_balancer_enabledを使用して有効にできます。

12.11.2 サーバーオプション

TPA は、default-server 行とバックエンドサーバーごとに 1 行があるバックエンドで/etc/haproxy/
haproxy.cfg を生成します。最初のサーバーを除くすべては「バックアップ」サーバーとしてマークされ
ます。

haproxy_default_server_extra_options を haproxy インスタンスのオプションのリストに設定して、
default-server行にオプションを追加します。そして、haproxy_server_optionsをバックエンドサー
バーのオプションのリストに設定して、各バックエンドの個々のサーバー行にオプションデフォルトをオーバー
ライドします。
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12.11.3 例

instances:

- Name: one

vars:

haproxy_server_options:

- maxconn 33

- Name: two

…

- Name: proxy

role:

- haproxy

vars:

haproxy_backend_servers:

- one

- two

haproxy_default_server_extra_options:

- on-error mark-down

- on-marked-down shutdown-sessions

12.12 Configuring HARP

failover_managerが harpに設定されている場合、TPAは HARPをインストールおよび構成します。これ
は、BDR-Always-ONクラスターのデフォルトです。

12.12.1 HARPのインストール

harp-managerおよび harp-proxyパッケージを提供する必要があります。これらのパッケージへのアクセ
スを取得するには、EDBに連絡してください。

12.12.2 HARPの設定

HARP documentationを参照してください

HARP構成の詳細については、
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表 3 :header: Variable,Default value,Description :widths: 18,8,20
:align: left :class: longtable

cluster_name `` クラスターの名前。
harp_consensus_protocol`` 使用するコンセンサスレイヤー etcd`または `bdr

harp_location locationこのインスタンスの場所デフォルトは `location`パラメーター
harp_ready_status_duration10 ノードの準備ができている時間秒更新されない場合、ステータスは持続します。
harp_leader_lease_duration6 リードマスターの秒単位の時間リースは、更新されない場合は持続します。
harp_lease_refresh_interval2000 ミリ秒単位の時間リードマスターリースの更新。
harp_dcs_reconnect_interval1000 ミリ秒単位で測定される間隔、切断されたノードが DCSへの再接続を試行する間隔。
harp_dcs_priority 500 2つのノードが等しい量の遅延とリードマスターリースを取得するその他の修飾基準

がある場合、これは追加のランキング値として機能し、1つのノードを別のノードよ
り優先します。

harp_stop_database_when_fencedfalse 考えられるすべてのルーティングからノードを単に削除するのではなく、ノードが
フェンスされたときにデータベースを停止します。

harp_fenced_node_on_dcs_failurefalse HARPが DCSに到達できない場合は、ノードをフェンスします。
harp_maximum_lag1048576リードマスターロックを取られる前に、以前のリードマスターとこのノードの LSN

を記録した間の最大許容分散バイト単位。
harp_maximum_camo_lag1048576このノードとその CAMOパートナー間で最後に受信した LSNと適用された LSN間

の最大許容分散バイト単位。
harp_camo_enforcementlag_onlyCAMOキュー状態を厳密に適用するかどうか。
harp_use_unix_sockfalse マネージャーデータベースアクセスには UNIXドメインソケットを使用します。
harp_request_timeout250 ミリ秒単位の時間 DCSへのクエリーが成功するまでの時間。
harp_watch_poll_interval500 ポーリング DCS間のスリープするミリ秒。̀harp_consensus_protocol`が `bdr`の場合に

のみ適用されます。
harp_proxy_timeout1 Lead Masterへのビルトインプロキシ接続タイムアウト秒単位。
harp_proxy_keepalive5 ビルトインプロキシがキープアライブ pingを送信する前に、リードマスターへのアイ

ドル接続で待機する時間。
harp_proxy_max_client_conn75 harp-プロキシによって受け入れられるクライアントの最大数 max_client_conn

harp_ssl_password_commandNone 難読化された sslパスワードを stdinで受信し、処理された sslパスワードを stdout経
由で提供するカスタムコマンド。

harp_db_request_timeout10s dcs -> request_timeoutに似ていますが、データベース自分自身への接続用です。

harp-config

hook を使用で
きます

HARP構成ファイルがインストールされた後にタスクを実行するには追加の構成ファイルをインストールします。
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12.12.3 コンセンサスレイヤー

tpaexec configureへの--harp-consensus-protocol引数は、BDR-Always-ONアーキテクチャでは
必須です。

etcd

--harp-consensus-protocol etcd オプションが tpaexec configure に指定されている場合、TPA
は config.ymlで harp_consensus_protocolを etcdに設定し、選択したレイアウトに応じてインスタンス
の適切なサブセットに etcdロールを付与します。

HARP v2には、etcd v3.5.0以降が必要です。これは、EDBが提供する products/harp/releaseパッケージリポジト
リで入手できます。

etcdの次のパラメーターを構成できます。

Variable Default value Description

etcd_peer_port 2380 etcdがピア通信に使用するポート
etcd_client_port 2379 クライアントが etcd に接続するために使用す

るポート

bdr

tpaexec configureに--harp-consensus-protocol bdrオプションが指定されている場合、TPAは
config.ymlで harp_consensus_protocolから bdrを設定します。この場合、既存の PGDインスタンスは
コンセンサスに使用され、追加の構成は必要ありません。

12.12.4 harpプロキシの別のユーザーの構成

harp プロキシで別の読み取り専用ユーザーを使用する場合は、 cluster_vars の下で harp_dcs_user:

username を設定することにより、それを指定できます。TPA は harp_dcs_user 設定を使用して読み取
り専用ユーザーを作成し、DCS構成で設定します。
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12.12.5 カスタム SSLパスワードコマンド

harp_ssl_password_command が提供するコマンドは、HARP が使用して、接続文字列で指定された
sslpasswordの難読化を解除します。sslpasswordが存在しない場合、harp_ssl_password_command
は無視されます。sslpassword が難読化されていない場合、harp_ssl_password_command は必要なく、
指定しないでください。

12.12.6 harpサービスの構成

harpサービスの次のパラメーターを構成できます。

Variable Default value Description

harp_manager_restart_on_failure false `true`の場合、`harp-manager`サービスはオー
バーライドされるため、失敗時に再起動されま
す。デフォルトは `false`で、̀harp-manager`パッ
ケージによってインストールされるサービス
に準拠します。

12.12.7 harp http(s)ヘルスプローブの構成

サービスの状態を監視するための APIエンドポイントを提供する harpの http(s)サービスを有効にして構成でき
ます。

Variable Default value Description

harp_http_options enable: false``secure: false``host:

<inventory_hostname>``port:

8080``probes: timeout: 10s``endpoint:

"host=<proxy_name> port=<6432>

dbname=<bdrdb> user=<username>"

http(s) API 設定を定義する harp
config.yml の http セクションを構
成します。

変数には、次のキーを含めることができます。

enable: false

secure: false

cert_file: "/etc/tpa/harp_proxy/harp_proxy.crt"

key_file: "/etc/tpa/harp_proxy/harp_proxy.key"

host: <inventory_hostname>

port: 8080

(次のページに続く)
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probes:

timeout: 10s

endpoint: "<valid dsn>"

cert_fileおよび key_fileキーは、secure: trueを使用し、独自の証明書とキーを使用する場合に必要
です。

deployを実行する前に、証明書とキーの両方がターゲットノードの指定された場所で利用できることを確認す
る必要があります。

クラスター固有の CA証明書を使用して TPAに証明書とキーを生成する場合、cert_fileおよび key_file

の両方を空のままにします。TPA CA証明書は「ウェルノウン」になりません。この証明書を、エンドポイントを
プローブする各マシンの信頼ストアに追加する必要があります。CA証明書は、TPAノードのクラスターディレク
トリで deployの後の<cluster_dir>/ssl/CA.crtにあります。

使用可能な APIエンドポイントの詳細については、harpドキュメントを参照してください。

12.13 Configuring /etc/hosts

デフォルトでは、TPAはクラスター内のすべてのインスタンスの IPアドレスとホスト名を使用してターゲットイ
ンスタンスの/etc/hostsに行を追加して、クラスター内の通信にお互いの名前を使用できるようにしますたとえば
primary_conninfo Postgresの場合)。

extra_etc_hosts_linesのリストを指定することもできます。

instances:

- Name: one

…
vars:

extra_etc_hosts_lines:

- 192.0.2.1 acid.example.com

- 192.0.2.2 water.example.com

デフォルトエントリがまったく必要ない場合は、代わりにインスタンスの etc_hosts_linesの完全なリスト
を指定できます。これらの行のみが/etc/hostsに追加されます。

instances:

- Name: one

…
vars:

etc_hosts_lines:

(次のページに続く)
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- 192.0.2.1 acid.example.com

- 192.0.2.2 water.example.com

- 192.0.2.3 base.example.com

/etc/hostsにクラスター内のインスタンスのデフォルトエントリが含まれていない場合、他の方法で名前を解決で
きることを確認する必要があります。

12.14 Running initdb

TPAは、最初に postgres_data_dirが存在しない場合は作成し、正しい所有権、権限、および SELinuxコンテ
キストがあることを確認します。次に、ディレクトリに VERSIONファイルがまだ含まれていない限り、initdb
を実行して postgres_data_dirを初期化します。

pre-initdb hook を使用できます

postgres_data_dir が作成され、 initdb が実行される前にタスクを実行します。フックが
postgres_data_dir を初期化すると、TPA は VERSION ファイルを見つけ、initdb 自分自身を実行す
る必要がないことを認識します。

オプションで postgres_initdb_optsを initdbに渡すオプションのリストに設定できます。

cluster_vars:

postgres_locale: de_DE.UTF-8

postgres_initdb_opts:

- --data-checksums

常に--data-checksumsオプションデフォルトで含まれるを含めることをお勧めします。

TPA は、initdb の実行時に、環境に TZ=UTC を設定し、LC_ALL を指定した postgres_locale に設定し
ます。

12.14.1 別の構成ディレクトリ

デフォルトでは、postgres_conf_dir は postgres_data_dir と等しく、 Postgres 構成ファイル
postgresql.conf、pg_ident.conf、pg_hba.conf、および conf.d のインクルードファイルはデータディレクトリ内
に作成されます。postgres_conf_dirを変更すると、TPAは initdbを実行した後、生成された構成ファイ
ルを新しい場所に移動します。
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12.15 Installing from source

config.ymlで install_from_sourceを設定することにより、Gitリポジトリからビルドおよびインストール
する拡張機能のリストを定義できます。

cluster_vars:

install_from_source:

- name: ext

git_repository_url: https://repo.example.com/ext.git

git_repository_ref: dev/example

- name: otherext

git_repository_url: ssh://repo.example.com/otherext.git

git_repository_ref: master

source_directory: /opt/postgres/src/otherext

build_directory: /opt/postgres/build/otherext

build_commands:

- "make -f /opt/postgres/src/otherext/Makefile install"

build_environment:

VAR: value

TPAはリストされた順序で拡張機能を 1つずつビルドしてインストールするため、正しい順序でメンションする
ことにより、別の拡張機能 pglogicalや BDRなどに依存する拡張機能をビルドできます。

ビルドするには、各エントリーで name、git_repository_url、および git_repository_refデフォル
ト masterを指定する必要があります。SSH agent forwarding or an HTTPS username/password を使用できます

Git リポジトリに対して認証するため。また、上記のように source_directory 、build_directory 、
build_environment、および build_commandsを設定します。

tpaexec deploy … --skip-tags build-cleanを実行して、展開を繰り返すときにビルドディレクト
リを再利用します。それ以外の場合、古いビルドディレクトリはビルドを開始する前に空にされます。

ローカルソースディレクトリを構成することもできます。

開発ビルドを高速化します。

ソースビルドを実行するたびに、Postgresが再起動されます。
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12.15.1 ビルドの依存関係

ソースからビルドする場合、TPAは、基本的な Postgresビルドの依存関係がインストールされることを保証し
ます。追加パッケージが必要な場合は、

TPAパッケージのインストールに記載してください。例

cluster_vars:

packages:

common:

- golang-1.16

12.16 Running TPA in a Docker container

利用可能な TPA packagesがなく、ソースからのビルドとインストールの後に TPAを実行することが難しい場合
たとえば、動作する Python 3.6以降のインタープリターを入手するのは簡単ではないため、最後の手段は Docker
イメージをビルドすることですそして、Dockerコンテナ内で TPAを実行します。

deploy to Docker containers を行うために Docker コンテナで TPA を実行する必要はないことに注意してく
ださい。可能であれば、MacOS

Xでも TPAを直接実行することをお勧めします。

12.16.1 クイックスタート

システムに Dockerをインストールして動作している必要があります。

次のコマンドを実行して、Githubから tpaexecソースリポジトリのクローンを作成し、tpa/tpaexecという名
前の新しい Dockerイメージをビルドします。

$ git clone ssh://git@github.com/EnterpriseDB/tpa.git

$ cd tpa

$ docker build -t tpa/tpaexec .

作成したイメージをダブルチェックします。

$ docker image ls tpa/tpaexec

REPOSITORY TAG IMAGE ID CREATED SIZE

tpa/tpaexec latest e145cf8276fb 8 seconds ago 1.73GB

$ docker run --platform=linux/amd64 --rm tpa/tpaexec tpaexec info

# TPAexec v20.11-59-g85a62fe3 (branch: master)

tpaexec=/usr/local/bin/tpaexec

TPA_DIR=/opt/EDB/TPA

(次のページに続く)
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PYTHON=/opt/EDB/TPA/tpa-venv/bin/python3 (v3.7.3, venv)

TPA_VENV=/opt/EDB/TPA/tpa-venv

ANSIBLE=/opt/EDB/TPA/tpa-venv/bin/ansible (v2.8.15)

TPAコンテナを作成し、コンテナ内でクラスター構成ディレクトリを利用できるようにします。

$ docker run --platform=linux/amd64 --rm -v ~/clusters:/clusters \

-it tpa/tpaexec:latest

コンテナプロンプトで tpaexec provision /clusters/speedyのようなコマンドを実行できるようにな
りました。シェルを終了すると、コンテナが削除されます。

TPAを使用して Dockerコンテナをプロビジョニングする場合、コンテナがホスト上の Docker制御ソケットにア
クセスすることも許可する必要があります。

$ docker run --platform=linux/amd64 --rm -v ~/clusters:/clusters \

-v /var/run/docker.sock:/var/run/docker.sock \

-it tpa/tpaexec:latest

コンテナ内で docker psを実行して、ホスト Dockerデーモンへの接続が機能していることを確認します。

12.16.2 Dockerのインストール

install Dockerおよび get startedのヘルプが必要な場合は、Docker documentationを参照してください。

MacOS Xでは、アプリケーションメニューから install “Docker Desktop for Mac” および Dockerを起動できます。

12.17 Creating and using a local repository

クラスターディレクトリ内にローカルリポジトリを作成すると、TPAはリポジトリ内のパッケージをクラスター
インスタンスで利用できるようにします。これは、追加のパッケージをクラスターにシップする簡単な方法です。

オプションで、このリポジトリのみを使用するようにインスタンスを構成するように TPAに指示することもでき
ます。つまり、他のすべてを無効にします。この場合、rsync、Pythonなどの基本的な依存関係から始めて、展開
中に必要なすべての*パッケージを提供する必要があります。

ローカルリポジトリを手動で作成するか、TPAにローカルリポジトリを作成してもらうことができます。両方の
手順を以下に示します。

注釈: [managing clusters in an air-gapped](air-gapped/)環境では、特定の指示を利用できます。
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12.17.1 TPAを使用したローカルリポジトリの作成

TPA には、このようなローカルリポジトリの作成に役立つツールが含まれています。具体的には、
--enable-local-repo スイッチを tpaexec configure とともに使用して、ローカルリポジトリとし
て使用する空のディレクトリ構造を作成できます。tpaexec download-packages は、その構造に必要な
パッケージを設定します。

ディレクトリ構造の作成

ローカルリポジトリでクラスターを構成するには、次のコマンドを実行します。

tpaexec configure --enable-local-repo …

これにより、クラスター構成が生成され、local-repoディレクトリと OS固有のサブディレクトリが作成され
ます。details of the layout については、以下を参照してください。

リポジトリにデータを設定し、メタデータを生成する

tpaexec download-packagesを実行して、クラスターに必要なすべてのパッケージをローカルリポジトリにダ
ウンロードします。結果のリポジトリには、すべてのパッケージの完全な依存関係ツリーが含まれるため、
このリポジトリからクラスター全体をインストールできます。リポジトリのメタデータも自動的に作成さ
れ、すぐに使用できます。

12.17.2 ローカルリポジトリの手動作成

12.17.3 ローカルリポジトリのレイアウト

ローカルリポジトリを手動で作成するには、最初に適切なディレクトリ構造を作成する必要があります。
--enable-local-repoを使用する場合、TPA は、クラスター用に選択した OS に基づいて、local-repo
ディレクトリとその内に OS固有のサブディレクトリたとえば local-repo/Debian/10を作成します。この
構造は、手動で作成したリポジトリにも使用することをお勧めします。

たとえば、RedHat 8を実行しているクラスターは次のレイアウトになる場合があります。

local-repo/

`-- RedHat

|-- 8.5 -> 8

`-- 8

`-- repodata

インスタンスごとに、TPAは local-repoの次のサブディレクトリを順番に検索し、最初に見つけたものを使
用します。
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• <distribution>/<version>、例 RedHat/8.5

• <distribution>/<major version>、例 RedHat/8

• <distribution>/<release name>、例 Ubuntu/focal

• <distribution>、例 Debian

• local-repoディレクトリ自分自身。

これらのディレクトリが存在しない場合、もちろん、TPAはターゲットインスタンスにローカルリポジトリをセッ
トアップしようとしません。

12.17.4 リポジトリの設定とメタデータの生成

tpaexec deployを実行する前に、以下で詳しく説明する手順を完了する必要があります。

リポジトリにデータを設定するには、含めるパッケージを適切なディレクトリにコピーします。次に、以下で詳し
く説明するように、システムに適切なツールを使用してメタデータを生成します。

注釈: 制御ノードつまり tpaexecを実行するマシンでメタデータを生成する必要があります。TPAは、メタデータ
とパッケージをターゲットインスタンスにコピーします。

注釈: インスタンスが使用するサブディレクトリにメタデータを生成する必要があります。つまり、パッケージを
`local-repo/Debian/10`にコピーする場合、local-repo/Debianではなくそのディレクトリにメタデータを作成する必
要があります。

Debian / Ubuntuリポジトリのメタデータ

Debianベースのディストリビューションの場合、dpkg-devパッケージをインストールします。

$ sudo apt-get update && sudo apt-get install -y dpkg-dev

これで、dpkg-scanpackagesを使用してメタデータを生成できます。

$ cd local-repo/Debian/buster

# download/copy .deb package files

$ dpkg-scanpackages . | gzip > Packages.gz
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RedHat / SLESリポジトリのメタデータ

最初に、createrepoパッケージをインストールします。

$ sudo yum install -y createrepo

これで、createrepoを使用してメタデータを生成できます。

$ cd local-repo/RedHat/8

# download/copy .rpm package files

$ createrepo .

12.17.5 TPAがローカルリポジトリを使用する方法

リポジトリのコピー

TPAは rsyncを使用して、生成されたメタデータを含むリポジトリーディレクトリの内容をターゲットインスタ
ンス上のディレクトリにコピーします。

rsyncがインスタンスでまだ利用できない場合、TPAはそれをインストールできますつまり apt-get install

rsync または yum install rsync 。ただし、use_local_repo_only を設定している場合、rsync パッ
ケージはローカルリポジトリに含まれる必要があります。必要に応じて、TPAは scpを使用して rsyncパッケージ
のみをコピーし、残りをコピーする前にインストールします。

リポジトリー構成

ローカルリポジトリのコンテンツをターゲットインスタンスにコピーした後、TPAは宛先ディレクトリをローカ
ルつまり、URLベースではなくパスベースのリポジトリとして構成します。

たとえば、リポジトリーディレクトリに example.debを提供する場合、他のリポジトリーのパッケージと同様
に、apt-get install exampleを実行するだけでインストールできます。

パッケージのインストール

TPAは、提供されたコンテンツでリポジトリを構成しますが、同じパッケージが別のリポジトリから利用可能な
場合、どれをインストールするかはパッケージマネージャーの判断にあります特定のバージョンを指定しない限
り、通常は最新です。

ただし、use_local_repo_only: yesを設定すると、TPA は他のすべてのパッケージリポジトリを無効に
するため、インスタンスは local-repoで提供したパッケージのみを使用できます。
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12.18 Locale

一部のプラットフォームイメージと環境では、地域と言語設定を設定することが望ましい場合があります。

デフォルトでは、TPAexec は en_US.UTF-8ロケールシステムファイルをインストールします。config.yml
で目的のロケールを設定できます。

user_locale: en_GB.UTF-8

サポートされているロケールを見つけるには、次のコマンドの出力を参照します。

localectl list-locales

または、Debianまたは Ubuntuのファイル/etc/locales.defsの内容。

12.19 Managing SSH host keys

TPAは、クラスターのプロビジョニング中に SSHホストキーのセットを生成します。これらのキーは、hostkeys
サブディレクトリの下の clusterディレクトリに保存されます。これらのホストキーは、AWS EC2インスタンスと
Dockerコンテナの/etc/sshに自動的にインストールされます。

デフォルトでは、これらのホストキーは bare instancesにインストールされませんが、manage_ssh_hostkeys
を設定して有効にすることができます。

instances:

- Name: one

…
platform: bare

vars:

manage_ssh_hostkeys: yes

:ref:`bare instances <bare(-metal servers)>` のドキュメントの説明に従って、正しいエントリを使用して
クラスターディレクトリに\ ``known_hosts``

を最初にセットアップする必要があります。TPAは、展開中にホストキーを置き換えます。

manage_ssh_hostkeys設定は、ベアインスタンスの場合にのみ意味があります。生成されたホストキーは、
他のすべてのインスタンスにインストールされます。
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12.19.1 known_hosts

TPA は、すべてのホストとそのパブリックホストキーのエントリをクラスター内のすべてのインスタンスのグ
ローバル ssh_known_hostsファイルに追加するため、manage_ssh_hostkeys設定があるかどうかに関係
なく、ホストキー検証プロンプトなしで相互に sshできます。

12.20 Installing packages

TPA は、展開の早い段階で非 Postgres 関連パッケージのバッチをインストールし、次にすべての Postgres 関連
パッケージを一緒にインストールし、次にオプションコンポーネントのパッケージを個別にインストールします。
このページは、Postgresパッケージに依存していない sysstatや straceのようなパッケージのインストールに関す
るものです。

config.yml の cluster_vars または特定のインスタンスの vars の下の packages にエントリを追加でき
ます。

cluster_vars:

packages:

common:

- pkg1

- pkg2

Debian:

- debpkg1

RedHat:

- rhpkg1

- rhpkg2

Ubuntu:

- ubpkg1

SLES:

- slespkg1

上記の例では、TPA は独自の default_packagesのリストとすべてのインスタンスの packages.common

の下にリストされているパッケージをインストールし、インスタンスが実行されているディストリビューション
に基づいて、残りのディストリビューション固有パッケージをインストールします。これらのパッケージのいずれ
かが使用できない場合、展開は失敗します。

Postgresに依存するパッケージはリストしないでください。
extra_postgres_packagesを使用

代わりに。
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12.20.1 オプショナルパッケージ

インストールする optional_packagesのリストを指定できます。これらは利用可能な場合はインストールさ
れ、それ以外の場合は無視されます。他の設定と同様に、commonエントリはすべてのインスタンスに適用され
ますが、他のリストは、関連するディストリビューションを実行しているインスタンスにのみ適用されます。

optional_packages:

common:

- pkg1

- pkg2

Debian:

- debpkg4

12.20.2 パッケージの削除

インストールされている場合に削除する unwanted_packagesのリストを指定できます。

unwanted_packages:

common:

- badpkg1

Ubuntu:

- badpkg2

12.21 Patroni cluster management commands

Patroniは、次のコマンドオプションを使用して、M1アーキテクチャでシングルマスターフェールオーバーマネー
ジャーとして使用できます。

tpaexec configure cluster_name -a M1 --enable-patroni --postgresql 14

または config.ymlオプションを設定することにより

cluster_vars:

failover_manager: patroni

RedHatに展開する場合、PGDGリポジトリを config.ymlの yumリポジトリリストに追加する必要があります。

cluster_vars:

yum_repository_list:

- PGDG

TPA configureは、3つの etcdノードと 2つの haproxyノードを追加します。etcdは、分散構成ストア DCSに
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使用されます。Patroniは他の DCSバックエンドをサポートしていますが、現在 EDBまたは TPAではサポート
されていません。

TPAは、既存の PostgreSQLスタンドアロンサーバーを変換する Patroniの機能を使用します。これにより、TPA
は構成を初期化および管理できます。単一の PostgreSQLサーバーとデータベースが作成されると、Patroniはレプ
リカを作成し、レプリケーションを構成します。TPAは、セットアップ中に使用された postgres構成ファイルを
削除します。

セットアップが完了すると、クラスターの TPAと config.ymlの設定を使用して、Postgresを引き続き管理で
きます。コマンドライン patronictlや REST APIなどの Patroniインターフェイスを使用することもできます
が、可能な限り TPAメソッドを使用することをお勧めします。

これらの構成変数は、TPAでの Patroniの展開での特定の動作を制御するために使用できます。

Variable Default value Description

patroni_super_user postgres スーパーユーザーロールの postgres で作成す
るユーザー。

patroni_replication_user replicator レプリケーションロールの postgres で作成す
るユーザー名。

patroni_restapi_user patroni patroni REST API用に構成するユーザー名。
patroni_rewind_user rewind pg_rewind ファンクションの postgres で作成

するユーザー名。
patroni_installation_method pkg パッケージまたはソースたとえば gitリポジト

リまたは dockerの場合はローカルソースディ
レクトリなどから patroni をインストールし
ます。

patroni_ssl_enabled no REST API および ctl 接続の SSL を有効にす
るかどうか。可能な場合は、クラスター SSL
証明書と CAを使用します。

patroni_rewind_enabled yes postgres rewind を有効にするかどうか、
patroni_rewind_user で定義されたユーザーを
作成し、configセクションを追加します。

patroni_watchdog_enabled no 追加のスプリットブレイン防止のためにカー
ネルウォッチドッグを構成するかどうか。

patroni_dcs etcd DCS に使用するバックエンド。現時点では
etcdのみがオプションです。

patroni_listen_port 8008 REST API TCPポート番号

次のページに続く
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表 7 –前のページからの続き

Variable Default value Description

patroni_conf_settings {} パトローニ構成のオーバーライドを含む構造
化データオブジェクト。<br/>部分データを提
供でき、生成された構成とマージされます。
<br/>実行時に既知のインスタンス情報に基づ
いて生成される値をオーバーライドしないよ
うに注意してください。

patroni_dynamic_conf_settings {} DCS 設定専用のオプションの構造化データ。
これは `patroni_conf_settings`にマージされま
す。

patroni_repl_max_lag None これは、haproxy_read_only_load_balancer_enabled`が
true の 場 合 に の み haproxy バ ッ ク エ
ンドヘルスチェックで使用されます。
<br/>/replica?lag`の可能な値については、
Ansible Tower を参照してください。

12.21.1 Patroni構成ファイル設定

patroniの構成は 3つのレイヤーから構築され、Patroniデーモンによって設定されたデフォルトから始まり、DCS
からロードされた構成、最後にローカル構成から構築されます。最後は、構成ファイルから制御でき、環境を介し
てオーバーライドできます。TPAは構成ファイルを制御し、値はこの順序で構築されます。

APIに送信され、構成ファイルのブートストラップセクションに保存される DCS構成。

• postgresの TPA変数は DCS設定にロードされます。postgresql.conf.md を参照してください。一部の機
能はサポートされていません。以下の注意事項を参照してください。

• DCS設定の Patroniのデフォルト

• patroni_dynamic_conf_settingsのユーザー指定のデフォルト。DCS設定をオーバーライドする
場合は、ここで行うことができます。

YAML構成ファイルに保存されるローカル構成

• 上記の前の手順からロードされた bootstrap.dcs。

• patroni_ssl_enabledなどの機能フラグによって有効になる構成。上記の表を参照してください。

• 次に、最後にユーザー指定設定からオーバーロードされます patroni_conf_settingsオプション。機
能フラグによって制御されない構成を変更または追加する場合、これはそれに最適な場所です。

構成は、IPアドレス、ポート番号、クラスターロールなどのクラスター情報から TPAによって生成された構成に
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マージされることに注意してください。これは、クラスターの安定したオペレーションに影響を与える可能性があ
るため、オーバーライドするものに注意してください。

Patroniはすべての postgres構成を DCSに保存し、これが postgresに配布される方法と時期を制御するため、TPA
の一部の機能は patroniと互換性がありません。

• postgres_conf_template設定で postgresql.confの生成に使用されたテンプレートを変更する
ことはできません。

• 設定 postgres_conf_dirでは、Postgres構成ファイルの場所を変更することはできません。

TPAの Patroni構成 config.yml

単一の値をオーバーライドできます。

cluster_vars:

patroni_conf_settings:

bootstrap:

dcs:

ttl: 120

またはフルブロック Patroniドキュメントからの例を使用して

cluster_vars:

patroni_conf_settings:

restapi:

http_extra_headers:

X-Frame-Options: SAMEORIGIN

X-XSS-Protection: 1; mode=block

X-Content-Type-Options: nosniff

https_extra_headers:

Strict-Transport-Security: max-age=31536000; includeSubDomains

デフォルトの TPA構成変数に存在する値またはセクションを無効にする場合は、値を nullに設定できます。こ
れにより、パトロニは、構成ファイルをロードするときにこのセクションを無視します。

たとえば、logのデフォルトの TPA構成は次のとおりです。

log:

dir: /var/log/patroni

ロギングをオフにするには、これを config.ymlに追加します。

cluster_vars:

patroni_conf_settings:

log: null
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TPAは、Patroniクラスターを管理するためのこれらの最小限のツールセットを提供します。

12.21.2 ステータス

Patroni実行に従って TPAクラスターの現在のステータスを確認するには

tpaexec status cluster_name

12.21.3 スイッチオーバー

レプリカノードへのスイッチオーバーを実行するにはメンテナンスを実行するには、次のコマンドを実行します。

tpaexec switchover cluster_name new_primary

new_primary引数は、現在正常なレプリカとして実行されている既存のクラスターノードの名前である必要があり
ます。スイッチオーバーが実行される前に、これが trueを確認するためにチェックが実行されます。

スイッチオーバーが実行されたら、deployおよび testを実行して、正常なクラスターを確認することをお勧
めします。

tpaexec deploy cluster_name

tpaexec test cluster_name

TPAは、config.ymlの内容に関係なく、展開中にノードの現在のロールを検出しますたとえば、別のノードがリー
ダーである場合。

12.22 Configuring Postgres Enterprise Manager (PEM)

TPAは、--enable-pemコマンドラインオプションを使用して tpaexec configureコマンドが実行される
と、PEMのインストールと構成を行います。

--enable-pemのデフォルト動作は、クラスター内のすべての postgresインスタンスの pem-agentロー
ルを有効にすることです。pem-agentロールは、--enable-pg-backup-apiコマンドラインオプションが
--enable-pemとともに使用される場合、バーマンノードにも追加されます。

pemserverという名前の専用インスタンスもクラスターに追加されます。

PEMサーバーは postgresバックエンドを使用するため。pemserverインスタンスは、postgresロールを暗黙的
に使用するため、pemserverが PEMバックエンドとして使用するように構成された有効な postgresクラスターを
取得します。通常の postgresインスタンスで使用可能なすべての構成オプションは、PEMのバックエンド postgres
インスタンスでも有効です。詳細については、以下を参照してください。
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• Configure pg_hba.conf

• Configure postgresql.conf

PEMは EDBのパッケージリポジトリを介してのみ利用可能であるため、有効なサブスクリプションが必要であ
ることに注意してください。

12.22.1 サポートされているアーキテクチャ

PEMは、--enable-pem構成コマンドラインオプションを介してすべてのアーキテクチャでサポートされてい
ます。ただし、EDB Postgres Extendedで使用する場合の BDR -Always-ONアーキテクチャを除きます。オプショ
ンで、生成されたクラスター構成 config.ymlを編集し、クラスター内の postgresインスタンスから pem-agent

ロールを割り当てまたは削除して、そこで PEMを有効または無効にすることができます。

12.22.2 PEM構成

TPAは、適切なインスタンス固有の設定で pemエージェントと pemサーバーを構成し、残りの設定はそれぞれの
デフォルト値に設定されます。構成オプションの一部は、将来のある時点でユーザー構成用に公開される可能性が
あります。

PEMサーバーのWebインターフェイスは、httpsで実行されるように構成され、同じに 443ポートを使用します。
PEMのウェブサーバー構成は自己署名証明書を使用します。

PEM サーバー Web インターフェイスのデフォルトのログイン資格情報は、postgres バックエンドデータベー
スユーザーを使用します。これは、デフォルトで postgresql の場合は postgres 、EPAS クラスターの場合は
enterprisedbに設定されます。tpaexec show-password $clusterdir $userを実行して、Webイ
ンターフェイスのログインパスワードを取得できます。

12.22.3 共有 PEMサーバー

一部の展開では、組織内の複数のクラスターの監視と管理に単一の PEM サーバーを使用する場合があります。
tpaexec 内の共有 pem サーバーの展開は、既存の pem サーバーを使用する予定がある特定のクラスター構成の
pemサーバーインスタンスの下で vars: を介して設定できる pem_shared変数を介してサポートされていま
す。pem_sharedはブール変数であるため、可能な値は trueおよび falseデフォルトです。pemserverインスタン
スを共有として宣言する場合、pemserverインスタンスが実際には、最初に pemサーバーをプロビジョニングおよ
び展開した別のクラスター構成によって管理されていることを指定されたクラスター構成に伝えます。したがっ
て、pemの postgresバックエンドを含む pemサーバーインスタンスに加えたい変更は、pemserverインスタンス
が共有 pemインスタンスとして宣言されていないクラスターによって管理されます。

複数のクラスターで共有 pemサーバーを使用するための一般的なワークフローは次のとおりです。
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1. pem-serverロールを持つ単一のインスタンスを使用して tpaexecクラスターを作成しますこの例では、’
pem-cluster’ と呼びます。pemサーバーとして実行される単一のインスタンスではなく、大規模なクラス
ターの一部としてプロビジョニングされるシナリオでも、同じワークフローを簡単に使用できますが、例と
して使用する方が簡単であるため、おそらくシングルノードクラスターを使用しますメンテナンスも簡単
です。

2. 他のクラスターたとえば pg-clusterでは、共有 pemサーバーインスタンスとして$clusters/pem-clusterから
この特定の pemサーバーを参照し、プラットフォームとして bareを使用するため、新しい pemserverイ
ンスタンスを作成しようとはしていません。また、このクラスターが pemserverインスタンスにアクセスす
るために使用できる pemserverの IPアドレスを指定します。

- Name: pemserver

node: 5

role:

- pem-server

platform: bare

public_ip: 13.213.53.205

private_ip: 10.33.15.102

vars:

pem_shared: true

3. postgresクラスターで deployを実行する前に、pg-clusterが sshを介して pemサーバーインスタンスにアク
セスできることを確認してください。ssh-copy-idを介して pg-clusterの公開キーを pemサーバーイン
スタンスにコピーすることにより、このアクセスを許可でき、sshを実行して、パスワードを指定せずにロ
グインできることを確認します。

# add pem-clusters key to the ssh-agent (handy for `aws` platform)

$ cd $clusters/pem-cluster

$ ssh-add id_pem-clutser

$ cd $clusters/pg-cluster

$ ssh-keyscan -4 $pem-server-ip >> known_hosts

$ ssh-copy-id -i id_pg-cluster.pub -o UserKnownHostsFile=tpa_known_hosts $user@$pem-

→˓server-ip

$ ssh -F ssh_config pemserver

4. pemサーバーノードの postgresql構成を更新して、新しい pg-clusterからの接続を許可します。pem-cluster
の config.ymlの vars: の下の pem_postgres_extra_hba_settingsに新しいエントリを追加する
ことにより、pemサーバー上の既存の pg_hba.confを変更できます。例

instances:

- Name: pemserver

location: main

node: 1

role:

- pem-server

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

vars:

pem_postgres_extra_hba_settings:

- "# Allow pem connections from pg-cluster1.quire"

- hostssl pem +pem_agent 10.33.15.108/32 cert

- "# Allow pem connections from pg-cluster1.upside"

- hostssl pem +pem_agent 10.33.15.104/32 cert

- "# Allow pem connections from pg-cluster2.zippy"

- hostssl pem +pem_agent 10.33.15.110/32 cert

- "# Allow pem connections from pg-cluster2.utopic"

- hostssl pem +pem_agent 10.33.15.109/32 cert

次に、tpaexec provision $clusters/pem-cluster に続いて tpaexec deploy $clusters/

pem-cluster を実行します。完了すると、新しい pg-クラスターのノードは pem サーバーバックエンドと
通信できるようになります。

5. pg-cluster 内のノードの pem エージェントが pem サーバーバックエンドに接続して登録できることを確
認するには、tpaexec deploy を実行する前に最初に export EDB_PEM_CREDENTIALS_FILE=/

path/to/pem/credentials/file を行う必要があります。資格情報ファイルは、pem サーバーの
バックエンド postgresインスタンスへのアクセス資格情報を username:password形式で含むテキスト
ファイルです。

$ cat pem_creds

postgres:f1I%fw!QmWevdzw#EL#$Ulu1cWhg7&RT

バックエンドパスワードがわからない場合は、show-password tpaexecコマンドを使用して取得できます。

tpaexec show-password $pem-clusterdir $user

6. tpaexec deploy $clusters/pg-clusterを実行して、共有 pemサーバーインスタンスを使用し
ながら pemが新しい pgクラスターに展開されます。

12.22.4 PEM UIへの接続

PEM UI は https インターフェイスで実行されるため、https://\protect\TU\textdollarpem-server-ip/pem を介して
PEMサーバーの実行中のインスタンスに接続できます。PEM UIのログイン資格情報は、postgresqlおよび
epasフレーバーのそれぞれに postgresまたは enterprisedbを使用する postgresバックエンドユーザーに
設定されます。tpaexecの show-passwordコマンドは、バックエンドユーザーのパスワードを表示します。例

tpaexec show-password $clusterdir $user

:ref:`PEM documentation <Configuring Postgres Enterprise Manager (PEM)>` を参照

PEMの構成と使用法の詳細については、こちらをご覧ください。
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12.23 pg_hba.conf

Postgresドキュメントでは、
pg_hba.confで使用可能なさまざまなオプションについて説明しています。

デフォルトでは、TPAはクラスター用に適切な pg_hba.confを生成し、インスタンス間のレプリケーション、
および認証されたクライアントからの接続を許可します。

postgres_hba_settingsのリストを提供することにより、デフォルト構成にエントリを追加できます。

cluster_vars:

postgres_hba_settings:

- "# let authenticated users connect from anywhere"

- hostssl all all 0.0.0.0/0 scram-sha-256

postgres_hba_local_auth_method: md5 を設定することにより、pg_hba.conf のデフォルトの local

all all peer行をオーバーライドできます。

デフォルトのエントリが不要な場合は、postgres_hba_templateを変更できます。

cluster_vars:

postgres_hba_template: pg_hba.lines.j2

postgres_hba_settings:

- "# my lines of text"

- "# and nothing but my lines"

- "# …not even any clients!"

- hostssl all all 0.0.0.0/0 reject

クラスターディレクトリに templates/my_hba.j2を作成し、次のように設定することもできます。

cluster_vars:

postgres_hba_template: my_hba.j2

既存の pg_hba.confだけを残したい場合は、それもできます。

cluster_vars:

postgres_hba_template:

さまざまなインスタンスで異なるように pg_hba.confを構成することは可能ですが、スイッチオーバーやフェ
イルオーバーなどのトポロジを変更するイベント後のアクセスとレプリケーションの問題を回避するために、一
般的に均一な構成を推奨します。
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12.24 pg_ident.conf

通常は pg_ident.confを変更する必要はありません。デフォルトでは、TPAはそれを変更しません。

pg_ident.confを好きなコンテンツに置き換えるように postgres_ident_templateを設定できます。

cluster_vars:

pg_ident_template: ident.j2

クラスターディレクトリに templates/ident.j2も作成する必要があります。

{% for u in [unixuser1, unixuser2] %}

mymap {{ u }} dbusername

{% endfor %}

12.25 SSL Certificates

config.yml で enable_pg_backup_api: true を 設 定 す る か、 configure 中 に
--enable-pg-backup-api コマンドラインオプションを使用すると、barman ロールを持つインス
タンスは pg-backup-api をインストールし、クライアント証明書認証用に Apache プロキシを設定します。この
Apacheプロキシは、クラスター用に生成された SSL CAを使用して、サーバーとクライアントの証明書を生成し
ます。

cluster_vars:

enable_pg_backup_api: true

pg-backup-apiは、デフォルトでパッケージを介してインストールされますが、gitブランチまたはローカルディ
レクトリからインストールすることもできます。詳細については、

configure-source.md および install_from_source.md を参照してください。

pg-backup-apiを実行している barmanノードで pg-backup-api statusを実行します。「OK」が返された場
合、pg-backup-apiサービスが実行されています。

プロキシが動作していることをテストするには、次のコマンドを実行します。

curl --cert /etc/tpa/pg-backup-api/pg-backup-user.crt \

--key /etc/tpa/pg-backup-api/pg-backup-user.key \

-X GET https://{hostname}/diagnose

機能している場合は、大規模な json出力を取得します。これを barman diagnoseの出力と比較できます。そ
れらは正確に一致するはずです。

ルート証明書は、デフォルトで/etc/tpa/pg-backup-api/にコピーされます。

164 第 12 章 Reference



Trusted Postgres Architect, リリース 23.25.0

クライアント証明書とキー pg-backup-user.crtおよび pg-backup-user.keyは、テストのために生成
されます tpaexec testを介してまたは barmanホストからのコマンドライン。

テストを参照してください。

Apache プロキシサーバーの証明書とキー pg-backup-api.crt および pg-backup-api.key も生成され
ます

APIを照会する必要がある各サービスは、独自のクライアント証明書を個別に生成する必要があります。たとえ
ば、PEMエージェントロールは、--enable-pemおよび--enable-pg-backup-apiまたは config.yml同等
の両方が使用される場合、セットアップ中にクライアント証明書を生成します。

12.26 Configuring pgbouncer

TPAは、roleに pgbouncerが含まれるインスタンスに pgbouncerをインストールおよび構成します。

デフォルトでは、pgbouncerはポート 6432で接続を監視し、接続を 127.0.0.1:5432アーキテクチャに応じて
Postgresまたは BDR/HAProxy server pool management のいずれかに転送します。

pgbouncerインスタンスで次の変数を設定できます。

Variable Default value Description

pgbouncer_port 6432 pgbouncerがリッスンする TCPポート
pgbouncer_backend 127.0.0.1 接続する Postgresサーバー
pgbouncer_backend_port 5432 `pgbouncer_backend`がリッスンするポート
pgbouncer_max_client_conn `max_connections`×0.9 許可される接続の最大数。デフォルトは、可能

であればバックエンドの `max_connections`設
定から取得されます

pgbouncer_auth_user pgbouncer_auth_user 認証に使用する Postgresユーザー

12.26.1 データベース

デフォルトでは、TPA は [databases] の下に単一のワイルドカード* エントリーを使用して/etc/
pgbouncer/pgbouncer.databases.ini を生成し、すべての接続をバックエンドサーバーに転送しま
す。次の例に示すように pgbouncer_databasesを設定して、データベース構成を変更できます。
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12.26.2 認証

PgBouncer は pgbouncer_auth_user として Postgres に接続し、構成済みの auth_query を実行してユー
ザーを認証します。

12.26.3 例

instances:

- Name: one

vars:

max_connections: 300

- Name: two

- Name: proxy

role:

- pgbouncer

vars:

pgbouncer_backend: one

pgbouncer_databases:

- name: dbname

options:

pool_mode: transaction

dbname: otherdb

- name: bdrdb

options:

host: two

port: 6543

12.27 Configuring pgd-proxy

TPA は、role に pgd-proxy を含むインスタンスに、PGD 5 を使用した PGD-Always-ON アーキテクチャの
pgd-proxyをインストールおよび構成します。

デフォルトでは、PGD-Always-ON architecture

は、 す べ て の 場 所 の す べ て の デ ー タ ノ ー ド で pgd-proxy を 実 行 し ま す が、 代 わ り に
--add-proxy-nodes-per-location 3を使用して任意の数の追加プロキシインスタンスを作成できます。
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12.27.1 構成

pgd-proxyは、SQLファンクションを介して PGDレベルで構成されます。

Hash Function Description

pgd_proxy_options bdr.alter_proxy_option() pgd-proxy構成、例ポート
bdr_node_groups bdr.alter_node_group_option() プロキシのノードグループの構成、例

`enable_proxy_routing`
bdr_node_options bdr.alter_node_option() 個々の PGDノードのルーティング構成

詳細については、PGDドキュメントを参照してください。

bdr_node_groups

pgd-proxy に関連するグループレベルのオプションは、他のノードグループオプションとともに
bdr_node_groupsの下で設定できます。

cluster_vars:

bdr_node_groups:

- name: group1

options:

enable_proxy_routing: true

グループで pgd-プロキシを有効にするには、enable_proxy_routingを明示的に trueに設定する必要があ
ることに注意してください。

bdr_node_options

pgd-proxyに関連するノードレベルのオプションは、PGDインスタンスの bdr_node_optionsの下で設定でき
ます。

instances:

- Name: first

vars:

bdr_node_options:

route_priority: 42

12.27. Configuring pgd-proxy 167



Trusted Postgres Architect, リリース 23.25.0

pgd_proxy_options

pgd-proxyインスタンスが接続されているグループまたはノードではなく、pgd-proxyインスタンス自分自身のオ
プションは、default_pgd_proxy_optionsの下、cluster_varsすべてのプロキシに適用されます、ま
たは pgd-proxyインスタンスの pgd_proxy_optionsの下で設定できます。

cluster_vars:

default_pgd_proxy_options:

listen_port: 6432

instances:

- Name: someproxy

vars:

pgd_proxy_options:

listen_port: 9000

この場合、他のインスタンスは cluster_varsから listen_port設定を取得しますが、someproxyはその
デフォルト設定をオーバーライドし、インスタンスの varsセクションで独自の listen_portを構成します。

PGDプロキシ http(s)ヘルスプローブ

プロキシの状態をモニタするための APIエンドポイントを提供する PGDプロキシの http(s)サービスを有効にし
て構成できます。

cluster_vars またはインスタンス vars の下の pgd_http_options は、pgd-proxy-config.yml の
proxyトップセクションの httpサブセクションの下にある http APIを定義するすべての設定を保存します。

変数には、次のキーを含めることができます。

enable: false

secure: false

cert_file: "/etc/tpa/harp_proxy/harp_proxy.crt"

key_file: "/etc/tpa/harp_proxy/harp_proxy.key"

host: <inventory_hostname>

port: 8080

probes:

timeout: 10s

endpoint: "<valid dsn>"

cert_fileおよび key_fileキーは、secure: trueを使用し、独自の証明書とキーを使用する場合に必要
です。

deployを実行する前に、証明書とキーの両方がターゲットノードの指定された場所で利用できることを確認す
る必要があります。

クラスター固有の CA証明書を使用して TPAに証明書とキーを生成する場合、cert_fileおよび key_file
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の両方を空のままにします。TPA CA証明書は「ウェルノウン」になりません。この証明書を、エンドポイントを
プローブする各マシンの信頼ストアに追加する必要があります。CA証明書は、TPAノードのクラスターディレク
トリで deployの後の<cluster_dir>/ssl/CA.crtにあります。

使用可能な APIエンドポイントの詳細については、pgd-proxyドキュメントを参照してください。

12.28 pglogical configuration

TPAは、pglogical v2および pglogical v3を使用して pglogicalレプリケーションセットパブリケーションとサブス
クリプションを構成できます。

instances:

- node: 1

Name: kazoo

…
vars:

publications:

- type: pglogical

database: example

name: some_publication_name

replication_sets:

- name: custom_replication_set

…

- node: 2

Name: keeper

vars:

subscriptions:

- type: pglogical

database: example

name: some_subscription_name

publication:

name: some_publication_name

replication_sets:

- default

- default_insert_only

- custom_replication_set

…

type: pglogical でパブリケーションまたはサブスクリプションを定義すると、pglogical 拡張機能がデ
フォルトで作成されますが、どのバージョンをインストールするかは自分自身ですたとえば、pglogical3 の
products/pglogical3/releaseリポジトリをサブスクライブします。
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12.28.1 はじめに

TPAは、pglogicalを使用してインスタンス間で変更をレプリケートするために必要なすべてを構成でき、config.yml
の変更に基づいてレプリケーションセットアップを変更することもできます。

変更を公開するには、publicationsに type: pglogicalを使用してエントリーを定義します。これらの
変更をサブスクライブするには、上記のように、subscriptionsに type: pglogicalを使用してエント
リーを定義します。

Pglogicalには、名前付けパブリケーションエンティティがありませんビルトイン論理レプリケーションが CREATE

PUBLICATIONがある意味で。config.ymlのパブリケーションは、レプリケーションセットのコレクションに名前
を割り当てるだけであり、サブスクリプションはこの名前を使用して、目的のプロバイダーを参照できます。

pg論理レプリケーションを使用するには、パブリッシャーとサブスクライバーの両方が名前付けローカル pg論理
ノードが必要です。TPAはこのノードが存在しない場合、pglogical.create_node()で作成します。パブ
リケーションの場合、パブリケーション名が pg論理ノード名として使用されます。特定のデータベースには 1つ
の pg論理ノードのみが存在できるため、データベースごとに publicationsのエントリは 1つのみです。

ただし、pglogicalサブスクリプション doには、独自の名前があります。TPAは、指定された nameでサブスクリ
プションを作成し、インスタンスの名前とサブスクリプションが作成されるデータベースの名前に基づいて、pg
論理ノード名のデフォルト値を使用します。必要に応じて別の node_nameを指定できます。たとえば、同じデー
タベース内のパブリケーションを構成している場合、そのデータベース内のすべてのサブスクリプションが同じ
pg論理ノードを共有する必要があります。

TPAは、構成の基本的な検証を行います。replication_setsを replciation_setsと書くか、定義され
ていないパブリケーションをサブスクライブしようとすると、エラーを指摘しますが、意味のあるパブリケーショ
ンとサブスクリプションのセットを指定するのはあなたの責任です。

TPAは、ユーザー、拡張機能、データベースを作成した後、PGD構成の前に pglogicalを構成します。
postgres_users および postgres_databases を設定してレプリケーション用のデータベースを作成し、
postgres-config-final を使用できます。

pglogicalが構成する前にデータベースにデータを設定するフック。

12.28.2 出版物

publicationsのエントリーは、nameおよび databaseを指定する必要があり、オプションの属性を備えた
名前付け replication_setsのリスト、およびテーブルまたはシーケンス名のリストを指定できます。

publications:

- type: pglogical

database: example

name: some_publication_name

(次のページに続く)
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replication_sets:

- name: default

replicate_insert: true

replicate_update: true

replicate_delete: true

replicate_truncate: true

autoadd_tables: false

autoadd_sequences: false

autoadd_existing: true

- name: custom_replication_set

tables:

- name: sometable

- name: "some-schema".othertable

columns: [a, b, c]

row_filter: a > 42

synchronize_data: true

sequences:

- name: someseq

synchronize_data: true

- name: "some-schema".otherseq

各レプリケーションセットは、replicate_insert、autoadd_existingなどのオプションの属性を指定で
きます。指定した場合、それらは pglogical.create_replication_set()呼び出しに名前付けパラメー
ターとして含まれます。それ以外の場合、それらは省略され、代わりに pglogicalのデフォルトでレプリケーショ
ンセットが作成されます。

pglogical3 の autoadd_*パラメーターを使用してレプリケーションセットに属するリレーションのリストを操
作することとは別に、テーブルまたはシーケンスのリストを明示的に指定することもできます。各リレーションの
名前はスキーマ修飾されており、非修飾名は publicにあるものと想定されており、エントリには、上に示して
いるように、row_filterテーブルのみ、synchronize_dataなどのオプションの属性が含まれる場合があ
ります。

12.28.3 サブスクリプション

subscriptionsのエントリーは、nameおよび databaseを指定し、サブスクライブするパブリケーションを
定義する必要があり、サブスクリプションの他のオプショナル属性を指定する場合があります。

subscriptions:

- type: pglogical

database: example

name: some_subscription_name

node_name: optional_pglogical_node_name

publication:

(次のページに続く)
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name: some_publication_name

# Optional attributes:

synchronize_structure: true

synchronize_data: true

forward_origins: [all]

strip_origins: false

apply_delay: 1 second

writer: heap

writer_options:

- magic

- key=value

- just-a-string

# Optional attributes that can be changed for an existing

# subscription:

replication_sets:

- default

- default_insert_only

- custom_replication_set

enabled: true

サブスクリプションは publication.name を設定して、サブスクライブするパブリケーションを定義できま
す。その名前のクラスター全体に複数のパブリケーションがある場合、明確にするインスタンスの名前を指定でき
ます。パブリケーションを名前で参照したい場合は、同じインスタンスに同じ名前で複数のパブリケーションを作
成しないでください。

- type: pglogical

…
publication:

name: some_publication_name

instance: kazoo

# OR

provider_dsn: "host=… dbname=…"

パブリケーションを名前で参照する代わりに、代わりに provider_dsnを明示的に指定できます。この場合、指
定された DSN は pglogical.create_subscription() に直接渡され、publication は無視されます。
このメカニズムを使用して、TPAクラスターの外部のインスタンスをサブスクライブできます。

上記の例の他の属性はオプショナル。定義されている場合、それらは pglogical.create_subscription()

呼び出しに名前付けパラメーターとして含まれます。それ以外の場合、それらは除外されます。表示される一部の
属性は pglogical3に固有です。
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12.28.4 構成の変更

パブリケーションの場合、レプリケーションセットの追加または削除、レプリケーションセットの属性の変更、ま
たはそのメンバーシップそれに含まれるテーブルとシーケンスを変更できます。

replicate_ * ま た は autoadd_* を 変 更 す る と、 TPA は そ れ に 応 じ て pglogical.

alter_replication_set() を呼び出しますが、既存のレプリケーションセットの autoadd_existing

は変更できず、autoadd_*パラメーターはすべて pglogical3固有であることに注意してください。

レプリケーションセットの tables または sequences のリストを変更すると、TPA は必要に応じて
pglogical.alter_replication_set_{add,remove}_{table,sequence}() を呼び出すことによ
りこれらの変更を調整します。

ただし、レプリケーションセットのメンバーであるリレーションテーブルまたはシーケンスの
synchronize_data または他の属性を変更した場合、TPA は変更を伝播しませんたとえば、テーブルをド
ロップし、別の構成で再追加します。

サブスクリプションの場合、replication_setsのリストを変更し、サブスクリプション enabled: false

を有効または無効にすることのみができます。

どちらの場合も、存在するが構成に記載されていないレプリケーションセットは、サブスク
ライバーで pglogical.alter_subscription_remove_replication_set() 、またはパブリッ
シャーで pglogical.drop_replication_set() を使用して削除されます。ただし、default 、
default_insert_only 、および ddl_sql という名前のデフォルトのレプリケーションセットはドロッ
プされません。

config.ymlを編集する場合は、tpaexec deployを実行する前に tpaexec provisionを実行してください

12.28.5 PGDとの相互作用

注意すれば、同じデータベースで PGDと pglogicalを一緒に使用することが可能です。

PGD v3 は内部で pglogical3を使用し、pglogicalノードが存在しない場合は作成します。データベースごとに pg
論理ノードは 1つだけであるため、bdr_databaseで pg論理パブリケーションを構成する場合、インスタンス
の bdr_node_nameはパブリケーションの nameと同じである必要があります。それ以外の場合、最初にパブ
リケーション用にノードが作成され、後で bdr.create_node()はノード名の競合に関するエラーで失敗しま
す。bdr_databaseの subscriptionsは、同じ node_nameも使用する必要があります。
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12.28.6 制限事項

• 現在 pglogical.replication_set_{add,remove}_ddl()のサポートはありません

• 現在 pglogical.replication_set_add_all_{tables,sequences}()のサポートはありませ
ん

• 現 在、 pglogical.alter_subscription_{interface,writer_options}() ま た は
pglogical.alter_subscription_{add,remove}_log()のサポートはありません

• pglogical v1のサポートは現在テストされていません。

12.29 Configuring .pgpass

TPAは、クラスターインスタンス間で使用するために、デフォルトで postgresおよび repmgrのパスワード
を含む~postgres/.pgpass を作成します。pgpass_users を設定して、ユーザーの別のリストのエントリ
を作成できます。

フックスクリプトから postgres/pgpassロールを含めて、独自の.pgpassファイルを作成することもでき
ます。

- include_role: name=postgres/pgpass

vars:

pgpassfile: ~otheruser/.pgpass

pgpass_owner: otheruser

pgpass_group: somegroup

pgpass_users:

- xyzuser

- pqruser

12.30 Creating Postgres databases

デプロイ中に Postgresデータベースを作成するには、config.ymlの cluster_varsまたは特定のインスタンス
の varsの下の postgres_databasesのリストにエントリを追加します。

cluster_vars:

postgres_databases:

- name: exampledb

- name: complexdb

owner: example

encoding: UTF8

lc_collate: de_DE.UTF-8

(次のページに続く)
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lc_ctype: de_DE.UTF-8

template: template0

extensions:

- name: hstore

- name: dblink

languages:

- name: plperl

- name: plpython

tablespace: exampletablespace

上記の例では、2つのデータベースを作成します bdr_databaseなど、TPA自分自身が作成することを決定し
たデータベースとは別に。

各エントリは、作成するデータベースの nameを指定する必要があります。他のすべての属性はオプショナル。

ownerはデフォルトで postgresですが、任意の有効なユーザー名に設定できます postgres_usersのユーザー

この時点で作成されています）。

encoding 、 lc_collate 、および lc_ctype 値は、デフォルトで initdb の実行時に設定された
postgres_locale になりますデフォルトは、ターゲットシステムの LC_ALL または LANG 設定を使用
します。デフォルト以外のロケール設定でデータベースを作成する場合、template: template0も指定する
必要があります。

オプションで、データベースのデフォルトの tablespaceを指定できます。表領域は既に存在する必要があり
ます

postgres_tablespacesを参照してください。

extensionsおよび languagesのオプションのリストを指定して、各データベース内で作成することができ
ますテンプレートデータベースから継承した拡張機能または言語に加えて。必要なパッケージは、たとえば

extra_postgres_packages

に含めることにより、既にインストールされている必要があります。

TPAは、postgres_databasesで言及されていない既存のデータベースをドロップせず、必要に応じて追加の
データベースを作成する場合があります BDRなど。
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12.31 Installing Postgres-related packages

TPA は、展開の早い段階で非 Postgres 関連パッケージのバッチをインストールし、次にすべての Postgres 関連
パッケージを一緒にインストールし、次にオプションコンポーネントのパッケージを個別にインストールします。
このページは、Postgres自分自身に依存する pglogicalのようなパッケージのインストールに関するものです。

PostgresPostgis に依存する追加パッケージをインストールするには、 config.yml の cluster_vars の
extra_postgres_packagesまたは特定のインスタンスの varsの下にリストします。

cluster_vars:

extra_postgres_packages:

common:

- postgres-pkg1

- postgres-pkg2

Debian:

- postgres-deb-pkg1

RedHat:

- postgres11-rhpkg1

- postgres11-rhpkg2

Ubuntu:

- ubpkg1

SLES:

- slespkg1

packages.commonの下にリストされているパッケージは、Postgresパッケージのデフォルトリスト、および指
定したディストリビューション固有パッケージとともに、すべてのインスタンスにインストールされます。

compiling and installing Postgres from sourceに関する別のページがあります。

12.32 Postgres source installation

postgres_installation_methodを srcに設定している場合、TPA はソースから Postgres をコンパイル
およびインストールします。この機能は、開発とテストで使用することを目的とており、同一構成のクラスター内
でパッケージビルドとソースビルドを切り替えることができます。

ここでも、デフォルトを変更する必要はありません。これにより、デバッグが有効になった作業用クラスターが得
られます。
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12.32.1 Gitリポジトリ

デフォルト設定では、postgres_versionに対応する REL_xx_STABLEブランチを使用して、コミュニティ
Gitリポジトリから Postgresをビルドおよびインストールします。次のように、別のリポジトリまたはブランチ有
効な gitリファレンスを指定できます。

cluster_vars:

postgres_git_url: git://git.postgresql.org/git/postgresql.git

postgres_git_ref: REL_12_STABLE

デフォルトの git.postgresql.orgリポジトリは認証を必要としませんが、必要に応じて、SSH agent forwarding or an

HTTPS username/password を使用できます

他のリポジトリに対して認証します。

リポジトリは postgres_src_dirデフォルト/opt/postgres/src/postgresにクローン作成されるか、
ディレクトリが既に存在する場合たとえば、再展開する場合は git pullで更新されます。

ビルドのカスタマイズ

デフォルトでは、TPAはデバッグを有効にし、postgres_build_dirデフォルト/opt/postgres/build/
postgresの賢明なデフォルトで Postgresを構成およびビルドします。さまざまな設定を変更して、ビルドをカ
スタマイズできます。

cluster_vars:

postgres_extra_configure_env:

CFLAGS: "-O3"

postgres_extra_configure_opts:

- --with-llvm

- --disable-tap-tests

こ れ は、 postgres_extra_configure_opts の オ プ シ ョ ン と 環 境 で 定 義 さ れ た
postgres_extra_configure_env の設定を使用して./configure を実行します。一部のオプショ
ンはデフォルトで指定されます--with-debug ですが、対応する--disable-xxx または--without-xxx
オプションで無効にできます。--without-opensslのビルドはサポートされていません。

必要に応じて、次のデフォルトのビルドコマンドを変更することもできます。

cluster_vars:

postgres_make_command: "make -s"

postgres_build_targets:

- "all"

- "-C contrib all"

postgres_install_targets:

(次のページに続く)
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- "install"

- "-C contrib install"

tpaexec deploy … --skip-tags build-cleanを実行して、展開を繰り返すときにビルドディレクト
リを再利用します。それ以外の場合、古いビルドディレクトリはビルドを開始する前に空にされます。

ローカルソースディレクトリを構成することもできます。

開発ビルドを高速化します。

ソースビルドを実行するたびに、Postgresが再起動されます。

12.32.2 追加コンポーネント

パッケージから Postgresをインストールする場合でも、ソースから拡張機能をコンパイルおよびインストールで
きます。

install_from_sourceの構成方法に関する別のページがあります。

ただし、拡張機能パッケージは通常、インストールされる Postgresパッケージに依存するため、ソースから Postgres
をインストールする場合、ソースから拡張機能もインストールする必要があります。

12.32.3 パッケージのインストール

installing Postgres and Postgres-related packagesに関する別のページがあります

postgres_installation_method: pkgデフォルト

12.33 Creating Postgres tablespaces

デプロイメント中に Postgresテーブルスペースを作成するには、config.ymlの cluster_varsまたは特定のイ
ンスタンスの varsの下の postgres_tablespacesに名前と場所を定義します。

volume_for: postgres_tablespaceセットと tablespace_nameを定義して define volumes を実行す
ると、それらはデフォルトエントリとして postgres_tablespacesに追加されます。

cluster_vars:

postgres_tablespaces:

explicit:

location: /some/path

instances:

(次のページに続く)
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- Name: example

…
volumes:

- device_name: /dev/xvdh

…
vars:

volume_for: postgres_tablespace

tablespace_name: implicit

上記の例では、2つのテーブルスペースを作成します。明示的 /some/pathと暗黙的ボリュームの別のマウントポ
イントを指定しない限り、デフォルトで/opt/postgres/tablespaces/implicit/tablespace_dataに。

すべての postgres_tablespace ボリュームには tablespace_name を定義する必要があります。テーブ
ルスペースの場所は、ボリュームのマウントポイントから取得されます。

postgres_tablespaces のすべてのエントリは、表領域名をキーとしてとその location を指定する必要
があります。テーブルスペースの場所を明示的に指定する場合は、PGDATA内にテーブルスペースを置かず、ボ
リュームマウントポイントをテーブルスペースの場所として直接使用しないでください。lost+foundは、一部
のツールを混乱させて、ディレクトリが空でないと判断します。

デフォルトでは、テーブルスペース owner は postgres ですが、任意の有効なユーザー名に設定できます
postgres_usersのユーザー

この時点で作成されています）。

ストリーミングレプリカには、上流のインスタンスと同じ postgres_tablespace ボリュームと
postgres_tablespaces設定が必要です

postgres_databasesでデータベースのデフォルトの表領域を設定できます。

12.34 The postgres Unix user

このページには、postgresユーザーとそのホームディレクトリがどのように構成されているかについて文書化され
ています。

Postgres users in the databaseの作成方法に関する別のページがあります。
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12.34.1 シェル構成

TPA は.bashrcファイルをインストールし、それが.profileまたは.bash_profileファイルにも含まれ
ることを確認します。

ユーザー名、ホスト名、作業ディレクトリを含むプロンプトを設定し、postgres_bin_dirが PATHにあるこ
とを確認し、PGDATAを postgres_data_dirの場所に設定します。

オプションで extra_bashrc_linesを指定して、.bashrcに任意の行を追加できます。YAML 複数行文字
列構文 >-を使用して、シェルメタキャラクタの引用符とエスケープについて心配する必要を回避します。

cluster_vars:

extra_bashrc_lines:

- alias la=ls\ -la

- >-

export PATH="$PATH":/some/other/dir

sudoersを編集して sudo systemctl start/stop/reload/restart/status postgresを許可し、ま
た ulimitsを変更して無制限のコアダンプを許可し、ファイル記述子の制限を引き上げます。

12.34.2 SSHキー

TPAは ssh-keygenを使用して postgresユーザーの SSHキーペアを生成およびインストールし、クラスター内
のインスタンスが postgresとして互いに sshできるように.ssh/authorized_keysを編集します。

12.34.3 TLS証明書

デフォルトでは、TPAはクラスター内で使用するプライベートキーと自己署名 TLS証明書を生成します。これ
は、クライアントとサーバー間のトラフィックが転送中に暗号化されることを保証には十分です。独自の証明書署
名インフラストラクチャを使用する場合は、展開の完了後にこれらを置き換えるか、

TPA hooksを使用して展開中に置き換えることができます。

12.34.4 ユーザー名

postgres_userおよび postgres_group設定デフォルトでは両方とも postgresは、どこでも一貫して使
用されます。何らかの理由で Postgresを別のユーザーとして実行する必要がある場合、それらを変更できます。
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12.35 Creating Postgres users

デプロイ中に Postgres ユーザーを作成するには、config.yml の cluster_vars または特定のインスタンスの
varsの下の postgres_usersのリストにエントリを追加します。

cluster_vars:

postgres_users:

- username: example

- username: otheruser

generate_password: true

role_attrs:

- superuser

- replication

granted_roles:

- r1

- r2

上記の例では、2つのユーザー repmgrや barmanなど、TPA自分自身が作成することにしたユーザーを除きます。

各エントリーは、作成する usernameを指定する必要があります。

granted_rolesリストのロールは、新しく作成したユーザーに付与されます。

role_attrsリストには、特定の CREATE ROLE optionsが含まれる場合があります

[NO]SUPERUSER、[NO]CREATEDB、[NO]LOGINユーザーまたはロールを作成するためなど。

12.35.1 パスワードの生成

デフォルトでは、TPA はユーザーのランダムなパスワードを生成し、クラスターのインベントリ
の<username>_password という名前のボールトで暗号化された変数に保存します。後で値を取得でき
ます。

$ tpaexec show-password ~/clusters/speedy example

beePh~iez6lie4thi5KaiG%eghaeT]ai

config.ymlでパスワードを明示的に指定することはできませんが、代わりに別の<username>_passwordをイ
ンベントリに保存できます。

$ tpaexec store-password ~/clusters/speedy example --random

$ tpaexec show-password ~/clusters/speedy example

)>tkc}}k1y4&epaJ?;NJ:luT{C7D*<p

$ tpaexec store-password ~/clusters/speedy example

Password:

(次のページに続く)
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$ tpaexec show-password ~/clusters/speedy example

terrible insecure password

$

ユーザーにパスワードをまったく与えたくない場合は、generate_password: falseを設定できます。

12.36 postgresql.conf

TPAは、その下にさまざまな.confファイルを含む conf.dディレクトリを作成し、メインpostgresql.conf

の include_dirを使用してこれらの追加構成ファイルを使用します。

Postgres 構成ファイル postgresql.conf、pg_ident.conf、および pg_hba.conf および conf.d の下のインクルード
ファイルは、常に postgres_conf_dirに保存されます。これはデフォルトで postgres_data_dirと同じ
ですが、構成をデータディレクトリとは別にしておきたい場合は、別の場所に設定できます。

主な構成メカニズムは、変数を直接設定することです。

cluster_vars:

temp_buffers: 16MB

log_connections: on

autovacuum_vacuum_cost_limit: -1

effective_cache_size: 4GB

max_connections: 300

max_wal_senders: 32

TPA は、構成を複数のファイルに分割します。 2 つのメインファイルは、0000-tpa.conf および
0001-tpa_restart.conf です。これらには、それぞれサーバーのリロードまたは再起動を必要とする設
定が含まれています。展開中に、TPAは正しいファイルに変更を書き込み、必要に応じて Postgresをリロードま
たは再起動します。

TPAは、特定の状況オプションの拡張機能を構成する場合などに他のファイルを使用する場合がありますが、通
常、特定のパラメーターが正確にどこに設定されているかを気にする必要はありません。

次回 tpaexec deployを実行したときに変更が上書きされる可能性があるため、conf.dの下のファイルは決
して編集しないでください。
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12.36.1 postgres_conf_settings

TPA は、多くの使用可能な postgresql.conf 設定すべてではありませんが、直接設定できる temp_buffers や
maintenance_work_memのような変数を提供します。

postgres_conf_settingsを使用して、TPAで認識されるかどうかにかかわらず、パラメーターを設定でき
ます。postgresql.confに表示されるのとまったく同じように値を引用符で囲む必要があります。

cluster_vars:

effective_cache_size: 2GB

postgres_conf_settings:

effective_cache_size: 4GB

authentication_timeout: 1min

synchronous_standby_names: >-

any 2 ("first", "second", "third")

bdr.global_lock_statement_timeout: 60s

これは、TPAがネイティブに認識しない設定で最も役立ちますが、任意のパラメーターに使用できますたとえば、
effective_cache_sizeは変数として設定できますが、authentication_timeoutはできません。

これらの設定は conf.d/9900-role-settings.confに書き込まれるため、他の方法で設定された変数より
優先されます。

postgres_conf_settingsの下の値を変更した場合、TPAは、リロードが変更を有効にするのに十分である
かどうか、または再起動が必要かどうかを知る方法がありません。したがって、常にサーバーを再起動して変更を
アクティブにします。これが、可能な場合は常に変数を直接使用することをお勧めする理由です。

12.36.2 shared_buffers

デフォルトでは、TPA は shared_buffers を使用可能なメモリの 25% に設定しますこれは単なる経験則で
あり、推奨ではありません。別の比率を使用するように shared_buffers_ratio: 0.35 を設定するか、
shared_buffers_mb: 796を特定のMB数に設定するか、shared_buffers: "2GB"などの正確な値を
直接指定することにより、このデフォルトをオーバーライドできます。

12.36.3 effect_cache_size

デフォルトでは、TPA は effective_cache_size を使用可能なメモリの 50% に設定します。別の比率を
使用するように effective_cache_size_ratio: 0.35を設定するか、effective_cache_size_mb:
796を特定の MB数に設定するか、effective_cache_size: "8GB"などの正確な値を直接指定すること
により、このデフォルトをオーバーライドできます。
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12.36.4 shared_preload_libraries

TPAは、動作するために shared_preload_librariesのエントリを必要とする拡張機能の内部リストを維
持しており、このような拡張機能を postgres_extensionsに含めると、shared_preload_libraries
が自動的に更新されます。

プリロードが必要な認識されない拡張機能を使用している場合は、preload_extensionsに追加できます。

cluster_vars:

preload_extensions:

- myext

- otherext

myext を postgres_extensions に追加すると、shared_preload_libraries には myext が含まれ
ます。

デ フ ォ ル ト で は、 conf.d/8888-shared_preload_libraries.conf に
shared_preload_librariesが設定されます。

shared_preload_librariesを変数として直接設定することはサポートされていません。通常は設定する必
要はありませんが、やむを得ない場合は、

postgres_conf_settings の下に完全に引用符で囲まれた値を設定できます。この場合、値は conf.d/

9900-tpa_postgres_conf_settings.conf

に設定されます。

12.36.5 手動で変更を加える

TPAで生成された構成をオーバーライドするには 2つの方法があります。

最初のおよび推奨されるオプションは、ALTER SYSTEMを使用することです。これは、常に構成ファイルのすべ
てより優先されます。

# ALTER SYSTEM SET bdr.global_lock_statement_timeout TO 60s;

conf.d/9999-override.confを編集することもできます。

$ echo "bdr.global_lock_statement_timeout=60s" >> conf.d/9999-override.conf

conf.d の下の他のすべてのファイルは、展開中に構成が変更された場合に上書きされる可能性がありますが、
TPAは、最初に空のファイルを作成した後、9999-override.confを変更することはありません。

変更する設定によっては、SELECT pg_reload_conf()を実行するか、サーバーを再起動して変更を有効に
する必要がある場合があります。
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12.36.6 postgresql.confをスクラッチから生成する

デフォルトでは、TPA は include_dirを追加する以外に、デフォルトの initdb生成された postgresql.conf
ファイルをそのまま残します。通常、この動作をオーバーライドする必要はありませんが、そうするように
postgres_conf_templateを設定できます。

cluster_vars:

postgres_conf_template: pgconf.j2

これで、クラスターディレクトリの templates/pgconf.j2を使用して postgresql.confが生成されます。

12.37 Python environment

TPAは、ターゲットインスタンスの distribution it detectsに基づいて、どの Pythonインタープリターを使用するか
を決定します。可能な場合は常に Python 3を使用し、やむを得ない場合にのみ Python 2にフォールバックします。

tpaexec configureコマンドは、ディストリビューションに応じて preferred_python_versionを設
定します。

Distribution Python 2 Python 3

Debian 10/buster X X (3.7)
Debian 9/stretch X X (3.5)
Debian 8/jessie X � (3.4)
Ubuntu 16.04/xenial X X (3.5)
Ubuntu 18.04/bionic X X (3.6)
Ubuntu 20.04/focal � X (3.8)
Ubuntu 22.04/jammy � X (3.10)
RHEL 7.x X � (3.6)
RHEL 8.x � X (3.6)

Ubuntu 20.04、22.04、および RHEL 8.xは、Python 3でのみ使用できます。

RHEL 7.xには Python 3.6が同梱されていますが、Python 3の librpmバインディングは利用できないため、TPA
は代わりに Python 2を使用する必要があります。Debian 8には、Ansibleをサポートするために必要な Python 3.5+
がありません。

他のディストリビューションの場合、python2または python3のどちらを優先するかを決定できますが、新し
いクラスターのデフォルトは python3です。
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12.37.1 下位互換性

既存のクラスターとの互換性のため、preferred_python_version のデフォルト値は python2 ですが、
python2で既に展開されたシステムでも python3を明示的に選択できます。

cluster_vars:

preferred_python_version: python3

TPAは、Python 3を使用できないディストリビューションではこの設定を無視します。

12.38 Reconciling changes made outside of TPA

TPA 構成を変更して実行されない TPA 作成クラスターへの変更は、config.ymlに保存されません。これは、
クラスターに TPA構成で再作成できない変更が含まれることを意味します。

このページでは、TPAで構成が管理される方法と、構成を変更するための推奨される方法を示します。次に、作
成する戦略を確認し、クラスターに手動変更を加えた結果を調整します。

12.38.1 手動で構成を変更する必要があるのはなぜですか?

TPAの外部で構成を変更する必要がある最も一般的なシナリオは、実行している操作が TPAでサポートされてい
ない場合です。このような操作で最も一般的な 2つは、ノードの削除などの破壊的な変更と、Postgresのメジャー
バージョンのアップグレードです。

破壊的な変更

一般に、TPAは、クラスターの以前に展開された要素を削除しません。これらは config.ymlから削除される
場合でも。厳密な宣言型システムは、宣言と一致するようにデプロイされたアーティファクトを常に変更する必要
があるため、これは人々を驚かせる場合があります。ただし、実稼働データベースに破壊的な変更を行うと、重大
な結果を招く可能性があるため、サポートしないことを選択しました。

メジャーバージョンの Postgresのアップグレード

TPAは、Postgresのメジャーバージョンのアップグレードを実行するための自動メカニズムをまだ提供していませ
ん。したがって、既存のクラスターでインプレースアップグレードを実行する必要がある場合、これは pg_upgrade
や bdr_pg_upgradeなどの他のツールを使用して実行する必要があります。
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12.38.2 変更がリコンサイルされていない場合、何が起こりますか?

未リコンサイルの変更に関する一般的な問題は、既存の config.ymlを使用して新しいクラスターを展開する場
合、または問題を再現するために config.ymlを EDBサポートに提供する場合、元のクラスターと一致しない
ことです。さらに、将来的に TPAを使用してそのクラスターを管理する場合、操作上の問題が発生する可能性が
あります。

未調整の変更の運用への影響は、変更の性質によって異なります。特に変更が破壊的かどうか、および変更がエ
ラーを発生させるか config.ymlのデータを無効にすることにより TPAの実行をブロックするかどうか。

非破壊的、非ブロッキングな変更

多くの場合、追加的な変更はすぐに運用上の問題なく対応されます。ユーザーを手動で追加することを検討しま
す。新しいユーザーは存在し続けますが、TPAに関する問題はまったく発生しません。TPAを介してユーザーを
管理する場合、config.ymlで宣言できますが、手動追加ユーザーの存在は操作上の問題を発生させません。

一部の手動追加は、より微妙な効果を持つ場合があります。手動で追加された拡張機能の例を考えます。TPAは破
壊的な変更を行わないため、次回 tpaexec deployが実行されたときに拡張機能は削除されません。ただし、、
新しい拡張機能に対応するように Postgres構成を変更した場合、TPAでサポートされているメカニズム以下を参
照していない場合、これらは上書きされる可能性があります。

さらに、TPA は手動変更を反映するように config.yml ファイルを変更しようとせず、新しい拡張機能は
tpaexec upgradeから省略されるため、クラスターに互換性のないソフトウェアバージョンが存在する可能性
があります。

破壊的なノンブロッキングの変更

簡単に検出され、TPAのオペレーションをブロックしない破壊的な変更は、次回 tpaexec deployが実行され
たときに単に元に戻されます。拡張機能を手動で削除することを検討します。TPAの観点から、この状況は、ユー
ザーが config.ymlファイルに拡張機能を追加し、deployを実行することと区別できません。そのため、TPA
は、クラスターと config.ymlが調整されるように拡張機能を追加しますが、ユーザーが意図したものとは逆の
方法です。

同様に、構成パラメーターに手動で加えられた変更は、次の場合を除き、元に戻されます。

1. 手動編集用に予約された conf.d/9999-override.confファイルで作成されます。

2. ALTER SYSTEM SQLを使用して作成されました。または

3. postgres_conf_settingsを追加して、natively in TPAを作成しました。

オプション 3が自己文書でポータブルであるという事実を除き、方法 1または 2によって行われた変更を調整す
るための差し迫った運用上の理由はありません。

12.38. Reconciling changes made outside of TPA 187



Trusted Postgres Architect, リリース 23.25.0

破壊的な変更をブロックする

config.yml間のより根本的な不一致を作成する変更は、TPAがオペレーションの実行をブロックする可能性が
あります。たとえば、ベアメタルクラスター内のノードを物理的に削除すると、TPAによるそのノードへの接続
は失敗します。つまり、ほとんどの TPA操作はエラーで終了し、この違いを調整するまで TPAでクラスターを管
理できません。。

12.38.3 構成変更を調整する方法

通常、リコンシリエーションプロセスには、クラスターの現在の状態を記述するように config.ymlを変更し、
tpaexec deployを実行することが含まれます。

例 PGDノードの分割

ベアアーキテクチャと次のような configureコマンドを使用して、最小限の PGDクラスターを展開します。

tpaexec configure mycluster \

- a PGD-Always-ON \

- -platform bare \

- -edbpge 15 \

- -location-names a \

- -pgd-proxy-routing local

次の SQLを使用してノードを分割します。これは、任意のノードから実行できます。

select * from bdr.part_node( ‘node-2’ );

deployを再実行します。エラーは発生していませんが、ノードはまだ分離されたままであることに注意してく
ださい。これは、任意のノードでコマンド pgd show-nodesを使用して確認できます。これは、TPAが PGD
にノードが分離されたことを伝えるメタデータを上書きしないためです。

!!!注 TPA、そして実際に PGD 自分自身には、’ parted’ 状態でノードを初期化するメカニズムがないため、
config.ymlをこのクラスター状態と調整することはできません。原則として、TPAを使用してこの分割された
クラスターを継続できますが、これはお勧めできません。ほとんどの場合、ノードの完全な削除と config.yaml

の調整を続行することができます。

前の例では、PGDクラスターからノードを分離しましたが、ノード自分自身は無傷のままで、実行可能だが調整
不能な状態で TPAによって管理されています。

ノードを完全に停止するには、node-2 に対応するサーバーの電源をオフにするだけで安全です。この段階で
deployを実行しようとすると、サーバーに到達できず早期に失敗します。

config.ymlのこの変更を調整するには、node-2に対応する instancesの下のエントリーを削除するだけ
です。これは次のようになります。
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- Name: node-2

public_ip: 44.201.93.236

private_ip: 172.31.71.186

location: a

node: 2

role:

- bdr

- pgd-proxy

vars:

bdr_child_group: a_subgroup

bdr_node_options:

route_priority: 100

これで、TPAを使用してこのノードを通常のように管理できるようになりました。ただし、元のクラスターには
node-2を参照するメタデータが残っているため、リコンシリエーションを完了するには、各ノードで次の SQL
を実行してメタデータを削除することをお勧めします。この手順は、将来的に同じ名前のノードを追加する場合に
重要です。

select * from bdr.drop_node(node-2);

!!!注この方法で削除した後、元の node-2をクラスターに参加させたい場合は、config.ymlの削除された行
を復元するだけでこれができますが、このノードで select * from bdr.drop_node('node-2'); が実
行されていること、および PGDATAディレクトリは削除されました。

TPA は、スーパーユーザーのパスワードを自動的に生成します。これは、tpaexec show-password

<cluster> <superuser-name> を使用して表示できます。パスワードを手動で変更する場合たとえば、
psqlの/passwordコマンドを使用すると、次に tpaexec deployが実行された後、パスワードが TPAによっ
て設定されたものに戻っていることがわかります。TPAを介して変更を行い、tpaexec deployの実行全体で
持続させるには、tpaexec store-password <cluster> <superuser-name>コマンドを使用してパス
ワードを指定し、tpaexec deploy を実行する必要があります。これは、TPA を通じて作成された他のユー
ザーにも適用されます。

例拡張機能の追加または削除

単純なシングルノードクラスターは、次の config.ymlを使用して展開できます。

- --

architecture: M1

cluster_name: singlenode

cluster_vars:

postgres_flavour: postgresql

postgres_version: 15

preferred_python_version: python3

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

tpa_2q_repositories: []

instance_defaults:

image: tpa/debian:11

platform: docker

vars:

ansible_user: root

instances:

- Name: nodeone

node: 1

role:

- primary

ノードに接続して apt install postgresql-15-pgvector を実行して、次の SQL コマンド CREATE

EXTENSION vector;を実行することにより、pgvector拡張機能を手動で追加できます。これは、config.yml
が以前のようにクラスターを完全に説明しないという事実を超えて、操作上の問題は発生しません。ただし、次の
クラスター変数を追加することにより、config.ymlを調整するか、実際に単に TPAを使用して拡張機能を追
加することをお勧めします。

cluster_vars:

...

extra_postgres_packages:

common:

- postgresql-15-pgvector

postgres_extensions:

- vector

こ の 構 成 を 追 加 し た 後、 SQL コ マ ン ド DROP EXTENSION vector; 、 次 に apt remove

postgresql-15-pgvector を実行して、拡張機能を手動で削除できます。ただし、config.yml を調整
せずに tpaexec deployを再度実行すると、拡張機能は再インストールされます。config.ymlを調整する
には、前に追加した行を削除するだけです。

!!!注前述のように、TPAは破壊的な変更を受け入れません。したがって、config.ymlから行を削除するだけで
は拡張機能は削除されません。この操作を手動で実行し、変更を調整する必要があります。!!!
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12.39 Configuring repmgr

TPA は、failover_managerインスタンス変数が repmgrに設定されているすべての postgres インスタンス
に repmgrをインストールします。これはデフォルト設定です。

repmgr 構成ファイルのディレクトリは、デフォルトで/etc/repmgr/<version> になります。ここで、
<version>は、このインスタンスにインストールされる postgresのメジャーバージョンですが、インスタンス
の repmgr_conf_dir変数を設定することにより変更できます。構成ファイル自分自身は常に repmgr.conf

と呼ばれます。

デフォルトの repmgr構成は、ロール primaryとロール replicaで構成されたインスタンス間の自動フェイル
オーバーをセットアップします。

12.39.1 repmgr構成

次のインスタンス変数を設定できます。

repmgr_priority : sets priority in the config file repmgr_location : sets location in the
config file repmgr_reconnect_attempts : sets reconnect_attempts in the config file, default
6 repmgr_reconnect_interval : sets reconnect_interval in the config file, default 10

repmgr_use_slots : sets use_replication_slots in the config file, default 1 repmgr_failover

構成ファイルで failoverを設定します、デフォルト automatic

repmgr_conf_settingsの追加設定も repmgr構成ファイルに渡されます。

PGDインスタンスの## repmgr

PGDインスタンスでは、repmgr_failoverはデフォルトで manualに設定されます。

12.40 ssh_key_file

デフォルトでは、tpaexec provision は ssh-keygen を使用して、クラスターの新しい SSH キーペアを
生成しますクラスターディレクトリ内の id_cluster_name および id_cluster_name.pub という名前の
ファイルに。

代わりに既存のキーを使用する場合は、config.ymlのトップレベルで ssh_key_fileを SSHプライベートキー
ファイルの場所に設定できます。対応する公開キーは、同じ場所にある.pubの拡張子で利用できる必要があり
ます。

ssh_key_file: ~/.ssh/id_rsa

このファイルがまだ存在しない場合、プロビジョニング中に ssh-keygenによって作成されます。
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12.41 Setting sysctl values

デフォルトでは、TPAはターゲットインスタンスにさまざまな sysctl値を設定し、それらを/etc/sysctl.conf
に含めて、リブート後も持続するようにします。

オプションで sysctl_valuesに独自の値を指定できます。

cluster_vars:

sysctl_values:

kernel.core_pattern: core.%e.%p.%t

vm.dirty_bytes: 4294967296

vm.zone_reclaim_mode: 0

指定した値は、その変数の TPAのデフォルト値がある場合より優先されます。設定は最初に sysctl.conf行
ごとに追加され、最後に sysctl -pでロードされます。

Dockerおよび lxdインスタンスは sysctlの設定をサポートしていないため、TPAはこれらのプラットフォームで
この手順を完全にスキップします。

12.42 Environment

target_environmentを設定して、展開中に TPAがターゲットインスタンスに設定する必要がある環境変数
を指定できますたとえば、以下に示すように HTTPSプロキシを指定します。

cluster_vars:

target_environment:

https_proxy: https://proxy.example:8080

TPAは、これらの設定が、展開中、およびその後のクラスター管理コマンドの実行中に、必要な他の設定ととも
に環境に存在することを確認します。

これらの環境設定は永続的なものではありませんが、代わりに extra_bashrc_lines を使用して postgresユーザーの
環境変数を設定できます。

12.43 Configuring 2ndQuadrant repositories

このページでは、システムで 2ndQuadrantパッケージリポジトリを構成する方法について説明します。

TPAが使用する EDBおよび 2ndQuadrantパッケージソースの詳細については、
this pageを参照してください。

2ndQuadrantパブリックリポジトリに加えて、各インスタンスにインストールする 2ndQuadrantリポジトリの完全
なリストを指定するには、tpa_2q_repositoriesを 2ndQuadrantリポジトリ名のリストに設定します。
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cluster_vars:

tpa_2q_repositories:

- products/pglogical3/release

- products/bdr3/release

この例では、pglogical3および bdr3リリースリポジトリをインストールします。Debianおよび Ubuntuシステムで
は APTリポジトリを使用し、RedHatシステムでは YUMリポジトリを使用します。2ndQuadrantリポジトリは、
SLESシステムでは使用できません。

2ndQuadrant repositoriesを使用するには、

tpaexecを実行する前に export TPA_2Q_SUBSCRIPTION_TOKEN=xxxを行う必要があります。2ndQuadrant
ポータルの左側メニューの [会社情報]の下、[会社]からサブスクリプショントークンを取得できます。一部のリ
ポジトリは、事前の手配がある場合にのみ利用できます。

dl/default/releaseリポジトリは、次の場合を除き、常にデフォルトでインストールされます。

• 明示的に設定 tpa_2q_repositories: []、または

• edb_repositoriesに少なくとも 1つのエントリがある。

上記のいずれかでは、2ndQuadrantリポジトリはインストールされません。

12.44 tpaexec archive-logs

ログディレクトリを作成し、インスタンスからログをアーカイブするには、次のコマンドを実行します。

tpaexec archive-logs <cluster-dir>

これにより、クラスターディレクトリに logs/YYYYMMDDHHMMss/ディレクトリが作成され、クラスター内の各
インスタンスの/var/logの下のすべてのファイルの tar.gzアーカイブが別のディレクトリにダウンロードされます。

12.44.1 前提条件

既存のクラスターがある場合は、tpaexec archive-logsをすぐに実行できます。ただし、新しいクラスター
を構成する場合は、少なくともクラスターを デプロイメントのプロビジョニング する必要があります。クラス
ターを A First Cluster Deployment する場合、より多くのログを取得します。
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12.44.2 クイックスタート

[tpa]$ tpaexec archive-logs ~/clusters/speedy

PLAY [Prepare local host archive] **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

→˓**** **** ***

TASK [Collect facts] **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

→˓**** **** **** ****

ok: [localhost]

TASK [Set time stamp] **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

→˓**** **** **** ***

ok: [localhost]

TASK [Create local log archive directory] **** **** **** **** **** **** **** ␣

→˓**** ***

changed: [localhost]

PLAY [Archive log files from target instances] **** **** **** **** **** **** ␣

→˓**** **

...

TASK [Remove remote archives] **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

→˓**** **** ***

changed: [kinship]

changed: [khaki]

changed: [uncivil]

changed: [urchin]

PLAY RECAP **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

→˓**** **** **** **** **

khaki : ok=3 changed=3 unreachable=0 failed=0

kinship : ok=3 changed=3 unreachable=0 failed=0

localhost : ok=3 changed=1 unreachable=0 failed=0

uncivil : ok=3 changed=3 unreachable=0 failed=0

urchin : ok=3 changed=3 unreachable=0 failed=0

より詳細な出力が必要な場合は、コマンドに-v、-vvなどを追加できます。
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12.44.3 生成されたファイル

クラスターディレクトリの下で、各インスタンスのログを見つけることができます。

~/clusters/speedy/logs/

`-- 220220306T185049

|-- khaki-logs-20220306T185049.tar.gz

|-- kinship-logs-20220306T185049.tar.gz

|-- uncivil-logs-20220306T185049.tar.gz

`-- urchin-logs-20220306T185049.tar.gz

アーカイブコンテンツの例

khaki-logs

|-- anaconda

| |-- anaconda.log

| |-- dbus.log

| |-- dnf.librepo.log

| |-- hawkey.log

| |-- journal.log

| |-- ks-script-ipdkisn0.log

| |-- ks-script-jr03uzns.log

| |-- ks-script-mh2iidvh.log

| |-- lvm.log

| |-- packaging.log

| |-- program.log

| |-- storage.log

| |-- syslog

| `-- X.log

|-- btmp

|-- dnf.librepo.log

|-- dnf.log

|-- dnf.rpm.log

|-- hawkey.log

|-- lastlog

|-- private

|-- tpaexec.log

`-- wtmp
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12.45 TPA custom commands

TPAクラスター内のインスタンスで環境に固有のタスクを実行するカスタムコマンドを定義できます。

このメカニズムを使用して、クラスターに適用されるプロセスを自動化できます。これらのコマンドは、ビルトイ
ンのクラスター管理コマンドと同様に、クラスターディレクトリに対して呼び出すことができます。このようなプ
ロセスを定義および実行する統一の方法があると、誤解やオペレーターエラー、または過去に正しかったが、それ
以降現実から乖離したプロセスドキュメントによって引き起こされるエラーの可能性が減少します。

Ansibleプレイブックを書くということは、任意に複雑なタスクを実装できることを意味します。カスタムコマン
ド規約に従うということは、config.ymlと、TPAが実行するクラスター検出タスクに基づいて設定されるさまざま
なファクトを利用でき、接続、認証、その他の基本機能などの詳細を考える必要がないことを意味します。

これにより、アドホックシェルスクリプトは可能ですが、通常はそうではない方法で、復元力の高いべき等コマン
ドを書くのがはるかに簡単になります。

12.45.1 クイックスタート

• クラスターディレクトリ内に commands/mycmd.ymlを作成します

• tpaexec mycmd /path/to/clusterを実行します

12.45.2 例

次に、クラスター内のすべてのインスタンスで単一のコマンドを実行するコマンドの例を示します。ユースケー
スに応じて、さまざまなホストをターゲットとするコマンドたとえば、Postgres インスタンスでのみ実行する
hosts: role_postgresを書くか、追加のタスクを実行して条件を評価して、何を行うかを正確に決定でき
ます。

- --

# Always start with this

- import_playbook: "{{ tpa_dir }}/architectures/lib/init.yml"

tags: always

- name: Perform custom command tasks

hosts: all

tasks:

- name: Display last five lines of syslog

command: tail -5 /var/log/syslog

become_user: root

become: yes
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12.46 tpaexec download-packages

ダウンローダーの目的は、既存の構成から TPA クラスターの完全なインストールを実行するために必要なパッ
ケージを提供することです。これは、インターネットアクセスのない安全なクラスターにパッケージを出荷する場
合、またはテストクラスター用にパッケージを繰り返しダウンロードすることを避けたい場合に役立ちます。

ダウンローダーは、必要なパッケージの完全な依存関係ツリーをダウンロードし、結果のパッケージリポジトリに
は、ターゲットディストリビューションパッケージマネージャーのメタデータファイルが含まれるため、クラス
ターを構築するためにのみ使用できます。現時点では、パッケージマネージャー Aptおよび YUMがサポートさ
れています。

12.46.1 使用法

既存のクラスター構成が存在する必要があります。これは、tpaexec configureコマンドを使用して実現で
きます。ダウンローダーを使用するために特定のオプションは必要ありません。

configuring a cluster を参照

。

download-packagesサブコマンドを実行して、ダウンロードプロセスを開始します。ダウンローダーが使用する OS
と OSバージョンを提供します。

tpaexec download-packages cluster-dir --os RedHat --os-version 8

これは、特定の dockerイメージとして表現することもできます。次の例のように、接頭辞がついた tpaイメージ
のいずれかを使用することを強くお勧めします。

tpaexec download-packages cluster-dir --docker-image tpa/redhat:8

ダウンローダーは、ダウンロードしたファイルをデフォルトで local-repoディレクトリに配置します。オプ
ション --download-dir pathを使用して、別のディレクトリにダウンロードすることができます。

12.46.2 結果の使用

local-repoディレクトリの内容には、dockerイメージに含まれる OSに従って、ansibleによって決定された構
造が設定されます。たとえば、dockerイメージ tpa/redhat:8には次のものが含まれます。

cluster-dir/

`-- local-repo

`-- RedHat

`-- 8

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

|-- *.rpm

`-- repodata

`-- *repodata-files*

これをクラスターでそのまま使用するか、ターゲット制御ノードにコピーできます。
recommendations for installing to an air-gapped environment を参照してください。local-repoは、TPAによっ
て自動的に検出され、使用されます。

12.46.3 失敗したダウンローダーコンテナのクリーンアップ

ダウンロードプロセス中にエラーが発生した場合、コマンドはデバッグを支援するために実行中のダウンローダー
コンテナを残します。たとえば、障害が発生したダウンローダーコンテナにログインして、ログまたはネットワー
クを検査することができます。ダウンローダーコンテナの名前は、コンテナ名の許可制限 64 文字を超えない限
り、通常$cluster_name-downloader になります。docker ps を実行して実行中のコンテナをリストし、クラス
ター名と一致するコンテナ名を探すことにより、正確な名前を確認できます。ほとんどの場合、docker exec

-it $cluster_name-downloader /bin/bashを実行することにより、実行中のコンテナにログインでき
ます。検査後、--tags cleanupで download-packagesコマンドを実行することにより、残ったコンテナ
をクリーンアップできます。例

tpaexec download-packages cluster-dir --docker-image tpa/redhat:8 --tags cleanup

12.47 tpaexec info

infoコマンドを使用して、TPAインストールに関する情報を出力できます。この情報の提供は、トラブルシュー
ティングに役立ちます。

12.47.1 使用法

• tpaexec infoを実行します

サブコマンド

• tpaexec info version

現在の TPAバージョンを表示します

• tpaexec info platforms

使用可能な展開プラットフォームを表示します
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• tpaexec info architectures

使用可能な展開アーキテクチャを表示します

• tpaexec info platforms/<name>

特定のプラットフォームに関する情報を表示します

• tpaexec info architectures/<name>

特定のアーキテクチャに関する情報を表示します

12.47.2 出力例

tpaexec infoコマンドは次を出力します。

# TPAexec 23.18.18

tpaexec=./tpaexec

TPA_DIR=/opt/EDB/TPA

PYTHON=/opt/EDB/TPA/tpa-venv/bin/python3 (v3.7.3, venv)

TPA_VENV=/opt/EDB/TPA/tpa-venv

ANSIBLE=/opt/EDB/TPA/tpa-venv/bin/ansible (v2.9.27)

Validation: e05e5302cd357b8ddbb042b7591bf66dfa283213ccbe5073b2cff3c783be1310 [OK]

12.48 tpaexec reconfigure

tpaexec reconfigureコマンドは、config.ymlを読み取り、クラスターをあるアーキテクチャから別のアー
キテクチャに変更するその修正バージョンを生成します。

tpaexec upgradeを呼び出して、クラスターを構成するインスタンスに必要な変更を加えることができます。

12.48.1 引数

他の tpaexecコマンドと同様に、クラスターディレクトリは常に指定する必要があります。

次の引数は、新しい config.ymlの内容を制御します。

• --architecture <architecture>必須クラスターの新しいアーキテクチャ。現在、サポートされて
いるアーキテクチャは PGD-Always-ONのみです

• --pgd-proxy-routing <global|local> (必須) PGD-Proxyが接続をルーティングする方法。この
引数の意味の詳細については、the PGD-Always-ON documentationを参照してください。

12.48. tpaexec reconfigure 199



Trusted Postgres Architect, リリース 23.25.0

• --edb-repositories <repositories>オプショナル EDBパッケージリポジトリのスペース区切
りリスト。通常、これを指定する必要はありません。tpaexec configureは、クラスターで使用され
ている postgresフレーバーに基づいて、適切なリポジトリを選択します。

次のオプションは、出力の形式を制御します。

• --describe何も変更せずに、変更される内容の説明を表示します。

• --check行われる変更を検証し、エラーがあれば何も変更せずに、検証の結果のエラーまたは警告を表示
します。

• --output <filename> config.yml以外のファイルに出力を書き込みます。

12.48.2 サンプル呼び出し

$ tpaexec reconfigure ~/clusters/speedy\

--architecture PGD-Always-ON\

--pgd-proxy-routing local

12.49 TPA capabilities and supported software

• Python requirements

• Supported distributions

12.49.1 サポートされているソフトウェア

TPAは、次のメジャーコンポーネントをインストールおよび構成できます。

• Postgres 16、15、14、13、12、11

• EPAS EDB Postgres Advanced Server 16、15、14、13、12

• 5、4、3.7ポンド

• pglogical 3、2オープンソース

• pgd-cliおよび pgd-proxy

• HARP 2

• repmgr

• Barman
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• pgbouncer

• haproxy PGD 3.7でのみサポートされています

• フェールオーバーマネージャー EFM

• Postgres Enterprise ManagerPEM

12.50 TPA custom tests

環境とアプリケーションに固有の詳細なテストを簡単に定義して、TPAの builtin testsを強化できます。

どんなに単純なタスクでも、クラスターで実行するテストを作成して、すべてが期待どおりに動作していることを
確認することを強くお勧めします。このようなテストを実行する統一的で反復可能な方法があると、危機に対処す
る場合でも、日常的なクラスター管理を行う場合でも、重要な点を見逃すことがありません。

構成されたロールまたはその他のプロパティによってクラスターインスタンスをターゲットとするテストを記述
する場合、該当するすべてのテストが適切なインスタンスで実行されることを保証できます。レプリケーションス
テータスを確認するレプリカの数、pgbouncerを実行しているサーバー、または手動で確認するときに間違いを招
きやすいその他の詳細を調べたり覚えたりする必要はありません。

テストはクラスターに重要な変更を加えてはなりません。実稼働サーバーで実行することを考えない場合、おそら
くテストすべきではありません。

12.50.1 クイックスタート

• クラスターディレクトリ内に tests/mytest.ymlを作成します

• tpaexec test /path/to/cluster mytestを実行します

tpaexec testへの--include-tests-from /other/pathオプションを使用して、他の場所にテストを
作成し、クラスター全体で使用することもできます。

使用方法については、tpaexec help testを実行してください。

12.50.2 例

次に、すべての Postgresインスタンスで実行されるテストを記述する方法を示します。hosts: allの代わりに
hosts: role_postgresに注意してください。

任意の Ansibleタスクを使用して、クラスターから情報を収集し、テストを実行できます。いくつかの期待が満た
されない場合に失敗するタスクを書くだけです assert、fail … whenなど。
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- --

- name: Perform my custom tests

hosts: role_postgres

tasks:

# Always start with this

- include_role:

name: test

tasks_from: prereqs.yml

# Make sure that the PGDATA/PG_VERSION file exists. (This is just a

# simplified example, not something that actually needs testing.)

- name: Perform simple test

command: "test -f {{ postgres_data_dir }}/PG_VERSION"

become_user: "{{ postgres_user }}"

become: yes

- name: Run pg_controldata

command: >

{{ postgres_bin_dir }}/pg_controldata {{ postgres_data_dir }}

register: controldata

become_user: "{{ postgres_user }}"

become: yes

# Write output to clusterdir/$timestamp/$hostname/pg_controldata.txt

- name: Record pg_controldata output

include_role:

name: test

tasks_from: output.yml

vars:

output_file: pg_controldata.txt

content: |

{{ controldata.stdout }}

上記のようにビルトイン output.ymlを使用して、クラスターディレクトリのタイムスタンプ付きテストディレ
クトリに任意のテスト出力を記録できます。

各テストは、完全な Ansible プレイブックつまり、タスクのリストではなくプレイのリストである必要がありま
す。これは、基本的な TPAセットアップタスクの後にインポートおよび実行されます。
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12.50.3 破壊的テスト

デフォルトでは、テストはクラスターに重要な変更を加えないでください。レプリケーションをテストするテーブ
ルを作成するようなことをする場合でも、自分自身の後のクリーンアップに注意する必要があります。

実稼働クラスターでは受け入れられないクラスターに変更を加えるテストは、destructiveとしてマークされ
なければなりません。これらは、開発時、または初期クラスターの「バーンイン」プロセス中にのみ実行するテス
トである場合があります。

テストに prereqs.ymlを含める場合、destructive: yesを設定することにより、「破壊的」テストを定義
できます。

- hosts: …
tasks:

- include_role:

name: test

tasks_from: prereqs.yml

vars:

destructive: yes

誰かが tpaexec test /path/to/cluster mytest を実行すると、--destroy-this-cluster オプ
ションを使用して実行を確認するように求めるエラーが発生します。

--destroy-this-clusterの使用は、コマンドを実行するリスクを認識することを示します。テストが実際
にクラスターを破壊することを保証するものではありません。

12.51 Filesystem configuration

TPAでは、各インスタンスにアタッチされる volumesのリストを定義できます。

このリストは、プロビジョニング中に使用されるプラットフォーム固有の設定と、展開中に使用されるファイルシ
ステムレベルの設定の両方で構成されています。

最初に、tpaexec provisionは、情報を使用してボリュームを作成し、インスタンスに接続します該当する
場合。詳細については、以下のプラットフォーム固有のセクションを参照してください。次に、ボリュームの単純
化されたリストプラットフォーム固有ではない設定のみを含むをインスタンスのホスト変数として書き込みます。
最後に、tpaexec deployは、単純化されたリストに基づいて動作し、必要に応じてファイルシステムをセッ
トアップおよびマウントします。

次に、AWSクラスターからの適度に複雑な例を示します。

instances:

- Name: one

(次のページに続く)
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…
volumes:

- device_name: root

volume_type: gp2

volume_size: 32

- raid_device: /dev/md0

device_name: /dev/xvdf

volume_type: io2

volume_size: 64

raid_units: 2

raid_level: 1

iops: 5000

vars:

volume_for: postgres_data

encryption: luks

- raid_device: /dev/md1

device_name: /dev/xvdh

ephemeral: ephemeral0

raid_units: all

vars:

mountpoint: /mnt/scratch

この例では、EC2インスタンスは、32GB EBSルートボリューム、/opt/postgres/dataとしてマウントされた 2つの
プロビジョニングされた iops EBSボリュームで構成される 64GB RAID-1ボリューム、および使用可能なすべて
のインスタンスで構成される/tmp/scratchファイルシステムになります。-store「エフェメラル」ボリューム。その
数とサイズは、インスタンスタイプによって決まります。

詳細は以下の AWSに関するセクションに記載されていますが、volume_typeや volume_sizeのような設定
はプロビジョニング中に使用され、volume_forや mountpointなどの varsの下の設定は、展開中に使用す
るためにインベントリに書き込まれます。

12.51.1 default_volumes

ボリュームはインスタンスのプロパティです。プラットフォーム固有の設定が含まれるため、cluster_varsで
は設定できません。

instance_defaults

このメカニズムでは、ボリューム定義に特別な考慮事項を作成します。大規模なクラスター内のボリューム定義は
非常に反復的な場合があるため、特にクラスター内のインスタンスを可能な限り互いに近づけて構成することを
お勧めしますので、ここに示すように default_volumesを指定できます。

instance_defaults:

default_volumes:

(次のページに続く)
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- device_name: root

volume_type: gp2

volume_size: 32

- device_name: /dev/xvdf

volume_size: 100

instances:

- Name: one

…

- Name: two

volumes:

- device_name: /dev/xvdf

volume_size: 64

- device_name: /dev/xvdg

volume_size: 64

…

- Name: three

volumes:

- device_name: /dev/xvdf

volume_type: none

- Name: four

volumes: []

ここで、すべてのインスタンスには、デフォルトで 32GBのルートボリュームと 100GBの追加ボリュームがあり
ます他に何も指定しないインスタンス oneの場合と同様に。インスタンス twoは同じルートボリュームがありま
すが、代わりに 64GBになるように/dev/xvdfをオーバーライドし、さらに別の 64GBボリュームがあります。
インスタンス three には同じルートボリュームがありますが、デフォルトの/dev/xvdf に volume_type:

noneを設定するため、追加ボリュームはありません。インスタンス fourにはボリュームがまったくありません。

インスタンスは default_volumes で指定されたもので始まり、その volumes エントリは、同じ
device_nameでデフォルトエントリをオーバーライドしたり、volume_typeを noneに設定してボリューム
を削除したり、別の名前で新しいボリュームを追加したり、デフォルトを完全に拒否したりできます。

2つのリストをマージするこの動作は、default_volumesに固有です。instance_defaultsと instances

の両方で他のリストを設定すると、後者は前者を完全にオーバーライドします。
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12.51.2 プラットフォーム AWS

AWS EC2インスタンスでは、EBSボリュームをアタッチできます。

instances:

- Name: one

…
volumes:

- device_name: root

volume_type: gp2

volume_size: 32

encrypted: yes

…
- device_name: /dev/xvdf

volume_type: io1

volume_size: 32

iops: 10000

delete_on_termination: false

…
- device_name: /dev/xvdg

ephemeral: ephemeral0

…

TPAは、インスタンスタイプに基づいて、rootの device_nameを/dev/sdaまたは/dev/xvdaに変換す
るため、どれを使用するかを覚えたり変更したりする必要はありません。

volume_typeは、EBSボリュームタイプ、たとえば gp2「汎用」EBSボリュームの場合、プロビジョニングさ
れた IOPSボリュームの io1 iops: 5000も設定する必要があります。などを指定します。

volume_sizeは、ボリュームのサイズをギガバイト単位で指定します。

encrypted: yesを設定して、保存時の EBS暗号化を有効にします。(これは AWS機能であり、新しく生成
された TPA構成でデフォルトで有効になり、以下で説明する

LUKS暗号化とは異なります。

delete_on_terminationを falseに設定して、アタッチされたインスタンスが終了したときにボリューム
が破壊されないようにします。これがデフォルトの動作です。

物理的に接続された instance store volume 、以前はエフェメラルボリュームと呼ばれていたを使用するように
ephemeral: ephemeralNを設定します。使用可能なインスタンスストアボリュームの数、タイプ、およびサ
イズは、インスタンスタイプによって異なります。すべてのインスタンスにインスタンスストアボリュームがある
わけではありません。インスタンスストアボリュームはテストまたは一時データにのみ使用し、EBSボリューム
は重要なデータに使用します。

EBS ボリュームの場合、既存のスナップショットからボリュームを接続するように snapshot:

snap-xxxxxxxx を設定することもできます。十分なデータが S3 から読み込まれローカルにキャッシュさ
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れるまで、スナップショットから復元されたボリュームは非常に遅くなる場合があります。(特に、スナップショッ
トから PGDATAを使用して新しいインスタンスをスピンアップできますが、完全なロードを処理する準備が整う
までに数時間かかることが予想されます。

ボリュームに attach_existing: yes を設定し、名前/タイプ/サイズ/iops と一致する既存の未接続の EBS
ボリュームが存在する場合、インスタンスの起動時に新しいボリュームは作成されませんが、代わりに既存のボ
リュームがインスタンスにアタッチされます初めて始まります。再接続された EBSボリュームは、スナップショッ
トから作成されたボリュームのパフォーマンス制限の影響を受けません。

12.51.3 プラットフォームベア

TPAは、事前にプロビジョニングされた bareインスタンスにどのボリュームを接続できるかを制御できません
が、適切な device_nameで volumesを定義すると、必要に応じてデバイスの mkfsおよび mountを処理し
ます。

12.51.4 Platform Docker

Dockerコンテナにはボリュームを接続できますが、それらはバインドマウントされたディレクトリであり、通常
のブロックデバイスではありません。個別に初期化またはマウントする必要はありません。そのため、構成はかな
り異なって見えます。

instances:

- Name: one

platform: docker

…
volumes:

- /host/path/to/dir:/tmp/container/path:ro

- named_volume:/mnt/somevol:rw

これらのボリューム仕様は、docker run -vへの引数として認識される場合があります。

ボリュームはコンテナの作成時に接続され、展開中にそれ以上のアクションはありません。

12.51.5 RAIDアレイ

AWS EC2インスタンスでは、RAIDボリュームを定義できます。

instances:

- Name: one

…
(次のページに続く)
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volumes:

- raid_device: /dev/md0

device_name: /dev/xvdf

raid_units: 2

raid_level: 1

volume_type: gp2

volume_size: 100

vars:

volume_for: postgres_data

この例では、4×100GB EBS gp2 ボリューム /dev/xvd[f-i] を接続し、/dev/md0 という名前の RAID-1 ボ
リュームにアセンブルします。デプロイメント中の volume_forまたは mountpointの処理は、他のボリュー
ムと同様に発生します。

TPA は現在、他のプラットフォームでの RAID アレイの作成とアセンブリをサポートしていませんが、
device_name: /dev/md0または/dev/mapper/xyzでボリュームにエントリーを追加することにより、既
存のアレイを使用できます。TPAは、他のブロックデバイスと同様に mkfsおよび mountを処理します。

12.51.6 LUKS暗号化

TPAは、LUKSで暗号化されたデバイスをセットアップできます。

instances:

- Name: one

…
volumes:

- device_name: /dev/xyz

vars:

encryption: luks

luks_volume: mappedname

volume_for: …

encryption: luksセットがまだ初期化されていない場合、TPAは他のデバイスと同様にファイルシステム
の作成を処理する前に、cryptsetup を使用して最初に luksFormat 、次に luksOpen を使用して/dev/
mapper/mappednameの下にマップします。

データ損失の可能性を回避するため、TPAは、有効なファイルシステムが既に含まれているデバイスでの LUKS
暗号化のセットアップを拒否します。

LUKSで暗号化された volume_for: postgres_dataを作成する場合、TPAはブート時に Postgresが自動
的に起動しないように構成します。tpaexec start-postgres clusternameを使用してボリュームをマ
ウントし、Postgresを起動できます。および stop-postgresを使用して Postgresを停止し、ボリュームのマッ
プを解除します。
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LUKSパスフレーズはローカルで生成され、ボールトに保存されます。

12.51.7 ファイルシステムの作成とマウント

deviceに有効なファイルシステムが含まれていない場合、mkfsで初期化されます。

instances:

- Name: one

…
volumes:

- device_name: /dev/xyz

vars:

volume_for: …
fstype: ext4

fsopts:

- -cc

- -m 2

mountopts: defaults,relatime,nosuid

readahead: 65536

owner: root

group: root

mode: 0755

fstypeデフォルト ext4、mkfsデフォルト noneに渡される fsopts、および mountに渡されて fstabに書き込
まれる mountoptsを指定できます。以下を参照してください。

TPAは、デバイスの先読みをデフォルトで 16MBに設定し、リブート後も値を持続させますが、上記のようにボ
リュームに別の値を指定できます。

ボリュームがマウントされている場所を決定するには 2つの方法があります。mountpointを明示的に指定する
か、volume_forを postgres_data、postgres_wal、postgres_tablespaceまたは barman_data

に設定できます。TPAは設定をシステムの適切なマウントポイントに変換します。

mountpointが決定されると、deviceは指定された mountoptsデフォルト defaults,noatimeとともに
そこにマウントされます。/etc/fstabのファイルシステムのエントリーも作成されます。

オプションでボリュームに owner、group、または modeを指定できます。これらの属性は mountpointに
設定されます。デプロイメントのこの非常に初期段階では、postgresユーザーの存在を当てにできないことに
注意してください。いずれの場合も、TPAは Postgresが必要とするディレクトリに適切な所有権と権限があるこ
とを別途に保証するため、自分で行う必要はありません。
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12.52 Configuring YUM repositories

このページでは、RedHatシステムで YUMパッケージリポジトリを構成する方法について説明します。

yum_repositoriesで名前付けリポジトリを定義し、yum_repository_listで名前をリストすることに
よりどのリポジトリを使用するかを決定できます。

cluster_vars:

yum_repositories:

Example:

rpm_url: >-

https://repo.example.com/repos/Example/example-repo.rpm

Other:

description: "Optional repository description"

baseurl: https://other.example.com/repos/Other/$basearch

gpgkey:

https://other.example.com/repos/Other/gpg.XXXXXXXXXXXXXXXX.key

yum_repository_list:

- EPEL

- PGDG

- Example

- Other

この例では、YUMリポジトリを定義する 2つの方法を示しています。

リポジトリに「repo RPM」つまり、必要な/etc/yum.repos.d/*.repoファイルと、リポジトリから署名さ
れたパッケージを検証するために必要な GPGキーを慣例的にインストールするパッケージがある場合、それをポ
イントするだけで済みます。

それ以外の場合は、説明、baseurl 、および gpgkey URL を指定できます。TPA は、この情報に基づい
て/etc/yum.repos.d/Other.repoファイルを作成します。

EPELおよび PGDGリポジトリはデフォルトで定義されています。正常な操作には EPELリポジトリが必要であ
るため、常に EPELを yum_repository_listに含める必要があります。PGDGパッケージをインストール
する場合は、PGDGも含める必要があります。

リポジトリをインストールしないように yum_repository_list: []を設定できますが、EPELパッケージ
の代替ソースがないと壊れます。

リポジトリーアクセスを構成する特別な手順を実行する必要がある場合は、
pre-deploy hook を使用して.repoファイルを自分自身で作成できます。

- name: Define Example repository

copy:

dest: /etc/yum.repos.d/example.repo

(次のページに続く)
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owner: root

group: root

mode: 0644

content: |

[example]

name=Example repo

baseurl=https://repo.example.com/repos/Example/

enabled=1

gpgkey=https://repo.example.com/repokey.asc

gpgcheck=1

この場合、yum_repository_listにリポジトリをリストする必要はありません。
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